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編
者
前
書
き

　

昨
年
度
の
叢
書
で
は
、
大
江
家
お
よ
び
耶
馬
渓
の
屋
形
家
を
中
心
と
す
る
人
物
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
村
上
家
、
大
江
家
な
ら
び
に
辛
島
家
と
い
う

三
つ
の
医
家
と
そ
の
史
料
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ミ
ヒ
ェ
ル
は
、
初
期
紅
毛
流
外
科
に
お
け
る
免
許
状
を
総
合
的
再
検
討
し
、
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
た
阿
蘭
陀
流
外
科
修
業
証
書
の
位
置
づ
け
と
そ

の
背
景
に
つ
い
て
論
じ
ま
し
た
。

　

大
島
は
、
叢
書
第
八
巻
で
村
上
玄
水
が
天
地
の
構
造
に
つ
い
て
ま
と
め
た
「
天
地
分
體
論
」
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
草
稿
に
着
目
し
、
解
読
と
内
容
分

析
を
行
い
ま
し
た
。

　

吉
田
は
、
江
戸
後
期
（
主
に
文
政
年
間
）
に
お
け
る
中
津
藩
と
同
藩
医
と
の
交
流
を
検
証
す
る
上
で
、
今
後
有
益
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
史
料
を
翻
刻
し
、

解
説
を
付
し
ま
し
た
。

　

細
田
は
、
屋
形
家
の
種
痘
活
動
を
紹
介
し
た
昨
年
度
の
流
れ
を
踏
ま
え
て
、
中
津
藩
の
種
痘
を
先
導
し
た
辛
島
正
庵
（
五
代
）
の
養
子
長
徳
が
入
手
し
た
、
多
彩
な

挿
図
で
構
成
さ
れ
て
い
る
池
田
家
流
「
痘
瘡
唇
舌
鑑
図
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

村
上
家
、
大
江
家
、
屋
形
家
、
田
渕
家
を
は
じ
め
と
す
る
各
医
家
の
史
料
整
理
に
従
事
す
る
中
で
、
蘭
方
・
漢
方
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
中
津
に
お
け
る
学
術
や
医
療

の
全
貌
が
浮
き
彫
り
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
　
　

平
成
二
三
年　
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【
凡
例
】

一
、
底
本
は
村
上
医
家
史
料
館
蔵
「
人
身
連
骨
眞
形
図
」、「
天
地
分
體
論
（
草
稿
）」（
史
料
番
号　

二
部
、
四
八
）、
及
び
大
江
医
家
史
料
館
蔵
「
文
政
八
～
十
年
備
忘

録
」（
史
料
番
号　

鷹
匠
町
大
江
家
史
料
二
〇
・
一
）、「
痘
瘡
唇
舌
鑑
図
」
を
使
用
し
た
。

一
、
原
文
の
欠
字
・
改
行
・
平
出
・
削
除
線
そ
の
他
体
裁
は
総
じ
て
底
本
の
表
記
を
反
映
す
る
よ
う
に
記
し
た
。

一
、
異
体
字
・
略
字
な
ど
は
通
用
す
る
字
句
に
改
め
た
。

一
、
各
史
料
の
原
文
に
お
い
て
、
見
せ
ケ
チ
や
削
除
線
は
二
重
線
で
、
修
正
前
の
文
字
が
判
読
で
き
な
い
ほ
ど
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
る
箇
所
は
■
、
批
点
の
類
は
傍
点
で
、

虫
損
・
破
損
等
で
判
読
不
能
な
箇
所
は
□
ま
た
は
［　
　
　

］
に
て
示
し
た
。

一
、「
天
地
分
體
論
（
草
稿
）」
の
原
文
で
、
罫
の
外
側
に
あ
る
付
記
は
「
欄
外
」
と
し
て
示
し
、
明
ら
か
に
文
章
が
繋
が
っ
て
い
る
場
合
は
本
文
と
し
て
記
し
た
。

一
、「
痘
瘡
唇
舌
鑑
図
」
の
欠
落
し
て
い
る
部
分
は
、
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
所
蔵
の
「
池
田
痘
書　

舌
鑑　

舌
」（
史
料
番
号　

マ
・
五
五
）
に
よ
っ
て
補
足
し
、
該
当

箇
所
に
は
傍
線
を
付
し
た
。
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一
六
二
三
〜
一
七
〇
六
）
は
三
〇
年
戦
争
で
治
療
経
験
を
積
ん
だ
外
科

医
で
、
彼
と
、
西
洋
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て

い
た
大
目
付
井
上
筑
後
守
政
重
と
の
出
会
い
に
よ
り
、
西
洋
外
科
学
に

対
す
る
関
心
は
急
激
な
高
ま
り
を
見
せ
る
。
異
例
の
一
〇
ヶ
月
間
に
も

わ
た
る
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
江
戸
滞
在
中
、
紅
毛
流
外
科
の
基
盤
が
築

か
れ
、
そ
の
後
、
薬
品
や
薬
草
、
種
子
、
書
籍
や
器
具
類
の
注
文
が
著

し
く
増
え
て
い
る
。
出
島
商
館
長
日
誌
に
は
日
本
人
に
よ
る
外
科
医
へ

の
相
談
や
往
診
依
頼
に
関
す
る
記
述
が
次
第
に
多
く
な
る
。
シ
ャ
ム
ベ

ル
ゲ
ル
が
日
本
を
離
れ
て
ま
も
な
く
、
そ
の
後
任
の
外
科
医
た
ち
は
長

期
間
に
わ
た
っ
て
、
西
洋
外
科
学
を
習
得
し
よ
う
と
す
る
日
本
人
の
訪

問
を
受
け
た
。
手
順
は
い
つ
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
ま
ず
長
崎
奉
行
が
商

館
長
に
要
請
を
す
る
。
商
館
長
は
そ
れ
を
了
解
し
、
通
詞
と
入
門
志
望

者
同
席
の
上
、
外
科
医
に
指
導
を
命
じ
る
。
そ
の
最
初
の
例
は

一
六
五
二
年
の
夏
の
日
誌
に
見
ら
れ
る
。

「
本
日
、
通
詞
全
員
と
島
の
乙
名
が
来
て
、
奉
行
与
兵
衛
よ

り
、
我
々
の
外
科
医
が
日
本
人
に
技
術
指
導
を
す
る
よ
う
依

頼
さ
れ
た
。
こ
れ
は
御
奉
行
様
特
別
の
ご
厚
意
で
あ
り
、
喜

ん
で
承
諾
し
た
。」2

　

は
じ
め
に

　

一
七
世
紀
後
半
に
出
島
蘭
館
医
が
日
本
人
弟
子
に
授
与
し
た
外
科
免

許
状
は
、
初
期
紅
毛
流
外
科
の
医
学
的
・
社
会
的
受
容
を
示
す
重
要
な

史
料
で
あ
る
。
本
論
文
に
お
い
て
は
、
そ
の
修
業
証
書
の
普
及
及
び
特

徴
を
分
析
し
、
深
水
通
氏
か
ら
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ

た
新
し
い
史
料
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

一
、
出
島
商
館
に
お
け
る
医
術
修
行
の
は
じ
ま
り

　

紅
毛
人
の
外
科
学
と
日
本
人
と
の
出
会
い
は
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の

時
代
に
ま
で
遡
る
。
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
船
が
停
泊
し
て
い
る

間
に
船
医
た
ち
が
上
陸
し
、
と
き
お
り
日
本
人
の
患
者
も
診
察
し
て
い

た
1

。
商
館
が
長
崎
に
移
っ
て
か
ら
は
外
科
医
が
出
島
に
常
駐
し
、
商

館
長
の
江
戸
参
府
に
も
同
行
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
た
め
医
学
交
流

の
条
件
も
向
上
し
、
商
館
医
に
対
す
る
日
本
側
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や

医
薬
品
の
注
文
な
ど
が
徐
々
に
商
館
長
日
誌
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
一
六
五
〇
年
に
特
使
フ
リ
ジ
ウ
ス
（Andries Frisius

）
と
共
に

江
戸
へ
赴
い
た
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
（Caspar Scham

berger

、

平
田
長
太
夫
の
阿
蘭
陀
流
外
科
修
業
証
書
と

そ
の
背
景
に
つ
い
て

ミ
ヒ
ェ
ル
･
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
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幕
府
の
高
官
が
蘭
館
医
に
強
い
関
心
を
寄
せ
た
こ
と
も
、
新
し
い
医

術
の
普
及
を
促
進
し
た
と
思
わ
れ
る
。
一
六
五
七
年
一
月
一
四
日
に
長

崎
奉
行
黒
川
与
兵
衛
は
、
大
目
付
井
上
の
命
令
で
儒
医
向
井
元
升
が

何
ヶ
月
も
か
け
て
出
島
で
作
成
し
た
報
告
書
に
署
名
す
る
よ
う
、
ツ
ァ

ハ
リ
ア
ス
・
ワ
ー
ゲ
ナ
ー
（Zacharias W

agener

、
一
六
一
四
〜

一
六
六
八
）
と
外
科
医
ハ
ン
ス
・
ハ
ン
ケ
（H

ans H
ancke

）
に
要

請
し
た
。

「
日
曜
日
、
昼
食
を
す
ま
せ
る
と
し
ば
ら
く
し
て
奉
行
の
も

と
か
ら
、
通
詞
全
員
と
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
触
れ
た
日
本
人

医
師
が
遣
わ
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
の
治
療
術
に
関
す
る
２

冊
の
書
物
に
つ
い
て
語
っ
た
。
こ
れ
ら
の
書
物
は
、
こ
の
医

師
が
大
目
付
筑
後
殿
の
命
を
受
け
、
我
々
の
上
位
外
科
医
が

誠
実
に
ま
た
よ
い
文
体
で
語
っ
た
も
の
を
、
通
詞
の
助
け
を

得
て
翻
訳
し
た
も
の
だ
。
こ
れ
か
ら
奉
行
の
名
に
お
い
て
こ

の
書
物
を
江
戸
へ
持
参
し
、
大
目
付
に
渡
す
所
存
で
あ
る
と

い
う
。
し
か
し
ま
ず
外
科
医
が
署
名
し
、
さ
ら
に
は
私
自
ら

も
署
名
し
て
、
外
科
医
が
上
述
の
医
師
に
さ
ま
ざ
ま
な
著
作

を
基
に
教
授
し
た
こ
と
に
は
全
く
間
違
い
が
な
く
、
最
高
の

知
識
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
保
証
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
私
自
身
は
異
様
で
ば
か
げ
た
理
由
づ

け
だ
と
思
い
、
断
り
た
か
っ
た
が
、
逆
ら
う
余
地
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
奉
行
の
要
求
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。」

3

図 一　写本「阿蘭陀伝外科類方」に見られる商館長及び商館医の認証
　　　（九州大学附属図書館医学図書館）。

　

こ
れ
は
蘭
館
の
外
科
医
が
、
そ
の
教
え
が
き
ち
ん
と
相
手
に
伝
わ
っ

た
こ
と
を
保
証
し
た
最
初
の
例
と
な
っ
て
い
る
。
江
戸
へ
持
参
し
た
書

物
は
同
年
の
大
火
で
焼
失
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ワ
ー
ゲ
ナ
ー
と
ハ
ン
ケ

の
名
を
記
し
た
写
し
を
、
書
写
者
は
不
明
だ
が
九
州
大
学
図
書
館
が
所

蔵
し
て
い
る
。4
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　表一　史料にみられる修業証書の交付
出　　　典

出島商館長日誌（NA, NFJ 71）
免許状（平戸観光資料館所蔵）

岩国藩「御家中系図」、「御取次所日記」

全文の写し（深水家旧蔵、中津市歴史民俗
資料館蔵）
出島商館長日誌（NA, NFJ 81）
免許状（京都大学所蔵）
免許状（写真、古賀十二郎『西洋医術伝来
史』、六九頁に掲載。現物の所在は不明）
免許状（溝上家所蔵、杉立義一旧蔵）
出島商館長日誌（NA, NFJ 87）

出島商館長日誌（NA, NFJ 87）

一部の写し（江藤家所蔵）

免許状（原三信家所蔵）

取得者
波多野玄洞
嵐山甫庵

朝枝喜兵衛

平田長太夫

「筑後主君の医師」
瀬尾昌琢
西吉兵衛（玄甫）

太田黒玄淡
「筑後主君の医師」

「筑後主君の医師」

江藤幸庵

原三信

和　暦

（寛文四年一二月一
三日）
寛文五年三月十一
日（添文）
「寛文六年陽月吉祥日」
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二
、
修
業
証
書
の
交
付

　

同
じ
時
期
に
奉
行
の
依
頼
で
波
多
野
玄
洞
に
対
す
る
外
科
教
育
が
始

ま
っ
た
。
出
島
日
誌
に
は
、
代
官
末
次
平
蔵
の
叔
父
だ
と
記
さ
れ
て
い

る
5

。
玄
洞
へ
の
教
育
は
長
期
間
に
及
ん
だ
。
ワ
ー
ゲ
ナ
ー
が

一
六
五
七
年
秋
に
日
本
を
離
れ
た
と
き
、
後
任
の
商
館
長
ブ
ヘ
リ
オ
ン

（Joan Boucheljon
）
は
、
玄
洞
が
「
外
科
医
の
部
屋
へ
自
由
に
出

入
り
で
き
る
」
よ
う
依
頼
さ
れ
た
。
ブ
ヘ
リ
オ
ン
は
こ
れ
を
承
諾
し
外

科
医
に
は
、
望
ま
れ
れ
ば
い
つ
で
も
指
導
す
る
よ
う
命
じ
た

6

。

一
六
五
八
年
七
月
の
日
誌
に
は
、
玄
洞
は
こ
の
五
、六
ヶ
月
間
、
毎
日

指
導
を
受
け
て
い
る
、
と
書
い
て
あ
る

7

。
彼
は
ま
も
な
く
江
戸
へ
行

く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
で
、
オ
ラ
ン
ダ
人
外
科
医
に
指

導
を
受
け
た
こ
と
を
証
明
し
て
欲
し
い
、
と
要
請
し
た
。
代
官
へ
の
敬

意
も
あ
り
、
奉
行
も
こ
の
教
育
を
承
知
し
て
い
た
の
で
、
ブ
ヘ
リ
オ
ン

は
外
科
医
の
デ
・
ラ
・
ト
ン
ブ
（Steven de la Tom

be
）
に
、
こ

の
証
明
書
を
発
行
す
る
よ
う
命
じ
た

8

。
こ
れ
が
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
る

最
初
の
免
許
状
だ
が
、
残
念
な
が
ら
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
以
降
二
七
年
に
わ
た
っ
て
免
許
状
に
関
す
る
記
述
が
商
館
日
誌

に
見
ら
れ
る
。
免
許
状
が
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
発
行
さ
れ
た
の
か
は

わ
か
ら
な
い
。
数
年
に
わ
た
っ
て
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る

が
、
こ
れ
は
単
に
商
館
長
に
関
心
が
な
か
っ
た
た
め
だ
と
い
う
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
六
〇
年
代
終
わ
り
か
ら
七
〇
年
代
初
め

に
か
け
て
、
医
術
の
教
育
を
受
け
る
た
め
多
く
の
医
師
が
長
崎
へ
派
遣

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
一
〇
年
も
の
養
成
期
間
を
見
込
ん
で
派
遣
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り
見
ら
れ
る
。
商
館
長
ハ
パ
ル
ト
（G

abriel H
appart

）
は
一
六
五

四
年
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
夕
刻
外
科
医
が
皇
帝
の
医
師
長
宗
悦
殿
の
屋
敷
に
招
か
れ

て
色
々
の
病
気
と
そ
の
治
療
法
及
び
薬
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ

た
後
、
丁
重
な
酒
食
の
も
て
な
し
を
受
け
た
。
こ
の
異
教
徒

ら
は
医
師
と
少
時
の
談
話
で
予
習
も
記
録
も
せ
ず
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
医
術
を
学
ぼ
う
と
考
え
る
ら
し
い
。」

11

　

こ
の
よ
う
な
疑
問
は
根
拠
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
ド
イ

ツ
・
ラ
イ
プ
チ
ヒ
外
科
医
組
合
規
定
（
一
六
二
七
年
一
一
月
二
七
日
）

で
の
外
科
試
験
項
目
が
示
す
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
若
い
外
科
医

は
学
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。

「Vom
 H

aupt	

頭
に
つ
い
て

Von der H
irnschal	

頭
蓋
に
つ
い
て

Von der D
ura und Pia M

ater	

脳
硬
膜
と
脳
軟
膜
に
つ
い

	

て

Von H
alß und Brust	

首
、
胸
に
つ
い
て

Von Bauch= undt W
eit=	

腹
の
傷
と
内
臓
が
射
抜

W
unden	

か
れ
た
傷
に
つ
い
て

Von Achßell undt H
üfften	

肩
と
腰
に
つ
い
て

Von Arm
 und Bein	

腕
と
足
に
つ
い
て

Von verrenckten und	

手
足
の
脱
臼
と
捻
挫
に
つ

さ
れ
て
き
た
、
老
中
稲
葉
正
則
に
仕
え
た
医
師
の
一
二
歳
に
な
る
息
子

も
い
た

9

。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
免
許
状
が
、
た
い
て
い
こ
の
時
期
に

発
行
さ
れ
て
い
る
の
も
偶
然
で
は
な
い
。
最
後
の
免
許
状
が
一
六
八
五

年
に
黒
田
藩
の
原
三
信
に
交
付
さ
れ
て
い
る
が

11

、
そ
れ
以
降
は
紅
毛

流
外
科
が
十
分
に
確
立
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
外
国
人
に
よ
る
証
明
書
は

不
要
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
史
料
に
よ
り
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
修
業
証
書

交
付
の
詳
細
は
表
一
の
通
り
で
あ
る
。

　

三
、
商
館
長
の
厳
し
い
評
価

　

歴
代
の
商
館
長
は
出
島
に
お
け
る
外
科
教
育
と
弟
子
た
ち
が
受
け
取

る
免
許
に
つ
い
て
あ
ま
り
評
価
し
て
い
な
い
。
一
六
七
四
年
二
月
一
六

日
の
日
誌
で
カ
ン
プ
ハ
イ
ス
（Johannes Cam

phuijs

、
一
六
三
四

〜
一
六
九
五
）
が
酷
評
し
て
い
る
。

「
奉
行
は
外
科
学
の
教
育
を
受
け
さ
せ
る
よ
う
、
ま
た
も
医

師
を
送
っ
て
き
た
。
ロ
バ
に
博
士
号
を
与
え
る
た
め
、
外
科

医
に
は
大
急
ぎ
で
仕
事
を
さ
せ
る
。
通
詞
に
よ
る
と
、
こ
の

医
師
は
筑
後
守
に
仕
え
る
医
師
で
あ
り
、
先
だ
っ
て
外
科
学

の
教
育
を
終
了
し
立
派
な
免
許
を
受
け
取
っ
た
別
の
弟
子
と

同
じ
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
オ
ラ
ン
ダ
語
の
免
許
状
を
取
得

さ
せ
る
た
め
、
奉
行
が
取
り
計
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。」11

　

日
本
人
が
非
常
に
急
い
で
い
た
様
子
は
他
の
商
館
日
誌
に
も
と
き
お
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い
る
。
試
験
に
合
格
し
た
者
は
従
弟
期
間
修
了
証
を
交
付
し
て
も
ら
い

修
行
の
旅
に
出
る
。
そ
れ
で
も
数
年
後
帰
っ
て
き
た
若
い
外
科
医
た
ち

の
多
く
は
親
方
（M

eister

）
に
昇
進
す
る
た
め
の
受
験
は
許
可
さ
れ

な
か
っ
た
。
親
方
の
息
子
で
な
い
と
相
当
の
実
力
が
な
け
れ
ば
、
出
世

の
機
会
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た

11

。
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社

の
外
科
医
採
用
試
験
の
準
備
の
た
め
に
ヘ
ル
ス
が
刊
行
し
た
『
外
科
学

試
験
』（C

ornelis H
erls: Exam

en der C
hyrurgie, 1645, 

1663, 1723

）
に
も
約
二
三
五
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
解
剖
学
を
は
じ
め
と

し
た
、
病
気
や
治
療
方
法
に
関
す
る
数
々
の
項
目
が
示
さ
れ
、
一
七
世

紀
後
半
の
外
科
医
に
対
す
る
要
求
の
幅
広
さ
を
物
語
っ
て
い
る

11

。

verstauchten G
liedern	

い
て

Von zerbrochen gliedern	

手
足
の
骨
折
に
つ
い
て

Vonn G
eschoßenen G

liedern.	

手
足
の
射
創
に
つ
い
て

Von G
eschnittenen G

liedern.	

手
足
の
切
り
傷
に
つ
い
て

Von verw
undten glenckenn	

関
節
の
負
傷
に
つ
い
て

Vonn offenen erzunten	

口
が
開
い
た
り
、
炎
症
を

undt geschw
ollenen Schäden	

起
こ
し
た
り
、
腫
れ
た
傷

	

に
つ
い
て

Von Tödtlichen W
unden	

致
死
の
傷
に
つ
い
て

Von Bluttstellung, w
undt	

止
血
、
飲
み
薬
、
粉
に
よ

träncklein undt Pulver	

る
血
止
に
つ
い
て

leschungen
Von Aderlaßen 	

瀉
血
に
つ
い
て

Von Sÿm
ptom

en und Zufallen	

症
状
と
発
作
に
つ
い
て

Von allerley gefehrlichen	

危
険
な
損
傷
に
つ
い
て

gebrechen und Schäden
Von Kraffts[,] W

irckung	

膏
薬
の
効
力
と
作
用
、
性

und Eigenschafft der Pflaster	

質
に
つ
い
て

Von Praeparierung undt	

膏
薬
の
準
備
と
調
合
に
つ

Zurichtung der Pflaster	

い
て

Von Auff= und Zurichtung	

仕
事
場
の
建
設
と
そ
の
設

der W
erckstätte

」
11　

	

備
に
つ
い
て

　

ラ
イ
プ
チ
ヒ
で
は
外
科
医
の
弟
子
の
基
礎
教
育
は
三
年
間
か
か
っ
て

図 

二　

コ
ル
ネ
リ
ス
・
ヘ
ル
ス
著
『
外
科
学
試
験
』
よ
り

11

。
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は
、
一
つ
の
短
い
概
観
し
か
見
ら
れ
な

い
の
も
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。

22

　

四
、
嵐
山
甫
庵
の
修
業
証
書

　

日
本
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
教
え

ら
れ
て
い
た
の
か
。
一
六
六
五
年
に
商

館
長
フ
ロ
イ
ス
（Jacob G

ruys

）
と

商
館
長
代
理
の
ニ
コ
ラ
ー
ス
・
デ
・
ロ

イ
（N

icolaes de Roij

）22

、
外
科
医

ダ
ニ
エ
ル
・
ブ
ッ
シ
ュ
（D

aniel 
Busch

）
が
署
名
し
平
戸
藩
の
医
師
嵐

山
甫
庵
（
一
六
三
三
〜
一
六
九
三

22

）

に
交
付
し
た
免
許
状
に
は
貴
重
な
手
掛

か
り
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

甫
庵
は
寛
永
一
〇
年
筑
前
か
ら
平
戸

へ
移
住
し
た
商
人
半
田
三
郎
兵
衛
の
次

男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
名
は
春
育
、
号

は
委
庵
、
次
い
で
甫
庵
（
甫
安
）
と
称

し
た
。
寛
永
一
四
（
一
六
三
七
）
年
、

松
浦
鎮
信
（
一
六
二
二
〜
一
七
〇
三
）

が
平
戸
藩
主
と
な
っ
た
が
、
寛
永
一
八

（
一
六
四
一
）
年
に
幕
府
が
命
じ
た
平

戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
長
崎
へ
の
移
転
は

　

日
本
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
外
科
医
と
弟
子
と
の
間
に
言
葉
の
壁
も

あ
っ
た
。
長
崎
の
儒
医
向
井
元
升
が
五
〇
年
代
に
大
目
付
井
上
筑
後
守

政
重
の
命
に
よ
り
出
島
で
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
と
そ
の
治
療
に
つ
い
て
の

報
告
書
を
作
成
し
た
と
き
に
は
、
元
升
が
商
館
を
訪
れ
る
度
に
、
阿
蘭

陀
通
詞
全
員
が
呼
ば
れ
た
よ
う
だ
。

「
我
々
は
ま
た
も
、
通
詞
全
員
で
、
筑
後
殿
の
た
め
に
既
述

の
医
師
元
升
に
薬
品
の
作
り
方
を
説
明
し
て
忙
し
か
っ
た
の

で
あ
る
。」

11

　

一
六
九
〇
年
に
来
日
し
た
ド
イ
ツ
人
医
師
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ
ン

ペ
ル
（Engelbert Kaem

pfer

、
一
六
五
一
〜
一
七
一
六
）
も
、
通

詞
の
語
学
力
に
失
望
し
た
。
彼
は
、
部
屋
小
使
い
今
村
源
右
衛
門
英

生
11

に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
「
文
法
的
に
」
教
え
た
結
果
、
源
右
衛
門
は

「
こ
れ
ま
で
の
通
詞
で
は
及
ば
な
い
ほ
ど
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
書
き
、
上

手
に
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
自
負
を
述
べ
て
い
る
。

11

　

出
島
で
の
外
科
授
業
に
費
や
し
た
期
間
が
短
い
と
い
う
批
判
は
当

た
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
弟
子
た
ち
が
長
期
間
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に

い
た
と
し
て
も
、
ど
れ
ほ
ど
の
知
識
が
身
に
つ
い
た
だ
ろ
う
か
。
例
え

ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
科
医
に
と
っ
て
す
べ
て
の
基
礎
だ
っ
た
体
液
病

理
学
は
日
本
人
弟
子
に
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
た
の
か
。
ま
た
、
東

洋
医
学
と
の
接
点
の
な
い
意
味
不
明
の
用
語
に
あ
ふ
れ
る
説
明
を
聞
い

た
日
本
人
は
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
理
解
で
き
た
だ
ろ
う
か
。

22

一
七
世
紀

に
広
ま
っ
た
紅
毛
流
外
科
の
写
本
の
中
に
、
体
液
病
理
学
に
関
し
て

図 三　嵐山甫庵の修業証書（平戸市生月町「島の館」蔵）。
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一 

阿
蘭
陀
ニ
被
頼
、
何
ニ
て
も
商
賣
之
取
次
仕
閒
敷
候
。

　

 

尤
日
本
人
よ
り
も
被
頼
、
商
賣
之
取
次
仕
閒
敷
事
。

一 

對
阿
蘭
陀
何
ニ
て
も
隠
密
の
談
合
密
々
之
筆
談
一
切
仕

　

 

閒
敷
事
。

一 

稽
古
の
内
出
島
ニ
て
何
ニ
て
も
不
作
法
或
は
酒
宴
仕
閒

　

 

敷
事
。

右
之
條
々
於
相
背
は　
　
　
［
以
下
誓
詞
の
文
言
］

寛
文
元
辛
丑
年
九
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

判
田
李
庵　
〔
血
判
〕

　
　
　

大
河
丞
之
助
殿

　
　
　

和
田
與
右
衛
門
殿
」

22

　

当
時
の
蘭
館
医
は
和
文
史
料
に
「
ア
ル
マ
ン
ス
カ
ー
ツ
」
と
し
て
登

場
し
て
い
るH

erm
anus Katz

（
ヘ
ル
マ
ヌ
ス
・
カ
ッ
ツ
）
だ
っ
た
。

日
本
人
医
師
の
養
成
は
商
館
医
の
本
来
の
職
務
で
は
な
か
っ
た
し
、
通

詞
を
介
し
た
医
学
・
医
療
の
教
授
は
、
関
係
者
全
員
に
大
き
な
負
担
を

強
い
る
も
の
だ
っ
た
。
一
六
六
二
年
一
一
月
に
離
日
の
準
備
を
進
め
て

い
た
カ
ッ
ツ
は
、
一
年
間
の
協
力
に
対
し
平
戸
藩
主
か
ら
銀
三
〇
枚
を

贈
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
甫
庵
の
医
学
修
行
は
新
任
外
科
医
ダ
ニ
エ
ル
・

ブ
ッ
シ
ュ
（D

aniel Busch / Bosch

）
の
下
で
続
け
ら
れ
た
。「
蕃

国
治
方
類
聚
的
伝
」
が
伝
え
て
い
る
三
人
目
の
師
匠
「
ハ
ル
ム
」
は
、

一
六
六
二
年
か
ら
出
島
で
勤
務
し
て
い
た
下
位
外
科
医
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・

フ
ァ
ン
・
ケ
ル
ペ
ン
（Abraham

 van Kerpen

）
と
思
わ
れ
る
。
松

浦
鎮
信
は
翌
年
の
秋
に
彼
に
も
銀
一
〇
枚
を
授
け
た
。
こ
う
し
て
長
期

地
元
の
経
済
に
強
い
打
撃
を
与
え
、
東
イ
ン
ド
会
社
に
対
す
る
借
金
を

返
済
で
き
な
く
な
る
ほ
ど
藩
の
財
政
を
圧
迫
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
厳

し
い
時
期
に
成
長
期
を
過
ご
し
た
甫
庵
は
、
商
業
に
は
将
来
を
託
し
た

く
な
か
っ
た
た
め
か
、
何
ら
か
の
医
学
教
育
を
受
け
た
の
ち
鎮
信
公
の

医
師
と
な
っ
た
。

　

寛
文
元
（
一
六
六
一
）
年
、
甫
庵
は
藩
主
の
計
ら
い
で
長
崎
奉
行
黒

川
与
兵
衛
へ
懇
請
し
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
お
い
て
外
科
術
の
修
行
を
許

可
さ
れ
た
。
出
島
に
出
入
り
す
る
に
は
、
様
々
な
規
制
に
従
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
寛
文
元
年
九
月
四
日
付
（
一
六
六
一
年
一
〇
月

二
六
日
）
の
起
請
文
に
血
判
し
た
甫
庵
は
、
日
本
の
風
俗
や
土
地
に
関

す
る
情
報
の
漏
洩
、
オ
ラ
ン
ダ
人
と
の
商
売
、
酒
宴
等
々
、
任
務
以
外

の
こ
と
は
一
切
行
わ
な
い
こ
と
を
堅
く
誓
約
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

「
阿
蘭
陀
人

江
外
科
稽
古
入
門
之
節
起
請
文
前
書
之
事

一 

對
阿
蘭
陀
宗
門
之
［
儀
］
一
圓
承
申
間
敷
事
。

一 

お
ら
ん
だ
に
對
し
、
日
本
之
風
俗
土
地
之
様
子
、
一
切

　

 

咄
申
閒
敷
事
。

一 

阿
蘭
陀
外
科
傳
授
之
通
他
見
他
言
仕
間
敷
候
。
併
、
右

　

 

之
流
相
殘
た
め
、
肥
前
守
弟
子
を
申
付
習
せ
候
は
可
爲

　

 

各
別
、
雖
然
他
方
に
は
一
切
此
洩
し
申
閒
敷
候
事
。

一 

阿
蘭
陀

江
此
方
よ
り
何
ニ
て
も
音
物
遣
申
閒
敷
候
、
勿
論

　

 

衣
類
食
物
其
外
少
之
物
ニ
て
もも

ら
ひ囉

申
閒
敷
事
。

一 

阿
蘭
陀
と
少
之
商
賣
も
仕
閒
敷
事
。
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des Eilandt D
ecim

a

」

「
我
ら
下
記
の
者
共
は
、
平
戸
侯
の
臣
に
し
て
甫
庵
と
名
乘

る
日
本
人
が
、
久
し
い
間
オ
ラ
ン
ダ
の
外
科
医
た
ち
に
つ
い

て
勉
強
し
、（
我
ら
の
知
る
如
く
）
完
全
に
外
科
の
医
術
を

教
授
せ
ら
れ
た
こ
と
を
承
認
し
、
か
つ
証
明
す
る
。
こ
れ
に

よ
つ
て
彼
は
オ
ラ
ン
ダ
医
薬
の
効
能
に
精
通
し
、
そ
れ
に
つ

い
て
我
ら
に
充
分
の
証
拠
を
与
え
た
。
よ
っ
て
我
ら
は
彼
を

良
外
科
医
と
宣
言
す
る
。

於　

日
本
、
長
崎
商
館　
　
　
　

一
六
六
五
年
一
月
二
一
日

ヤ
ー
コ
ブ
・
フ
ロ
イ
ス

ニ
コ
ラ
ー
ス
・
デ
・
ロ
イ

出
島
の
外
科
医
Ｄ
・
ブ
シ
ュ
」

　

オ
ラ
ン
ダ
語
の
文
章
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
七
名
と
出
島
乙
名
馬
田

九
朗
左
衛
門
が
署
名
し
た
「
訳
文
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。

「　

解

　

鬚

　

證
話

伴
田
甫
庵
療
功
者

予
心
弟
也
黙
逢
先

師
今
亦
任　

官
堆

之
公
契
以
呈

余

に
わ
た
り
商
館
の
外
科
医
に
師
事
し
て
い
た
甫
庵
は
、
一
六
六
五
年
に

ブ
ッ
シ
ュ
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
の
修
業
証
書
を
受
け
た

22

。
こ
の
免
許
状

は
現
存
す
る
最
古
の
も
の
だ
。

「W
ij ondergeschreven getuijgen 

ende attesteren voor de w
aerheijt, dat 

den Japander genaem
t Choan, dienaer 

van de H
eer van Firando, eende geruijm

en 
tijt bij de hollandse Chirurgijns heeft 
geleert, ende in de ars van de 
Chirurgie （voor soo veel ons bekent is

） 
volkom

en is onderw
esen, so dat hij 

de kraghten van de hollandse m
edica=

m
enten redelijk w

el is bew
ust, 

daer van hij ons volkom
en blijken 

heeft laten sien, ende dien volgende 
den selven voor een goet genees m

r

［=genees 
m

eester

］

verklaren.

　
　
　

Japan ten Com
ptoire N

angasacki 

　
　
　

D
esen 21

en Januarij a
o 1665 

　
　
　

Jacob G
ruijs

　
　
　

N
icolaes D

e Roij

　
　
　

D
. Busch Chirurgijn 
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筆
中

矣　

　
　

阿
蘭
陀
通
詞

　
　
　
　

志
筑
孫
兵
衛　
　
　
〔
黒
印
〕

　
　

仝　

西
吉
兵
衛　
　
　
　
〔
黒
印
〕

　
　

仝　

横
山
與
三
右
衛
門　
〔
黒
印
〕

　
　

仝　

加
福
吉
左
衛
門　
　
〔
黒
印
〕

　
　

仝　

本
木
庄
太
夫　
　
　
〔
黒
印
〕

　
　

仝　

冨
永
市
郎
兵
衛　
　
〔
黒
印
〕

　
　

仝　

名
村
八
左
衛
門　
　
〔
黒
印
〕

　

長
崎
出
島
乙
名

　
　
　

馬
田
九
郎
左
衛
門　
　
〔
黒
印
〕

　

龍
飛　

寛
文

甲
辰

　
　
　

臘
月
拾
三

　
　
　

冏
22

　

伴
田
甫
庵
雅
醫

　
　
　
　
　

前

　　
序

疾
者
以
時
間

風
土
懸
場
也
人

不
可
不
食
学
不

可
不
生
然　

場

為
逆
為
疾
学

肝
底
補
授
之
因

以
顯
其
験
書
其

據
而
以
所
属
之

也右
傳
之
條
箇

阿
蘭
陀
外
科

原
流
金
瘡
内

耗
痾
痼
等
秘

蜜
不
差
毫
釐　

相
授
證
証
無

所
疑
也
故
通

詞
右
勝
會
而

以
所
者
也

阿
蘭
陀
カ
ビ
タ
ン

ヤ
コ
ツ
プ　

コ
ロ
イ
シ

仝
ヘ
ト
ヽ
ル

ニ
ク
ラ
シ　

ド
ロ
ヽ
イ

仝
メ
ス
ト
ル　

外
科
本
師

ダ
ン
ネ
ル　

ボ
ツ
シ

此
審
國
之
證
人

猶　

本
師
之
所

明
右
有
審
墨
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仝
方
効
能
治
方

・
ハ
ツ
ハ
ス
ノ
療
方　
　
　
　
　
　
　

製
薬

　

仝
機
効
能
治
方

・
シ
ロ
へ
フ
ノ
療
方　
　
　
　
　
　
　

製
薬

22 

　

仝
方
効
能
治
方

・
煎
油
秘
方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

製
薬

　

仝
方
効
能
治
方

・
テ
リ
ヤ
ア
カ
ノ
方　
　
　
　
　
　
　

製
薬

22 

　

仝
剤
効
能
治
方

・
メ
デ
リ
ダ
ア
テ
ノ
方　
　
　
　
　
　

製
薬

33

　

仝
方
効
能
治
方

・
レ
リ
エ
ス
ニ
リ
ラ
イ
ノ
方　
　
　
　

製
薬

　

仝
方
効
能
治
方

・
コ
ン
へ
ク
シ
ア
メ
キ
ノ
方　
　
　
　

製
薬

33

　

仝
方
効
能
治
方

・
ヲ
ツ
フ
ヨ
ム
ノ
方　
　
　
　
　
　
　

製
薬

33

　

仝
方
効
能
治
方

・
ヘ
レ
シ
ヒ
タ
ー
ル
ノ
方　
　
　
　
　

製
薬

　

仝
方
効
能
治
方

・
ソ
ヒ
リ
マ
ー
ト
ノ
方　
　
　
　
　
　

製
薬

33

　

仝
剤
効
能
治
方

・
ロ
フ
ト
ウ
リ
ウ
ン
ノ
方　
　
　
　
　

製
薬

33

　

仝
方
効
能
治
方

・
ア
ヽ
ク
ワ
ヒ
イ
テ
リ
ヨ
ー
リ
ノ　
　

煎
方

33

生
余　

肉
凍
留
血

令
感
物
予
而
以
混

緊
残
矣
誠
車
達

其
色
則
通
其

珪
矣
是
以
予

従
尾
学
之
嚢

尋
會
之
面
待
三

国
以
自
序
之

　
　

旹

　

龍
飛　

　

甲
辰

　

雪
冲　

圭

伴
田
甫
庵

　
　
　
　

春
育
」

　

さ
ら
に
指
導
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
も
興
味
深
い
。

「
鬚

大
方

　
　
諸

・
膏
薬
治
方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

製
薬

　
　

仝
剤
効
能
治
方

・
ラ
フ
メ
ン
ト
ノ
療
方　
　
　
　
　
　

製
薬

22

　
　

仝
機
効
能
治
方

・
ホ
ロ
カ
へ
シ
ノ
ハ
器
剤　
　
　
　
　

製
薬
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・
打
間
折
傷
連
骨
之
事

・
眼
耳
鼻
歯
咽
喉
治
方
事

・
手
足
背
筋
宿
引
事

・
癭
瘤
余
肉
血
疾
治
方
事

・
金
瘡
療
治
用
薬
清
療
事

　

仝
症
明
可
否
事

　

仝
症
血
流
連
清
療
事

　

仝
症
血
落
圓
胴
堕
事

　

仝
症
生
悪
宕
内
托
事

・
身
骨
鉄
玉
抜
放
事

・
審
國
寶
種
述
和
名
知
事

　

仝
同
土
病
名
化
倭
詞
事

・
生
類
山
海
見
季
製
薬
事

・
随
季
知
草
邑
傳
授
事

　
　
　
的
」

　

主
と
し
て
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

膏
薬
の
製
造
法
と
効
能
、
使
用
法
。
シ
ロ
ッ
プ
の
製
造
法
。

テ
リ
ア
ク
の
処
方
。
薬
草
の
利
用
法
。
薬
草
か
ら
の
薬
油
蒸

溜
。
オ
ラ
ン
ダ
製
薬
品
の
性
質
と
利
用
法
。
腫
物
、
打
撲

傷
、
骨
折
、
負
傷
及
び
目
や
鼻
、
耳
、
歯
、
喉
の
治
療
法
。

瀉
血
。
弾
丸
の
取
り
出
し
方
。
オ
ラ
ン
ダ
の
専
門
用
語
の
日

本
語
訳
。
動
植
物
の
医
学
的
利
用
法
。
解
剖
学
。

・
フ
ラ
ン
タ
ビ
ニ
ー　
　
　
　
　
　
　

煎
方

33

　
　
器
用

・
テ
ス
ト
レ
ル　

圖
形

33

・
薬
草
為
水
作
療　

　

仝
方
効
能
治
方

・
テ
ス
ト
ル
メ
ン
ト

　

不
可
以
器
物

・
ア
ナ
ト
メ
ー
ヤ　
　

傳
授

33

　
　
　

木
草
原
始

・
ブ
ツ
バ
ン
ブ
ー　

　
　
　

各
傳
授

　
　
　

無
繇
定

・
阿
蘭
陀
式
効
能
治
方

　

仝
諸
薬
製
療
方

　

仝
薬
種
代
理
方

・
望
問
瘡
種
知
可
否
事

　

仝
症
始
用
薬
清
療
事

　

仝
症
内
托
療
方
事

　

仝
症
肺
癰
腸
癰
内
托
事

　

仝
症
真
針
傳
授
事

　

仝
症
經
絡
傳
授
事

・
動
經
絡
放
悪
血
秘
傳
事
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懇
望
之
外
科
金
瘡
医
療
稽
古
被
仰
付
、
同
七
月
十
二
日
皓
台

寺
月
舟
和
尚
実
方
之
兄
同
道
ニ
テ
長
崎
エ
罷
越
、
其
節
御
奉
行

甲
斐
庄
喜
右
エ
門
殿
、
黒
川
與
兵
衛
殿
エ
、
月
舟
和
尚
ヲ
以

テ
、
紅
毛
人
ノ
外
科
稽
古
仕
ラ
セ
度
由
被
仰
入
ラ
レ
候
處
、

江
戸
表
御
伺
ニ
相
成
、
御
免
ニ
テ
、
御
奉
行
ヨ
リ
紅
毛
人
カ

ヒ
タ
ン
ニ
被
仰
付
ラ
レ
、
カ
ヒ
タ
ン
ヨ
リ
外
科
メ
ス
テ
ル
タ

ニ
イ
ル
ニ
申
聞
ノ
上
、
御
奉
行

エ
誓
約
仕
、
出
島

エ
日
々
に
通

ひ
稽
古
仕
」

44

　

藩
士
朝
枝
半
兵
衛
景
近
の
四
男
と
し
て
周
防
国
玖
珂
郡
岩
国
城
下
に

生
ま
れ
た
喜
兵
衛
は
、
若
い
頃
か
ら
後
に
第
三
代
領
主
と
な
っ
た
吉
川

広
嘉
（
広
純
）
の
部
屋
加か

番ば
ん

を
務
め
た
。
万
治
三
（
一
六
六
〇
）
年
、

生
来
病
弱
で
あ
っ
た
広
嘉
の
健
康
状
態
に
悪
化
の
兆
候
が
出
始
め
た
。

以
前
か
ら
外
科
金
瘡
医
療
を
志
し
て
い
た
喜
兵
衛
は
藩
命
に
よ
り
長
崎

に
下
向
し
た
。
明
暦
二
（
一
六
五
六
）
年
に
幕
命
に
よ
り
皓
台
寺
の
第

三
代
住
職
と
な
っ
た
月げ

っ
し
ゅ
う
そ
う
り
ん

舟
宗
林
は
喜
兵
衛
の
実
兄
で
あ
っ
た
。
彼
の
力

添
え
で
、
奉
行
が
商
館
長
に
そ
の
願
い
を
伝
え
、
了
承
を
得
た
。
奉
行

に
誓
約
書
を
提
出
し
た
上
で
、
喜
兵
衛
は
日
常
的
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に

通
い
、
外
科
医
「
タ
ニ
イ
ル
」（D

aniel Busch

）
に
医
術
を
学
ん
だ
。

　

修
行
は
寛
文
元
（
一
六
六
一
）
年
九
月
に
一
旦
打
ち
切
ら
れ
た
。
喜

兵
衛
は
帰
藩
し
、
一
一
月
広
嘉
に
随
行
し
て
京
に
上
っ
た
。
寛
文
三

（
一
六
六
三
）
年
二
月
岩
国
へ
帰
っ
た
。
八
月
二
八
日
、
広
嘉
は
父
の

隠
居
に
よ
り
家
督
を
継
い
で
第
三
代
領
主
と
な
り
、
九
月
一
一
日
に
喜

兵
衛
は
再
び
長
崎
へ
赴
い
た
。
今
回
も
何
ら
か
の
策
が
必
要
だ
っ
た
。

　

一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
外
科
医
養
成
と
は

さ
ほ
ど
の
違
い
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
る
免
許
状

の
原
文
と
阿
蘭
陀
通
詞
が
付
け
た
和
訳
・
解
説
文
が
一
致
し
て
い
な

い
。
商
館
医
ブ
ッ
シ
ュ
は
、
甫
庵
は
オ
ラ
ン
ダ
医
薬
の
効
能
に
精
通
し

て
い
る
と
し
か
書
い
て
い
な
い
し
、
ま
た
、「
我
ら
の
知
る
如
く
」
と

い
う
言
い
回
し
も
ブ
ッ
シ
ュ
の
い
く
ら
か
消
極
的
な
姿
勢
を
示
唆
し
て

い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
上
記
の
免
状
は
商
館
医
が
教
授
し
た
医
術
の

内
容
に
つ
い
て
、
最
も
詳
細
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　

五
、
岩
国
藩
医
朝
枝
喜
兵
衛
の
修
業
証
書

　

嵐
山
甫
庵
が
上
記
の
免
状
を
受
け
た
二
ヶ
月
後
、
岩
国
の
医
師
朝
枝

喜
兵
衛
は
、
出
島
で
の
医
学
修
行
を
終
了
し
同
様
な
証
書
を
与
え
ら
れ

た
33

。
原
本
は
存
在
し
て
い
な
い
が
、
和
文
史
料
か
ら
、
当
時
の
状
況

を
あ
る
程
度
で
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
岩
国
藩
「
御
家
中
系
図
」
に
そ

の
経
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
慶
安
元
年
正
月
廿
七
日
、
廣
正
公
御
意
ヲ
以
テ
、
廣
嘉
公

御
部
屋
加
番
被
仰
付
、
二
月
朔
日
萩

エ
罷
越
御
奉
公
仕
候
。

正
應
三
年
三
月
廿
八
日
、
廣
正
公
御
意
ニ
テ
、
御
扶
持
切
米

定
ノ
御
陸
役
被
仰
付
、
一
人
扶
持
三
石
二
斗
被
下
置
。
廣
嘉

公
御
意
ニ
、
上
役
下
役
ノ
差
別
無
之
可
被
召
仕
間
、
其
旨
想

得
候
様
ニ
仰
ヲ
被
リ
、
其
後
御
側
役
被
仰
付
、
江
戸
萩
御

供
、
御
使
等
往
返
数
度
相
勤
候
。
萬
治
三
年
五
月
、
年
来
御



－  13 －

『
御
取
次
所
日
記
』
の
寬
文
三
年
九
月
一
一
日
条
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

「
朝
枝
喜
兵
衛
長
崎
エ
外
科
樓
古
ニ
今
朝
御
下
シ
被
成
候
。

喜
兵
衛
エ
銀
子
二
枚
被
遣
候
。
長
崎
之
高
木
作
右
衛
門
エ
、

朝
枝
喜
兵
衛
御
下
シ
被
成
候
付
テ
、
御
頼
可
被
成
御
状
被
遣

候
。
皓
台
寺
エ
モ
、
御
状
被
遣
侯
」

44

　

今
回
の
修
行
は
寛
文
五
年
春
ま
で
続
い
て
い
た
。
岩
国
藩
「
御
家
中

系
図
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
寛
文
五
年
三
月
十
一
日
、
カ
ヒ
タ
ン
、
へ
ト
ル
、
メ
ス
テ

ル
タ
ニ
イ
ル
三
人
ノ
免
状
ヲ
得
、
猶
其
節
通
事
名
村
八
右
衛

門
［=

八
左
衛
門
］、
志
筑
孫
兵
衛
、
西
吉
兵
衛
、
横
山
与

三
右
衛
門
、
富
永
市
郎
兵
衛
、
加
福
吉
左
衛
門
［=

吉
兵

衛
］、
本
木
庄
太
夫
、
出
島
長
高
田
九
郎
左
衛
門
等
ヨ
リ
ノ

判
物
受
取
、
皆
傳
之
上
、
油
薬
数
品
取
帰
、
所
持
仕
、
其
砌

唐
物
ナ
ト
差
上
候
ニ
因
テ
、
頂
戴
之
御
書
等
今
ニ
所
持
仕

候
。
其
後
、
追
々
療
用
仕
候
處
、
外
傳
ハ
差
留
ラ
レ
候
得

共
、
一
人
ニ
テ
ハ
療
治
不
相
成
候
事
モ
有
之
ニ
付
、
門
人
ノ

儀
御
願
申
上
候
テ
、
寛
文
九
年
八
月
廿
三
日
、
山
田
三
郎
左

衛
門
、
今
田
半
右
衛
門
、
香
川
忠
右
衛
門
三
人
ヨ
リ
ノ
奉
書

ニ
テ
、
熊
谷
吉
十
郎
、
芦
原
長
若
、
伊
加
田
九
郎
弟
子
ニ
被

仰
付
候
。

広
嘉
公
新
規
家
筋
御
取
立
ニ
テ
、
寛
文
十
一
年
二
月
十
四
日

二
人
扶
持
四
石
被
下
置
、
延
宝
二
年
十
月
廿
九
日
御
扶
持
切

米
下
地
ニ
直
、
高
二
十
石
に
被
仰
付
候
。
近
年
法
体
之
儀
御

願
申
上
候
處
、
延
宝
四
年
五
月
廿
日
、
願
之
通
被
差
免
、
御

伽
衆
ニ
仰
付
候
」

44

　

当
時
の
商
館
長
は
上
述
のJacob G

ruijs

で
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
「
へ
ト
ル
」（feitor

）
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
代
理
の
意
味
で
、
下
位

商
人N

icolaes Roij

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
寛
文
五
年
三
月
一
一

図 四　辛島正庵玄快（一六七八〜一七六九）
（中津市辛島家蔵）。
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日
は
西
暦
の
一
六
六
五
年
四
月
二
六
日
に
あ
た
る
。
商
館
長
ら
は
、
す

で
に
三
月
三
日
か
ら
江
戸
へ
旅
立
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
通
詞
に
よ
る
添

文
の
日
付
で
あ
る
。

　

昭
和
四
年
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
開
国
文
化
史
料
大
観
の
資
料
目
録

に
、
喜
兵
衛
の
子
孫
と
思
わ
れ
る
朝
枝
静
峰
が
出
品
し
た
次
の
二
点
が

あ
っ
た
。

「
紅
毛
瘡
科
集　
　

蘭
芳
外
科
書
巻
末
に
当
時
の
蘭
医
教
授

三
氏
が
自
署
の
医
学
得
業
状
あ
り
（
寛
文
四
朝
枝
喜
兵
衛
長

崎
に
て
遊
学
の
上
れ
を
受
く
）

紅
毛
伝
心
集
、
寛
文
五
年
長
崎
に
て
蘭
医
ダ
ニ
エ
ル
よ
り
授

け
ら
れ
た
る
外
科
医
術
筆
字
せ
る
も
の
」

44

　

残
念
な
が
ら
、
現
物
の
行
方
は
不
明
で
あ
る
。

　

寛
文
五
年
、
修
行
証
書
及
び
貴
重
な
油
薬
を
持
ち
帰
っ
た
喜
兵
衛

は
、
岩
国
に
戻
り
、
そ
の
後
剃
髪
し
て
以
朴
と
号
し
て
医
業
を
営
ん

だ
。
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
七
月
二
六
日
七
一
歳
で
死
去
し
た
。
出

島
商
館
日
誌
に
関
連
の
記
述
は
見
当
た
ら
ず
、
現
物
も
失
わ
れ
た
が
、

彼
は
商
館
医
の
免
状
を
受
け
た
に
違
い
な
い
。

　

六
、
平
田
長
太
夫
の
修
業
証
書

　

中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
た
免
許
は
、
享
保
二

（
一
七
一
七
）
年
に
作
成
さ
れ
た
写
し
だ
が
、
阿
蘭
陀
通
詞
の
和
文
認

証
と
共
に
外
科
医
の
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
も
模
写

さ
れ
た
の
で
、
原
本
の
形
式
は
確
認
で
き
る
。

一
六
六
六
年
一
一
月
に
そ
の
証
書
を
与
え
ら
れ

た
平
田
長
太
夫
の
背
景
は
不
明
で
あ
る
。

　

免
許
の
写
し
は
中
津
藩
医
辛
島
家
初
代
の
辛

島
正
庵
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
。
辛
島
家
の
簡

単
な
系
図
及
び
中
津
藩
の
「
御
家
中
先
祖
書
抜

書
」
や
「
嘉
永
三
年
改
」
が
あ
る
が
、
初
代
正

庵
の
生
涯
に
関
す
る
も
っ
と
も
重
要
な
情
報
源

は
肖
像
画
と
儒
学
者
藤
田
順
則
に
よ
る
経
歴
を

記
し
た
掛
軸
で
あ
る
。
そ
の
要
点
は
す
で
に
川

嶌
眞
人
が
報
告
し
た
が

44

、
原
文
は
下
記
の
と

お
り
で
あ
る
。

「
本
州
宇
佐
郡
辛
嶋
村
有
故
家
自
先

世
氏
其
地
名
本
姓

漆
嶋
爲
宇
佐
四
姓
之
一
正
庵
先
生
其

後
也
先
生
諱
玄
快

字
市
佐
衛
門
及
祖
了
誓
以
専
服
ば
い

賈
來
居
于
中
津
元
禄

十
二
年
巳
卯
先
生
方
二
十
一
歳
於
是

師
小
笠
原
侯
醫
官

平
田
道
巴
從
此
業
醫
術
變
其
俗
貌
且

改
姓
名
曰
岡
部

図 五　平田長太夫の修業証書 45。
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図 六　平田長太夫の修業証書（蘭文）。

道
意
蓋
依
母
家
姓
氏
也
元
禄
十
四
年
辛
巳
遊
於
洛
硏

究
醫
学
後
適
長
崎
学
紅
毛
瘍
科
而
歸
後
廢
其
業
元
文

四
年
巳
末
十
月
我　

君
候
石
爲
侍
醫
實
六
十
一
歳
也
寛
保

二
年
壬
戌
從　

駕
赴
江
戸
明
年
十
月
還
延
享
三
年
丙
寅

致
仕
于
時
六
十
八
歳
云
向
命
診
脉
適
嗣
元
珪
世
田
禄
且
侍
診

脉
如

𦾔
次
子
素
庵
亦
善
醫
明
和
六
年
巳
丑
正
月
二
十
一
日
其
完

天
年
九
十
一
歳
無
病
而
終

安
永
四
年
乙
末
八
月　

本
府
儒
臣
七
八
翁
藤
田
順
則
識
」44

　

上
記
の
経
歴
及
び
「
辛
島
家
系
図
」
に
よ
れ
ば
、
辛
島
正
庵
は
延
宝

六
（
一
六
七
八
）
年
宇
佐
郡
辛
島
村
で
生
ま
れ
、
諱
は
玄
快
、
字
は
市

左
衛
門
と
い
っ
た
。
元
禄
一
二
（
一
六
九
九
）
年
か
ら
小
笠
原
侯
の
医

師
平
田
道
巴
に
医
術
を
学
び
、
そ
の
二
年
後
京
都
に
遊
学
し
、
さ
ら
に

長
崎
で
腕
を
磨
い
た

44

。
彼
は
元
文
四
（
一
七
三
九
）
年
六
一
歳
で
侍

医
と
な
っ
た
。
以
降
中
津
の
医
療
に
尽
力
し
た
歴
代
家
督
の
中
で
も
、

と
り
わ
け
正
庵
（
五
代
）
と
長
徳
が
、
種
痘
の
関
連
で
注
目
さ
れ
て
い

る
。44

　

ロ
ー
マ
字
の
模
写
が
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
た
め
、
原
文
は
断
片
的

に
し
か
復
元
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
、
蘭
文
証
書
が
二
つ
の
部
分
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
前
半
は
教
授
を
担
当
し

た
デ
・
ラ
ー
フ
ェ
ル
（Cornelis de Laver

）
と
デ
ィ
ル
ク
ス
（Arnold

Dircksz.

）
に
署
名
さ
れ
、
後
半
は
商
人
デ
・
ロ
イ
（N

icolaes de 
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Roij

）
及
び
商
務
助
手
ロ
ン
デ
ル
（Louis Rondel

）
の
名
を
示
し
て

い
る
。
商
人
デ
・
ロ
イ
の
自
筆
署
名
に
添
え
ら
れ
るpropria m

anu
の
模
写
が
見
ら
れ
る
。

　

出
島
商
館
長
日
誌
は
上
位
外
科
医
デ
ィ
ル
ク
ス
の
活
動
に
つ
い
て
記

し
て
お
り
、
瀬
尾
昌
宅
及
び
西
吉
兵
衛
の
免
状
も
彼
の
署
名
を
示
し
て

い
る
が
、
デ
・
ラ
ー
フ
ェ
ル
は
東
イ
ン
ド
会
社
の
史
料
で
確
認
で
き
な

い
の
で
、
身
分
の
低
い
下
位
外
科
医
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

日
付
の
一
六
六
六
年
一
一
月
三
日
は
陰
暦
の
寛
文
六
年
一
〇
月
七
日

に
あ
た
る
。
阿
蘭
陀
通
詞
が
同
一
〇
月
（
陽
月
）
に
書
い
た
認
証
文

は
、
両
外
科
医
の
名
を
当
て
字
で
表
記
し
て
い
る
。

「Zoodeij alhijer op het eijlandt D
esim

a
zich onderw

orpen heeft om
 de Ch[ir]urghije

te leeren van Cornelis de Liver en M
r 

Arenold D
ircsen bekennende zich den 

boven genoem
den op sijn ellandt geleert 

te hebben ende hem
 daer voor ageeren

                 Cornelis de Laver 
                 Arnold D

irckz.

Alsoo’s Tjodoyodonne hem
 een geruijm

e tijt 
bij onse geneesm

eesters in de
chirurgije tam

elijk heeft geoefent 
en redelijke ervarentheijt daerdoor gecregen

heeft, soo is ’t dat w
ij hem

 seer gaerne voor 
een Japans arts w

illen erkennen
N

angasackij desen 3
 N

ovem
ber 1666

              N
icolaes de Roij

              Louis Rondel

阿
蘭
陀
外
科
印
可
之
和

平
田
長
太
夫
阿
蘭
陀
外
科
令

稽
古
候
阿
蘭
陀
一
流
之
膏
藥

并
油
藥
其
外
秘
蜜
之
藥
方

療
治
之
仕
掛
不
残
令
傳
受
候

處
明
白
實
正
也
自
今
以
後
何
国

仁
而
茂
傳
受
之
通
療
治
可
在

之
候
為
其
一
巻
遣
候

寛
文
六
年

　
　
　
　
　
　

阿
蘭
陀
外
科

　
　
　
　
　
　
　

古
留
祢
連
須
天
羅
阿
婦
留

　
　

午
之

　
　
　

陽
月
吉
祥
日

　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　

阿
留
農
婦
戸
天
連
貴
世
宇

　
　
　
　

阿
蘭
陀
通
詞
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名
村
八
左
衛
門
〔
印
〕

　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　

西　

吉
兵
衛
〔
印
〕

　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　

横
山
与
三
右
衛
門
〔
印
〕

　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　

馬
田
九
郎
左
衛
門
〔
印
〕

　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　

加
福
吉
兵
衛
〔
印
〕

　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　

本
木
庄
太
夫
（
印
）

　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　

冨
永
市
郎
兵
衛
〔
印
〕

右
所
傳
阿
蘭
陀

国
醫
生
于
余
外

療
不
辞
蘊
奥

令
傳
受
之
事

　

享
保
二
年

　
　

酉
之　
　
　
　

平
田
道
巴

　
　
　

二
月
日　
　

杏
林
〔
朱
印
「
衟
」〕

辛
島
正
庵
老
」

　

比
較
的
短
い
通
詞
の
認
証
文
は
以
下
の
内
容
で
あ
る
。

「
阿
蘭
陀
外
科
印
可
の
和

44

平
田
長
太
夫
、
阿
蘭
陀
外
科
稽
古
せ
し
め
候
、
阿
蘭
陀
一
流

の
膏
薬
并
び
に
油
薬
、
其
の
外
秘
蜜
の
薬
方
療
治
の
仕
掛

け
、
残
ら
ず
傳
受
せ
し
め
候
處
、
明
白
実
正
な
り
、
自
今
以

後
、
何
国
に
て
も
傳
受
の
通
、
療
治
こ
れ
在
る
べ
く
候
、
其

の
一
巻
の
た
め
遣
し
候
」

図 七　平田長太夫の修業証書（奥付）。
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D
at hij Senow

o Siotack, gedurende de bovengen 
tijdt (w

aar in ick hem
 [/] alle de delden, zo der 

theorie als der practijcq de heel-konst raackende, 
[/] getrouw

elijck hebbe verklaart) zich zeer 
naerstigh zo w

el in het aanteijc= [/] kenen als 
aanhoren der leerstucken heeft getoont; zo dat 
w

el te vertrouw
en [/] is, dat nu m

et m
eerder 

fondam
ent als te voren de heel-konst zal konnen 

oeffenen.
Actum

 ten Com
ptoire N

angasacky in Japan, adij 
21e Januarij 1668.

Arnold D
irckz. 

一
、
此
瀬
尾
昌
宅

江
阿
蘭
陀
外
科
一
流

　
　

之
膏
藥

并
油
藥
、
其
外
秘
審
之
藥
方
療

　
　

治
之
仕
掛
致
二
相
傳
一
候
。
尤
外
科
之
執
行

　
　

強
元
來
内
稽
古
在
レ
之
故
、
一
流
之
得
レ
心

　
　

無
レ
頼
候
。
此
以
後
何
国
仁
而
茂
稽
古
之

　
　

通
療
治
可
レ
在
レ
之
候
。
為
レ
其
此
一
卷
遣
レ
之
。

　
　

以
上
。

寛
文
未
年
丁
未
十
二
月
六
日

　
　
　
　
　

阿
蘭
陀
外
科

　
　
　
　
　
　
　

ア
ル
ノ
ヲ
ト
デ
レ
キ
セ
ン
判 

右
長
崎　

御
奉
行
所
様
御
意
以
二
御
檢

　

写
し
を
作
成
し
た
平
田
道
巴
は
こ
う
説
明
し
て
い
る
。

「
右
は　

阿
蘭
陀
国
醫
生
の
傳
す
る
所
、
余
の
外
療
に
、
蘊

奥
を
辞
せ
ず
、
傳
受
せ
ら
る
の
事
」

　

享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
に
は
、
辛
島
正
庵
は
ま
だ
平
田
道
巴
に
師

事
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
道
巴
は
平
田
医
家
の
阿
蘭
陀
流
医

術
の
由
来
と
伝
受
を
重
要
視
し
、
そ
の
熱
意
を
正
庵
に
伝
え
て
い
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
前
の
享
保
元
（
一
七
一
六
）
年
、
中
津
藩
小

笠
原
家
が
無
嗣
子
で
改
易
と
な
り
、
翌
年
に
奥
平
家
が
入
封
し
た
こ
と

は
、
こ
の
様
な
「
伝
統
の
再
確
認
」
を
促
し
た
か
も
知
れ
な
い
。

　

七
、
瀬
尾
昌
宅
の
修
業
証
書

　

一
六
六
八
年
一
月
二
一
日
に
、
三
ヶ
月
間
の
修
行
を
終
了
し
た
瀬
尾

昌
宅
（
諱
は
淳
範
、
一
六
四
五
〜
一
七
一
八

55

）
は
免
許
状
を
授
与
さ

れ
た
が
、
こ
こ
で
は
商
館
医
デ
ィ
ル
ク
ス
の
証
明
し
か
な
い
。

「Sinow
o Siotack Japanse D

octor, sich ontrent de 
3

 m
aanden, bij m

ij ongergesz opper=chijrurgijn 
des com

toirs N
angasacky [/] in de Chijrurgia 

hebbende laten onderw
ijsen, ende daar van, als 

m
ede van [/] zijn bevorderinge in de selve konst, 

eenigh testim
onium

 begerende, verlene [/] het 
zijn E. na w

aarheij als volght.
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で
い
る
の
で
、
短
い
修
行
期
間
で
十
分
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
昌
宅

は
同
じ
時
期
に
「
外
科
心
鏡
集
」（
後
に
行
方
不
明
と
な
る
）
を
ま
と

め
、
書
家
と
し
て
も
名
を
上
げ
た
唐
通
詞
林
道
栄
が
序
文
を
執
筆
し

た
55

。

　

免
許
を
受
領
し
て
か
ら
、
昌
宅
は
江
戸
に
赴
き
、
貞
享
元
（
一
六
八

四
）
年
奥
医
師
に
列
せ
ら
れ
、
宝
永
五
（
一
七
〇
八
）
年
法
眼
と
な
っ

た
55

。

　

紅
毛
人
外
科
医
の
授
業
を
受
け
る
際
に
は
、
奉
行
所
に
起
請
文
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
現
存
す
る
唯
一
の
史
料
が
、
当
時
の

厳
し
い
情
報
管
理
を
色
濃
く
伝
え
て
い
る
。
瀬
尾
昌
宅
の
名
は
寛
文
七

使
一
被
二　

仰
付
一
通
事
共
立
合
出
嶋

仁
而

阿
蘭
陀
外
科
一
流
不
レ
殘
稽
古
相
濟
申

候
。
爲
二
證
據
一
我
ヒ
判
形
仕
候
。　

以
上
。

　
　

未
ノ
十
二
月
六
日

　
　

瀬
尾
昌
宅
老

　
　
　
　
　
　
　

名
村
八
左
衛
門　
　
　
〔
黒
印
〕

　
　
　
　
　
　
　

西
吉
兵
衛　
　
　
　
　
〔
黒
印
〕

　
　
　
　
　
　
　

加
福
吉
左
衛
門　
　
　
〔
黒
印
〕

　
　
　
　
　
　
　

本
木
庄
太
夫　
　
　
　
〔
黒
印
〕

　
　
　
　
　
　
　

富
永
市
郎
兵
衛　
　
　
〔
黒
印
〕

　
　
　
　
　
　
　

立
石
太
兵
衛　
　
　
　
〔
黒
印
〕

　
　
　
　
　
　
　

楢
林
新
右
衛
門　
　
　
〔
黒
印
〕」

右
之
通
以
検
使
被
遂
相
稽
古
處
紛
無
之
候

拙
者
共
不
及
加
判
儀
候
得
共
達
而
御
所
望

ニ
付

如
此
候
以
上

未
ノ
極
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　

渡
邊
金
右
衛
門
正
綱　
〔
花
押
〕

　
　
　
　
　
　
　

中
村
久
右
衛
門
安
勝　
〔
花
押
〕

　
　
　
　
　
　
　

矢
中
友
太
夫
乗
直　
　
〔
花
押
〕

　

通
詞
の
証
明
に
続
き
、
立
ち
会
っ
た
奉
行
所
の
検
使
の
署
名
及
び
花

押
が
あ
る
。
デ
ィ
ル
ク
ス
は
、
昌
宅
を
「
医
師
」（D

octor

）
と
呼
ん

　図 八　瀬尾昌宅の免許状（蘭文）。
　　　　ＡとＤは Arnold Dircksz. の頭文字 51。



－  20 －

　

御
奉
行
所
様
」55

　

出
島
で
外
科
修
行
を
し
た
上
記
の
人
物
の
う
ち
、
商
館
日
誌
で
直
接

的
・
間
接
的
に
確
認
で
き
る
の
は
、
瀬
尾
昌
宅
だ
け
で
あ
る
が
、
免
状

を
受
け
た
医
師
が
多
数
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

八
、
通
詞
西
玄
吉
兵
衛
（
玄
甫
）
の
修
業
証
書

　

現
存
の
阿
蘭
陀
外
科
免
許
の
蘭
文
を
比
較
す
る
と
、
心
か
ら
称
賛
さ

れ
て
い
る
の
は
た
っ
た
一
人
し
か
い
な
い
。
一
六
六
八
年
に
商
館
長
ラ

ン
ス
ト
（Constantin Ranst

）、
外
科
医
デ
ィ
ル
ク
ス
（Arnold 

D
ircksz.

）
と
下
位
商
人
フ
リ
ー
ト
（D

aniel van Vliet

）
が
通
詞

西
吉き

ち
び
ょ
う
え

兵
衛
（
玄
甫
、
一
六
三
六
〜
一
六
八
四
）
の
た
め
に
署
名
し
た
免

状
は
異
例
の
長
さ
で
、
し
か
も
彼
の
こ
と
を
絶
賛
し
て
い
る
。
こ
の
文

書
は
所
在
が
不
明
な
が
らKleiw

eg de Zw
aan

の
『Völkerkundlic-

hes und G
eschichtliches über die H

eilkunde der Chinesen 
und Japaner

』（
一
九
一
七
年
刊
）
に
載
っ
て
お
り
、
西
家
の
所
蔵

と
思
わ
れ
る
。

「Constantin Ranst, geboortig van A
m

sterdam
, 

opperhooft w
egens de Vereenigde N

ederlantse 
geoctroijeerde O

ostindische [/] Com
pagnie in ’t 

Keijserrijcq van Japan. Salut doen to w
eten alsoo 

den oppertaelm
an [/] N

iis Kitzibeoye lange jaren 

年
の
「
外
科
稽
古
之
者
共
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

  「
外
科
稽
古
之
者
共
前
書

　
　
　
　

起
請
文
前
書

一
阿
蘭
陀
人
ニ
外
科
稽
古
仕
迄
ニ
而
不
依
何
事

　

日
本
之
風
俗
切
支
丹
宗
門
物
語
ハ
仕
間
敷
事

一
不
依
何
事
商
売
仕
間
敷
候
勿
論
親
類

　

近
付
頼
申
候
共
商
売
之
仕
間
敷
事

一
商
売
之
儀
ニ
無
之
候
共
お
ら
ん
た
人
方
江
之

　

使
幷
お
ら
ん
た
人
方
よ
り
仕
間
敷
事

　

附
不
依
何
事
出
嶋
之
家
物
通
事
之
者
与

　

隠
密
之
談
合
仕
間
敷
事

右
条
々
於
相
背
者

寛
文
六
年
午
九
月
廿
九
日　
　

 

挙
玄
節	

［
一
六
六
六
年
一
〇
月
二
七
日
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
玄
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
村
清
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
才
庵

　
　
　

寛
文
七
年
未
五
月
廿
七
申
付
之	

［
一
六
六
七
年
七
月
一
八
日
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野
升
朔

　
　
　

同
年
六
月
十
八
申
付
之	

［
一
六
六
七
年
八
月
七
日
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
沢
久
右
衛
門

　
　
　

同
年
十
月
廿
一
申
付
之	

［
一
六
六
七
年
一
二
月
六
日
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
尾
昌
宅

進
上
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geven daert behoort.
Aldus gegeven ende tot bekrachtinghe deses m

et 
onse gew

oone hant= [/] teeken ende ’s E 
Com

pagnies chiap

55 bekrachtigt, ten Com
ptoire 

N
angasacky [/] desen 20

en Februarij 1668.
                                 Constantin Ranst
                                 D

aniel van Vliet
                                 Arnold D

ircksz.

」55

　

商
館
長
と
し
て
正
式
な
文
書
を
執
筆
し
た
ラ
ン
ス
ト
は
、
自
分
の
出

生
地
を
挙
げ
た
り
、
日
本
を
帝
国
と
し
て
高
く
位
置
づ
け
た
り
し
、
オ

soo bij d’H
ollanderen als Portugese padres het [/] 

excerseren der C
hirurgie bijgew

oont hem
 

darinne doorgaens m
et goede opm

erckinge [/] g’
evertueert heeft, soo dat den selven niet alleen 
rijckelijck behoorde te passeeren de kennisse [/] 
van alle andere Japanse doctooren, nem

aer g’
achtet to w

erden voor een Europeaens [/] 
C

hirurgijn, daer bij geconsidereert desselfs 
opinie en genegensheijt desrakende. [/] hebbe 
w

ij den selven K
itzibeoye garene w

illen 
estim

eren, houden ende prom
oveeren [/] gelijck 

hem
 m

its desen sijn estim
erende, houdende 

ende prom
overende voor den oppersten [/] van 

alle Japanse doctoiren, die oijt en oijt, im
m

ers 
soo veel t’onser kennisse rijckt, voor desen [/] 
van d’H

ollanderen in deser w
ijse tot doctoir 

gem
aeckt ende verheven sijn gew

orden ende dat 
[/] om

m
e noch veele en b’sondere reedenen ter 

contem
platie streckende derhalve alle de 

Japansz [/] op dese m
aniere geprom

oveerde 
doctoiren den m

eergenoem
den Kitzibeyoe daer 

voorn hebben [/] te achten, erkennen aen te 
nem

en ende doorgaens de preferance of 
voorsittinge in ’t uijtten [/] van sijn advijs te 

図 九　西吉兵衛の修業証書 57。
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る
も
の
で
あ
る
。

以
上
を
認
め
、
も
っ
て
こ
れ
に
権
威
付
け
る
為
、
日
本
長
崎

の
商
館
に
於
い
て
、
我
々
の
常
用
せ
る
署
名
と
会
社
の
印
章

を
据
え
る
も
の
で
あ
る
。
一
六
六
八
年
二
月
二
〇
日
。
コ
ン

ス
タ
ン
テ
ィ
ン
・
ラ
ン
ス
ト
、
ダ
ニ
エ
ル
・
フ
ァ
ン
・
フ

リ
ー
ト
、
ア
ル
ノ
ル
ト
・
デ
ィ
ル
ク
ス
」

　

長
期
に
わ
た
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
通
詞
を
務
め
た
こ
と
も
、
こ
の

ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
印
章
（
ノ
ー
タ
リ
ー
シ
ー
ル
）
を
付
し
、
名

字Ranst

の
あ
と
に
自
筆
署
名
を
示
す
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
花
押

（m
anu propria, 

自
分
の
手
で
）
を
付
け
る
ほ
ど
証
書
の
形
式
に
注

意
を
払
っ
て
い
る
。

「
日
本
帝
国
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
商
館
長

に
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
生
れ
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ン
・
ラ

ン
ス
ト
は
、
上
位
通
詞
［=

大
通
詞
］
西
吉
兵
衛
が
永
年
に

わ
た
り
オ
ラ
ン
ダ
人
及
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
つ
い
て
外
科
の

実
施
に
参
加
し
、
常
に
こ
の
こ
と
に
大
変
勉
励
し
た
の
で
、

本
人
は
他
の
い
か
な
る
日
本
人
医
師
の
知
識
よ
り
も
遥
か
に

勝
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
に
関
す
る
彼
の
知
見
と

志
望
を
考
慮
す
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
科
医
と
見
な
さ
れ

る
こ
と
を
謹
ん
で
報
告
す
る
。

我
々
の
知
る
限
り
に
於
い
て
、
こ
れ
ま
で
常
々
オ
ラ
ン
ダ
人

に
た
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
方
法
で
医
者
と
し
て
教
育
せ
ら
れ

て
資
格
を
与
え
ら
れ
た
所
の
す
べ
て
の
日
本
人
医
師
の
中

で
、
最
高
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
資
格
付
け
ら
れ
た
よ
う
に
、

我
々
も
心
か
ら
前
述
の
吉
兵
衛
を
評
価
し
、
資
格
付
け
ん
と

欲
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
多
く
の
、
ま
た
特
別
な
理
由

に
よ
り
こ
の
よ
う
に
資
格
を
付
け
ら
れ
た
日
本
人
医
師
が
、

皆
前
述
の
吉
兵
衛
を
こ
の
よ
う
に
評
価
し
、
こ
れ
を
承
認

し
、
常
に
関
係
事
項
に
関
す
る
彼
の
助
言
が
提
出
に
さ
れ
る

に
当
た
り
、
主
宰
者
と
し
て
の
地
位
を
与
へ
ん
こ
と
を
欲
す

　　図 一〇　西吉兵衛の修業証書に見られる印章。
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よ
う
な
賛
辞
に
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
が
、
西
家
二
代
家
督
吉
兵
衛

は
抜
き
ん
出
た
実
力
者
だ
っ
た
。
彼
は
、
子
供
の
頃
、
転
び
バ
テ
レ
ン

沢
野
忠
庵
（Cristóvão Ferreira

、
一
五
八
〇
〜
一
六
五
〇
）
に
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
を
習
い

55

、
一
六
五
〇
・
五
一
年
に
西
洋
の
外
科
術
に
対
す

る
幕
府
の
関
心
を
呼
び
起
こ
し
た
外
科
医
カ
ス
パ
ル
と
面
識
が
あ
り
、

歴
代
の
商
館
医
と
も
交
流
し
、
素
晴
し
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
力

55

と
西
洋

医
学
に
関
す
る
豊
富
な
知
識
を
蓄
積
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
臨
床
教
育

を
受
け
な
が
ら
、
吉
兵
衛
は
、
医
薬
品
の
注
文
、
商
館
医
の
医
療
活
動

と
教
授
な
ど
あ
ら
ゆ
る
報
告
書
の
執
筆
に
参
加
し
、
常
に
最
新
の
情
報

を
入
手
し
て
い
た
。
豊
富
な
経
験
と
優
れ
た
才
能
で
幕
府
か
ら
も
注
目

さ
れ
、
彼
は
延
宝
元
（
一
六
七
三
）
年
出
府
を
命
ぜ
ら
れ
、
宗
門
改
め

の
参
勤
通
詞
目
付
と
外
科
医
官
と
し
て
江
戸
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
外
科
医
と
同
様
な
実
力
を
有
し
て
い
る
吉

兵
衛
は
号
を
玄
甫
に
あ
ら
た
め
、
弟
子
を
養
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

彼
の
名
を
示
す
写
本
資
料
は
き
わ
め
て
ま
れ
で
あ
り
、
そ
の
教
義
の
再

構
築
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
延
宝
五
（
一
六
七
七
）
年
、
津
山

藩
の
久く

原は
ら

甫ほ

雲う
ん

に
授
与
さ
れ
た
免
許
状
は
、
日
本
人
が
日
本
人
に
与
え

た
阿
蘭
陀
流
外
科
免
許
と
し
て
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
る

66

。

「
阿
蘭
陀
流
外
科
免
許
状

醫
有
内
外
兩
科
猶
車
有
兩
輪
若

夫
癈
其
一
則
豈
保
其
生
命
乎
歴

代
明
醫
所
編
集
外
科
書
流
傳
至

于
今
者
不
為
不
多
矣
尤
雖
畫
服

藥
之
微
未
畫
敷
藥
之
妙
故
患
瘡

瘍
者
咸
怠
于
敷
貼
之
藥
往
々
夭

死
者
不
寡
嗚
呼
可
嘆
哉
間
南
蠻

阿
蘭
陀
兩
科
盛
行
于
世
誠
國
家

保
民
命
之
一
助
也
抑
兩
國
為
人

物
天
質
巧
伎
術
自
然
精
鍛
錬
尤

於
外
科
道
深
研
工
力
厚
罄
心
思

是
以
芳
譽
妙
手
亦
冠
于
世
其
學

之
者
無
未
淂
外
治
之
玅
也
然
而

世
醫
或
有
通
其
理
者
未
知
其
事

或
有
知
其
事
者
未
通
其
理
或
贖

求
其
書
于
市
自
稱
外
科
者
多
矣

如
此
者
専
切
破
突
押
之
術
未
知

寒
熱
補
瀉
之
理
譬
盲
人
騎
瞎
馬

闇
夜
如
臨
深
淵
殆
哉
予
自
弱
冠

師
事
于
澤
野
中
庵
學
言
語
且
外

科
其
切
琢
年
久
一
且
豁
燃
而
初

貫
通
于
其
理
盖
今
學
之
者
容
易

欲
淂
之
啻
無
益
于
治
療
葺
復
伐

賊
人
而
巳
實
豈
不
幾
以
刃
殺
人

哉
不
可
不
謹
也
于
茲
久
原
甫
雲

雅
丈
深
有
志
于
外
科
托
予
學
既

有
年
故
口
傳
心
術
授
之
無
所
遺
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漏
也
後
人
欲
學
之
者
斟
酌
其
志

意
推
明
其
生
質
以
可
有
傳
授
之

也
敢
以
其
近
不
可
忽
之
也

　
　
　
　
　

西
玄
甫

延
寶
五
年　
　
　
［
花
押
］［
印
］

　
　

巳
ノ
十
月
吉
日

久
原
甫
雲
雅
丈
」66

　

出
島
商
館
医
に
よ
る
証
書
と
対
照
的
に
、
西
吉
兵
衛
は
当
時
の
状
況

及
び
医
者
の
理
想
像
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。

彼
は
外
科
と
内
科
（
本
道
）
を
車
の
両
輪
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
同
じ

レ
ベ
ル
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
外
科
は
真
剣
に
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
歴
代
の
優
秀
な
医
師
が
編
集
し
た
外
科
書
は
服
薬
（
飲
薬
）
に

つ
い
て
詳
細
に
述
べ
て
い
る
が
、
湿
布
薬
（
膏
薬
、
軟
薬
）
に
つ
い
て

十
分
に
説
明
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
理
論
と
実
技
の
両
方
を
身
に
つ
け

る
必
要
が
あ
る
。
西
洋
の
外
科
術
を
学
ぶ
も
の
は
、
そ
れ
を
あ
ま
り
に

も
手
軽
に
習
得
し
て
い
る
の
で
、
自
分
を
傷
つ
け
、
人
を
損
う
こ
と
に

な
る
。
数
年
間
に
わ
た
り
久
原
甫
雲
君
を
教
え
た
師
匠
玄
甫
は
、
歴
代

の
商
館
と
交
流
し
な
が
ら
、
本
格
的
な
医
師
に
成
長
し
て
い
た
。

　

九
、
太
田
黒
玄
淡
の
修
業
証
書

　

今
日
、
一
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
交
付
し
た
免
許
状
は
僅
か
し
か

残
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
を
受
け
た
嵐
山
甫
庵
、
西
玄
甫
、
瀬
尾
昌

宅
、
太
田
黒
玄
淡
、
原
三
信
の
う
ち
、
特
に
嵐
山
、
原
三
信
と
西
玄
甫

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
太
田
黒
玄
淡
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、

二
〇
〇
三
年
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。66

　
「
久
留
米
藩
旧
家
由
緒
」
に
よ
れ
ば
、
太
田
黒
家
は
筑
後
国
下
妻
郡

中
折
地
村
に
在
っ
た
。
現
在
の
筑
後
市
に
な
る
。
享
保
の
頃
か
ら
大
庄

屋
を
勤
め
て
お
り
、
一
七
代
目
の
太
田
黒
小
左
衛
門
に
は
玄
淡
と
い
う

息
子
が
い
た
。
さ
ら
に
玄
淡
は
医
師
と
し
て
阿
波
へ
行
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
で
出
自
は
明
ら
か
に
な
っ
た
。

「
嘉
永
四
亥
年　
　

旧
家
の
者
類
書
上　

五
月　

中
折
地
組

　

下
妻
郡
折
地
村
庄
屋　
　
　

市
左
衛
門　
　
〔
中
略
〕

　

十
七
代　

太
田
黒
小
左
衛
門

太
田
黒
小
左
衛
門
秀
信
二
男　

溝
上
玄
淡

阿
州
家
中
え
医
術
を
以
仕
官
仕
候
、
其
節
系
図
書
翰
等
持
参

仕
候
ニ
付
、
其
後
家
筋
相
分
兼
候
処
、
曾
祖
父
太
田
黒
孫
七

代
、
右
玄
淡
孫
元
琳
且
曾
孫
秀
甫
と
申
者
よ
り
太
田
黒
家
系

図
差
贈
申
候
」66

　
『
阿
波
藩
士
の
成
立
書
并
系
図
』
に
よ
る
と
玄
淡
は
溝
上
家
の
祖
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
文
書
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
わ
か
る
。

「
成
立　

初
代
溝
上
玄
淡
秀
親

筑
後
國
久
留
米
有
馬
玄
蕃
頭

66

殿
家
臣
太
田
黒
小
左
衛
門
二

男
ニ
而
御
座
候
、
後
氏
溝
上
与
相
改
浪
人
之
砌
於
江
府
久
世
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外
科
医
に
医
療
指
導
を
受
け
に
来
た
。
老
中
様
に
敬
意
を
表

し
て
承
諾
し
、
外
科
医
に
は
能
力
と
熱
意
を
尽
く
す
よ
う
命

じ
た
。」77

　

こ
の
出
島
蘭
館
医
は
ア
ル
ノ
ウ
ト
・
デ
ィ
ル
ク
ス
で
、
一
六
六
六
年

夏
か
ら
日
本
に
来
て
い
た
。
数
週
間
後
に
は
西
玄
甫
が
先
の
免
許
状
を

手
に
し
て
い
る
。
当
時
、
デ
ィ
ル
ク
ス
か
ら
学
ん
だ
の
は
玄
淡
だ
け
で

は
な
い
。
一
六
六
七
年
の
六
月
に
商
館
長
は
老
中
稲
葉
と
博
多
の
殿
様

の
医
師
及
び
末
次
平
蔵
の
甥
も
外
科
学
を
修
得
す
る
た
め
に
出
島
に
来

た
、
と
書
い
て
い
る
。
玄
淡
へ
の
外
科
教
育
は
一
六
六
八
年
一
〇
月
に

免
許
状
の
交
付
に
よ
り
終
了
し
た
。
こ
の
年
、
数
多
く
の
弟
子
を
養
成

し
た
恩
師
の
デ
ィ
ル
ク
ス
は
持
病
の
た
め
一
六
六
九
年
一
月
八
日
に
亡

く
な
り
、
稲
佐
山
の
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。

　

玄
淡
の
免
状
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
文
章
は
嵐
山
甫
庵
や
原
三
信
の
免
許

状
と
同
様
に
短
い
。

D
ew

ijl O
tangouro Siouan, sich eenige tijdt  [/] in 

de H
ollandse geneeskonst, heeft bij m

ij 
ondergesz [/] zich laten onderw

ijsen: nu, 
aangaande zijn voortgangh in [/] de genoem

de 
kon

ste, een
igh

 getu
ijgh

-b
rief van

 m
ij 

versoeckende [/] verleene hem
 hetzelve aldus, 

dat hij geduerende de tijdt zijnes [/] aanw
esens 

alhier, goede naarsticheijt in het begrijpen [/] 

大
和
守
殿

66

江
御
立
入
仕
、
右
之
御
手
傳
を
以
長
崎
江
罷
越

阿
蘭
陀
流
直
傳
免
状
取
申
其
後
江
府
江
罷
越

徳
音
様

66

御
代
御
石
抱
被
仰
付
弐
拾
人
御
扶
持

66

方
ニ
御
薬
料

銀
五
拾
枚

66

被
下
置
直
ニ
御
國
許
江
家
族
召
連
罷
越
候
様
被

仰
付
則
御
國
許
江
罷
越
候
右
夫
々
年
号
月
日
相
分
不
申
候
、

天
和
元
辛
酉
年
五
月
廿
八
日
御
結
構

66

之

御
意
之
上
新
知
高
弐
百
石
被
下
置
候
元
禄
四
辛
未
年
三
月

十
四
日
御
地
方
被
下
置
候
同
七
甲
戌
年
五
月
奉
願
醫
術
為
傳

行
長
崎

77

江
罷
越
候
砌
銀
子
拝
領
被
仰
付
御
関
船
被
下
同
年

七
月
十
日
出
給
仕
罷
越
彼
地
逗
留
中
よ
り
病
氣
ニ
罷
在
生
国

筑
後
江
立
寄
同
年
十
月
十
三
日
病
死
仕
候
、
跡
式
相
續
不
奉

願
置
候
ニ
付
近
類
共
よ
り
右
之
趣
長
谷
川
主
計

77

迄
有
姿
申

上
候
」

　

玄
淡
は
太
田
黒
小
左
衛
門
の
二
男
だ
っ
た
。
こ
こ
に
現
れ
る
有
馬
玄

蕃
頭
頼
利
は
承
応
四
（
一
六
五
五
）
年
か
ら
寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年

ま
で
久
留
米
藩
第
三
代
藩
主
だ
っ
た
。
玄
淡
は
溝
上
と
改
名
し
、
浪
人

と
な
っ
て
江
戸
へ
行
き
、
久
世
大
和
守
広
行
（
関
宿
藩
主
）
に
仕
え

た
。
こ
の
老
中
の
勧
め
で
長
崎
へ
行
き
、
オ
ラ
ン
ダ
の
医
学
を
学
ぶ
。

　

そ
れ
は
一
六
六
七
年
の
終
わ
り
頃
だ
と
思
わ
れ
る
。
商
館
長
シ
ッ
ク

ス
（D

aniel Six

）
の
日
誌
に
そ
れ
を
裏
付
け
る
記
述
が
残
っ
て
い

る
。

「
久
世
大
和
様
の
日
本
人
医
師
が
通
詞
を
伴
っ
て
、
我
々
の
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富
永
市
郎
兵
衛
〔
黒
印
〕

　
　
　
　
　
　
　
　

忠
與
〔
花
押
〕

　
　
　
　
　

本
木
庄
太
夫
〔
黒
印
〕

　
　
　
　
　
　
　
　

榮
久
〔
花
押
〕

　
　

大
田
黒
玄
淡
老
」

　

蘭
文
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
意
味
に
な
る
。

太
田
黒
修
庵
は
あ
る
期
間　

私
の
も
と
で
和
蘭
医
学
を
学
ん

van de voorgestelde lessen heeft gebruijckt.  
          Q

uod attestor.
          Arnold D

irckz.
此
大
田
黒
玄
淡
江
阿
蘭
陀

外
科
一
流
之
膏
藥
並
諸

油
藥
、
其
外
療
治
仕
掛
迄

傳
受
候
處
明
白
実
正
也
。

此
以
後
何
地
仁
而
茂
稽
古

之
通
療
治
可
レ
有
レ
之
者
也

為
レ
其
此
一
巻
相
認
遣
候
。

以
上
。

　
　
　
　
　

阿
蘭
陀
外
科

　
　
　
　

安
留
能
不
登
萸
連
起
世
舞

右
長
崎　

御
奉
行
所
様

御
意
以
二
御
検
使
一
被
二
仰
付
一
通

事
共
立
合
出
嶋
に
而
阿
蘭
陀

一
流
外
科
稽
古
無
二
其
紛
一
候
。

爲
二
證
據
一
各
判
形
仕
候
者
也
。

以
上
。

　
　

寛
文
八
戊
申
曆　
　
　
　

　
　
　

九
月
吉
祥
日

　
　
　
　
　
　

西
吉
兵
衛
〔
黒
印
〕

　
　
　
　
　
　
　
　

直
能
〔
花
押
〕

図 一一　太田黒玄淡の修業証書73。
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ら
臼
杵
に
居
を
移
し
、
臼
杵
城
で
仕
え
た
。
延
宝
二
（
一
六
七
四
）
年

五
月
中
旬
、
俊
幸
は
老
中
久
世
大
和
守
廣
之
の
書
状
を
長
崎
奉
行
牛
込

忠
左
衛
門
に
渡
し
、
六
月
一
日
か
ら
商
館
医
「
ウ
イ
ロ
ム
ヲ
フ
マ
ン

ヌ
」
の
所
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た

77

。「
ウ
イ
ロ
ム
ヲ
フ
マ
ン
ヌ
」
は
、

一
六
七
一
年
一
〇
月
二
二
日
か
ら
一
六
七
六
年
一
〇
月
二
七
日
ま
で
上

位
外
科
医
と
し
て
出
島
で
勤
務
し
て
い
た
ホ
フ
マ
ン
（W

illem
 

H
offm

ann

）
で
あ
る
。

　

幕
府
は
出
島
商
館
で
の
医
学
修
行
に
高
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
老

中
久
世
大
和
守
廣
之
は
、
す
で
に
寛
文
七
年
二
月
下
旬
、
上
記
の
太
田

黒
玄
淡
を
同
様
な
形
で
長
崎
奉
行
に
推
薦
し
た

77

。
ま
た
、
江
藤
俊
幸

が
長
崎
に
到
着
し
た
時
期
に
、
大
老
井
伊
掃
部
頭
直
澄
の
侍
医
が
出
島

に
現
れ
、
東
イ
ン
ド
会
社
が
特
別
に
派
遣
し
た
テ
ン
・
ラ
イ
ネ

（W
illem

 ten Rhijne

）
に
紹
介
さ
れ
た

77

。
博
士
号
を
取
得
し
た
内

科
医
テ
ン
・
ラ
イ
ネ
の
存
在
に
加
え
、
大
型
の
蒸
溜
装
置
が
設
置
さ

れ
、
薬
剤
師
ブ
ラ
ウ
ン
（Frans Braun

）
及
び
外
科
医
ホ
フ
マ
ン
が

薬
油
の
蒸
溜
術
を
教
授
す
る
な
ど
、
一
六
七
〇
年
代
前
半
の
出
島
は
魅

力
に
溢
れ
る
所
だ
っ
た

77

。

　

当
時
の
様
子
を
調
査
す
る
際
、
江
藤
家
の
文
書
は
商
館
長
日
誌
を
補

う
貴
重
な
情
報
源
で
あ
り
、
西
洋
医
学
伝
授
の
様
子
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
三
五
歳
の
江
藤
俊
幸
は
、
御
目
付
一
名
、
通
詞
一
名
、
諸
用

係
一
名
の
計
三
名
に
付
き
添
わ
れ
て
ホ
フ
マ
ン
を
訪
れ
た
。
講
義
は
朝

五
ツ
半
（
九
時
）
か
ら
八
ツ
時
（
一
四
時
）
ま
で
行
わ
れ
た
。
御
目
付

は
、
阿
蘭
陀
通
詞
の
訳
に
医
道
以
外
の
こ
と
、
と
り
わ
け
宗
教
に
関
す

る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
を
吟
味
す
る
。
俊
幸
の
養
成
期
間
は
翌

だ　

そ
し
て
上
記
の
学
問
に
上
達
し
た
の
で
彼
は
私
に
証
明

書
を
依
頼
し
た　

そ
こ
で
私
は
彼
に
対
し
証
明
書
を
与
え
る

　

す
な
わ
ち　

彼
は
こ
こ
に
滞
在
し
た
期
間
中　

与
え
ら
れ

た
勉
強
を
よ
く
理
解
し　

そ
れ
ら
を　

会
得
し
た
こ
と
を
証

明
す
る
。　
　

ア
ー
ノ
ル
ド
・
デ
レ
キ
ス

　

他
の
免
許
状
と
同
様
こ
こ
に
も
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
に
よ
る
訳
文
と
証
明

が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
訳
文
は
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
。
デ
ィ
ル
ク

ス
は
膏
薬
と
薬
油
に
つ
い
て
は
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

文
章
は
そ
の
年
の
初
め
、
瀬
尾
昌
宅
に
発
行
し
た
免
許
状
と
驚
く
ほ
ど

似
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
免
許
状
の
標
準
型
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
日
付
は
寛
文
八
年
九
月
に
な
っ
て
い
る
。
九
月
一
日
は
西
暦
で
は

一
〇
月
六
日
に
な
る
。

　

一
〇
、
臼
杵
藩
医
江
藤
幸
庵
の
修
業
証
書

　

原
本
は
失
わ
れ
た
が
、
豊
後
臼
杵
藩
の
典
医
江
藤
俊
幸
（
幸
庵
）
が

出
島
商
館
医
か
ら
修
業
証
書
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

一
九
九
三
年
に
石
井
健
次
が
、
江
藤
家
の
古
文
書
（
幸
庵
の
息
子
幸
碩

筆
、
無
題
、
二
二
五
丁
）
に
基
づ
い
て
江
藤
俊
幸
の
生
涯
を
詳
細
に
述

べ
た
が
、
そ
の
論
文
は
医
史
学
研
究
者
に
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
77

。

　

江
藤
家
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
俊
幸
は
寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
に
稲

葉
家
四
代
の
信
通
公
に
召
し
寄
せ
ら
れ
、
翌
年
信
通
に
従
っ
て
島
原
か
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一
金
瘡
縫
様
附
打
傷
損
撲
治
法
之
事

一
諸
膏
薬
煉
様
幷
敷
用
ノ
事

一
諸
薬
油
取
様
幷
塗
用
之
事

一
諸
草
木
花
葉
ノ
水
取
様
幷
用
様
之
事

一
諸
瘡
洗
薬
之
事

一
諸
瘡
遂
薬
之
事

一
諸
薬
製
法
之
事

　

右
者
阿
蘭
陀
外
科
ウ
イ
ロ
ム
ヲ
フ
マ
ン
ヌ
委

88

相
伝
之
所
、

御
目
付
衆
前
に
て
私
共
立
合
和
ケ
不
残
伝
授
口
訳
仕
候
。
仍

証
文
連
判
如
件

延
宝
三
年
乙
卯
正
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
作
左
衛
門　
　
〔
花
押
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
清
左
衛
門　
　
〔
花
押
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
村
八
左
衛
門　
　
〔
花
押
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楢
林
新
右
衛
門　
　
〔
花
押
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
木
庄
太
夫　
　
　
〔
花
押
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山
與
三
右
衛
門　
〔
花
押
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

留
水
市
良
兵
衛　
　
〔
花
押
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
福
吉
左
衛
門　
　
〔
花
押
〕

　
　
　

江
藤
幸
庵
殿
」88

　

担
当
通
詞
は
中
山
作
左
衛
門
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
連
名
に
よ
る
認

証
は
通
常
通
り
で
あ
る
。
留
水
市
良
兵
衛
と
は
瀬
尾
昌
宅
の
免
許
に
も

名
が
見
ら
れ
る
通
詞
富
永
市
郎
兵
衛
で
あ
る
。「
諸
薬
油
取
様
」
及
び

年
正
月
中
旬
に
終
了
し
た
。
長
崎
奉
行
牛
込
忠
左
衛
門
の
命
に
よ
り
、

通
詞
八
名
は
ホ
フ
マ
ン
が
出
し
た
証
書
を
確
認
し
て
俊
幸
に
渡
し
た
。

互
い
に
挨
拶
が
交
わ
さ
れ
、
免
許
状
は
奉
行
か
ら
受
け
取
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た

77

。

　

外
科
の
免
許
状
を
取
得
し
た
俊
幸
は
、
剃
髪
し
て
号
を
幸
庵
に
あ
ら

た
め
た
。
享
保
元
（
一
七
一
六
）
年
三
月
五
日
の
臼
杵
の
大
火
の
際
、

免
許
状
は
無
事
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
こ
と
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

十
五
人
扶
持
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
幸
庵
は
江
戸
京
橋
南
三
丁
目
の
屋
敷

借
宅
へ
転
居
し
た
。
津
軽
越
中
守
信
政
、
中
川
佐
渡
守
久
恒
、
細
川
越

中
守
綱
利
、
青
山
和
泉
守
忠
親
、
相
馬
弾
正
少
弼
勝
胤
、
松
平
安
藝
守

綱
長
な
ど
主
た
る
諸
大
名
か
ら
の
誘
い
は
彼
の
人
気
を
裏
付
け
て
い

る
。
幸
庵
は
そ
れ
ら
の
申
し
出
を
断
り
、
藩
主
信
通
の
死
後
、
五
代
藩

主
景
通
に
も
仕
え
た

88

。

　

免
許
を
写
し
た
長
男
幸
碩
は
ホ
フ
マ
ン
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
文
章
を
理

解
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
の
文
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、

免
許
の
蘭
文
に
続
く
阿
蘭
陀
通
詞
の
認
証
の
み
で
あ
る
。

「
外
科
相
伝
目
録

一
諸
瘡
原
委
論
之
事

一
諸
瘡
生
死
看
法
之
事

一
諸
瘡
治
法
之
事

一
諸
瘡
針
刺
之
事

一
諸
瘡
以
木
綿
初
中
後
巻
様
之
事

一
諸
瘡
張
薬
之
事
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び
、
一
六
八
五
年
一
〇
月
一
八
日
付
の
免
状
を
ク
ロ
ー
ン
か
ら
授
与
さ

れ
た
。

Ich ondergesz: M
eester Albert Croon  

Bekenne Fara Sam
cin D

iscipel 
Inde Churighijs Cunst geinstitueert 
Te hebben soo veel m

ijn Bekent, 
en hebbe zijt: Seege hij Fara Sam

cin 
m

et nauw
e opm

erkingh w
el Begrepen.

O
ctob

r 18
en A

o 1685   Albert Croon

貴
殿
事
、
當
年
從　

御
奉
行
所
、
被
蒙

御
赦
免
、
メ
ス
ト
ロ

ヘ
ン
テ
レ
キ
ヲ
ヲ

ベ
イ
、
阿
蘭
陀
外
科

之
一
流
、
金
瘡
并
膏

藥
油
之
取
様
、
功
能

迄
、
具
雖
被
得
直
傳
、

今
度
依　

御
赦
免
、

其
外
治
一
流
口
傳

之
仕
掛
、
藥
方
等
、
不

殘
令
相
傳
畢
。
自
今

以
後
、
彌
療
治
之
工

「
諸
草
木
花
葉
ノ
水
取
様
」
は
、
蒸
溜
器
設
置
の
た
め
に
幕
府
の
経
費

で
建
設
さ
れ
た
「
油
取
家
」
で
説
明
さ
れ
た
。

　　

一
一
、
福
岡
藩
医
原
三
信
（
六
代
）
の
修
業
証
書

　

原
三
信
（
六
代
）
と
そ
の
書
物
に
関
す
る
酒
井
シ
ヅ
の
詳
細
な
分
析

が
あ
る
。88

筑
前
福
岡
藩
の
藩
医
の
家
に
生
ま
れ
た
三
信
（
元
弘
、

一
七
一
一
年
没
）
は
、
貞
享
年
間
、
出
島
商
館
で
西
洋
外
科
術
を
学

　図 一二　製薬技術伝受に用いられたオランダの蒸溜器
　　　　　（寛文一二年の通詞報告の写しより）83。
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同

　
　
　
　
　

本
木
太
郎
右
衛
門

　
　
　

同

　
　
　
　
　

石
橋
助
左
衛
門

　
　
　

同

　
　
　
　
　

中
山
六
左
衛
門

　
　
　

同

　
　
　
　
　

楢
林
新
右
衛
門

　
　
　

同

　
　
　
　
　

横
山
與
三
右
衛
門

　
　
　

同

　
　
　
　
　

本
木
庄
太
夫

　
　
　

同

　
　
　
　
　

加
福
吉
左
衛
門

　
　

原
三
信
醫
老

　

蘭
文
に
よ
れ
ば
、
外
科
医
ア
ル
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ー
ン
は
弟
子
原
三
信

に
自
分
が
知
っ
て
い
る
限
り
の
外
科
医
術
を
教
え
、
三
信
は
、
そ
れ
を

注
意
深
く
聞
き
、
よ
く
理
解
で
き
た
。
し
か
し
、
ク
ロ
ー
ン
の
名
は
出

島
商
館
日
誌
で
確
認
で
き
な
い
。
当
時
の
商
館
医
は
、N

ieuw
-

Am
sterdam

（
後
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
出
身
で
、
一
六
八
三
年
に
来

日
し
た
オ
ベ
（H

endrik O
bé

）
だ
っ
た
。
オ
ベ
は
三
度
も
商
館
長
の

江
戸
参
府
に
随
行
し
、
大
い
に
注
目
も
さ
れ
て
い
た
。
一
六
八
四
年
七

月
一
二
日
、
奉
行
所
の
検
使
が
「
豊
後
の
君
主
の
僕
」
を
伴
っ
て
出
島

夫
、
鍛
錬
可
被
致
候
。

仍
印
家
加
赦
之
者

也
。
且
亦
先
年
直
傳
、

多
年
依
執
行
、
今
度

學
頭
俑
其
功
甚
於

外
治
、
随
分
可
猛
、
證

文
如
此

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

ア
ル
ブ
ル
ト
コ
ロ
ウ
ヌ　

M
rAlbert Croon

88

右
之
通
、
於
出
島
阿

蘭
陀
外
科
稽
古
之

刻
、
從　

御
奉
行
様
、

被
爲
添　

御
檢
使
、

兩
メ
ス
ト
ル
被
得

相
傳
、
此
度
印
家
赦
、

依
之
阿
蘭
陀
文
字

印
家
之
文
章
、
無
相

違
委
細
和
申
所
也
。

爲
其
奥
書
如
件
。

　
　

貞
享
三
年
丙
寅
八
月
念
九
日
［
一
六
八
六
年
九
月
二
六
日
］

　
　
　

阿
蘭
陀
通
詞

　
　
　
　
　

横
山
文
右
衛
門
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ク
ロ
ー
ン
の
蘭
文
免
許
に
付
さ
れ
た
和
文
解
説
に
よ
れ
ば
、
原
三
信

は
「
ご
奉
行
所
よ
り
ご
赦
免
を
蒙
ら
れ
、
メ
ス
ト
ロ
・
ヘ
ン
デ
リ
ク
・

オ
ー
ベ
イ
阿
蘭
陀
外
科
の
一
流
、
金
瘡
並
び
に
膏
藥
油
の
取
り
様
と
功

能
ま
で
具
さ
に
直
伝
を
得
ら
れ
た
」。

　

そ
も
そ
も
、
オ
ベ
は
免
許
状
に
署
名
す
る
は
ず
だ
っ
た
。
江
戸
城
で

の
謁
見
で
彼
は
将
軍
綱
吉
に
注
目
さ
れ
た
人
気
者
だ
っ
た
。
奉
行
の
要

望
も
あ
り
、
オ
ベ
は
一
六
八
四
年
秋
に
出
島
に
残
る
こ
と
を
決
心
し
た

が
、
翌
年
一
〇
月
に
下
位
商
人
と
し
て
東
イ
ン
ド
会
社
と
の
新
し
い
契

約
を
結
ん
だ

88

。

　

ク
ロ
ー
ン
が
免
状
に
署
名
し
た
同
月
一
八
日
は
、
新
商
館
長
ク
ラ
イ

ヤ
ー
（Andreas Cleyer

）
就
任
の
翌
日
に
あ
た
る
。
低
い
地
位
か
ら

よ
う
や
く
「
キ
ャ
リ
ア
」
に
昇
格
し
た
オ
ベ
は
恐
ら
く
形
式
上
の
理
由

で
署
名
を
控
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

船
で
外
科
医
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
ク
ロ
ー
ン
は
一
六
八
五
年
八
月

下
旬
長
崎
に
到
着
し
、
遅
く
と
も
一
一
月
頃
そ
の
船
で
再
び
出
港
し
た

と
思
わ
れ
る
。
ヴ
ェ
ル
ヘ
ル
・
ク
ラ
ン
（Elke W

erger-Klein

）
は
、

彼
の
バ
タ
ビ
ア
へ
の
渡
航
、
身
分
、
結
婚
な
ど
に
つ
い
て
解
明
し
た

が
、
来
日
を
裏
付
け
る
記
述
は
い
ま
だ
に
発
見
さ
れ
て
い
な
い

99

。

　

阿
蘭
陀
通
詞
の
証
明
文
が
作
成
さ
れ
る
ま
で
異
例
の
一
一
ヶ
月
余
も

か
か
っ
た
。
商
館
員
で
な
い
外
科
医
に
よ
る
証
書
を
ど
う
扱
う
か
と
い

う
通
詞
の
戸
惑
い
も
考
え
ら
れ
る
が
、
一
六
八
六
年
に
発
覚
し
た
密
貿

易
事
件
が
及
し
た
影
響
は
決
定
的
だ
っ
た
。
逮
捕
さ
れ
た
日
本
人
二
八

名
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
名
を
明
か
し
た
。
九
月
二
六
日
、
こ
と
の
深
刻

さ
を
察
知
し
た
と
思
わ
れ
る
通
詞
は
原
三
信
の
た
め
の
証
明
文
を
ま
と

商
館
に
現
れ
、
奉
行
の
命
令
で
そ
の
人
物
に
外
科
術
を
教
え
、
免
許
を

与
え
る
よ
う
指
示
さ
れ
た

88

。
同
年
一
一
月
二
二
日
、
江
戸
か
ら
来
た

医
師
が
同
様
な
形
で
商
館
長
ら
に
紹
介
さ
れ
た
。
商
館
日
誌
に
よ
れ

ば
、
そ
の
「doctor

」
は
、「
江
戸
の
大
物
」
に
高
く
評
価
さ
れ
、
両

長
崎
奉
行
と
親
交
が
あ
っ
た
。
彼
も
「
学
位
」
を
念
頭
に
教
授
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た

88

。
こ
の
二
人
の
医
師
の
背
景
を
考
え
る
と
、
免
許

状
は
確
実
に
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

図 一三　原三信の免許状の写し（一部のみ）88。
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【
参
考
文
献
及
び
史
料
】

参
考
資
料

▲
朝
日
新
聞
社
編
『
開
国
文
化
史
料
大
観
』、
朝
日
新
聞
社
、
大
阪
、

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
。

▲
飯
塚
修
三
「
西
玄
甫
よ
り
久
原
甫
雲
に
授
与
さ
れ
た
阿
蘭
陀
流
免
許

状
」『
医
譚
』
第
八
三
号
（
二
〇
〇
五
）、
五
四
〜
六
〇
頁
。

▲
石
井
健
次
「
稲
葉
家
の
御
典
医　

江
藤
幸
庵
と
幸
碩
」『
臼
杵
史

談
』、
第
八
四
号
（
一
九
九
三
年
）
一
九
〜
三
六
頁
。

▲
太
田
勝
也
編
『
近
世
長
崎
・
対
外
関
係
史
料
』
京
都
、
思
文
閣
出

版
、
二
〇
〇
七
年
。

▲
川
島
恂
二
『
土
井
藩
歴
代
蘭
医
河
口
家
と
河
口
信
任
』
東
京
、
近
代

文
芸
社
、
一
九
八
九
年
。

▲
川
嶌
眞
人
『
蘭
学
の
泉
中
津
に
湧
く
』
中
津
、
西
日
本
臨
床
医
学
研

究
所
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
。

▲
川
嶌
眞
人
「
辛
島
正
庵 

─ 

種
痘
に
生
涯
を
か
け
た
医
師
た
ち
」。

Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
・
鳥
井
裕
美
子
・
川
嶌
眞
人
共
編
『
九
州
の
蘭
学 

ー 

越
境
と
交
流
』、
一
三
八
〜
一
四
三
頁
。

▲
古
賀
十
二
郎
『
西
洋
医
術
伝
来
史
』
東
京
、
形
成
社
、
昭
和
四
七

（
一
九
七
二
）
年
。

▲
古
賀
幸
雄
編
『
久
留
米
藩
旧
家
由
緒
書
』
久
留
米
、
久
留
米
郷
土
研

究
会
、
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
。

▲
国
書
刊
行
会
編
『
通
航
一
覧
』
巻
二
五
〇
、
東
京
、
国
書
刊
行
会
、

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
。

め
署
名
す
る
。
そ
の
直
後
の
三
〇
日
に
オ
ベ
を
含
む
オ
ラ
ン
ダ
人
八
名

は
、
鉄
製
の
手
錠
を
か
け
ら
れ
尋
問
の
た
め
に
奉
行
所
に
連
行
さ
れ

た
。
日
本
人
関
係
者
の
大
半
は
出
島
商
館
員
全
員
の
立
ち
会
い
の
下
で

処
刑
さ
れ
、
オ
ベ
ら
八
名
及
び
上
司
の
ク
ラ
イ
ヤ
ー
は
国
外
追
放
と

な
っ
た

99 
。

　

原
三
信
の
免
許
は
異
例
の
状
況
の
中
で
作
成
さ
れ
た
と
言
え
る
。

　

お
わ
り
に

　

元
禄
頃
か
ら
出
島
商
館
で
医
学
の
講
義
を
受
け
て
も
証
書
を
求
め
る

こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
紅
毛
人
に
よ
る
免
許
の
新
鮮
味
が
薄
れ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
理
由
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
蘭
方
医
術
が
普
及

し
、
日
本
人
師
匠
が
門
弟
に
免
許
、
皆
伝
な
ど
を
与
え
る
こ
と
が
、
新

し
い
医
療
分
野
の
基
盤
と
な
っ
た
。

　

一
七
世
紀
中
頃
か
ら
盛
ん
に
作
成
さ
れ
た
紅
毛
流
外
科
関
係
の
免
許

状
の
大
半
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
平
田
長
太
夫
の
免
許
の
写
本
は
、

初
期
段
階
の
も
の
と
し
て
貴
重
な
事
例
で
あ
り
、
数
少
な
い
現
存
免
許

状
と
並
ぶ
史
料
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
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て
」。
山
田
慶
兒
・
栗
山
茂
久
共
編
『
歴
史
の
中
の
病
と
医
学
』、
京

都
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
、
二
三
一
〜
二
六
四
頁
。

▲
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
九
州
大
学
蔵
の
「
阿
蘭
陀
伝
外
科

類
方
」（「
阿
蘭
陀
外
科
正
伝
」）
と
向
井
元
升
に
つ
い
て
」『
比
較
社

会
文
化
研
究
科
紀
要
』
第
二
号
（
一
九
九
六
年
）、
七
五
〜
七
九

頁
、。

▲
Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
、
杉
立
義
一
「
太
田
黒
玄
淡
の
阿
蘭
陀
外
科
免
許
状

と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
四
九
巻
第
三
号

（
二
〇
〇
三
年
）、
四
五
五
〜
四
七
七
頁
。

▲
Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
・
鳥
井
裕
美
子
・
川
嶌
眞
人
共
編
『
九
州
の
蘭
学 

ー 

越
境
と
交
流
』、
京
都
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九
年
。

▲
森
永
種
夫
編
『
犯
科
帳　

長
崎
奉
行
所
判
決
記
録
』（
第
一
巻　

自

寛
文
六
年
至
寛
保
二
年
）、
長
崎
、
犯
科
帳
刊
行
会
、
一
九
五
八
年
。

▲H
. T. C

olenbrander: D
agh-Register gehouden int 

Casteel Batavia, A
nno 1637.　

,s-G
ravehage: M

artinus 
N

ijhoff, 1899.

▲J. P. K
leiw

eg de Zw
aan: V

ölkerkundliches und 
G

eschichtliches über die H
eilkunde der Chinesen und 

Japan
er. H

aarlem
: D

e E
rven

 Loosjes, 1917. 
(N

atuurkundig Verhandelingen van de H
ollandsche 

M
aatschappij der W

etenschappen te H
aarlem

. D
erde 

Verzam
eling, zevende D

eel)

▲W
olfgang M

ichel: Von Leipzig nach Japan - D
er 

C
hirurg und H

andelsm
ann C

aspar Scham
berger 

▲
幸
田
成
友
『
和
蘭
雜
話
』
東
京
、
第
一
書
房
、
昭
和
九

（
一
九
三
四
）
年
。

▲
酒
井
シ
ヅ
、
小
川
鼎
三
「『
解
体
新
書
』
出
版
以
前
の
西
洋
医
学
の

受
容
」『
日
本
学
士
院
紀
要
』
第
三
五
巻
三
号
、
一
九
七
八
年
。

▲
酒
井
シ
ヅ
「
日
本
最
初
の
西
洋
解
剖
書
の
翻
訳 

─ 

レ
メ
リ
ン
解
剖

書
の
訳
本
と
一
七
世
紀
の
蘭
方
外
科
」
原
三
信
編
『
日
本
で
初
め
て

翻
訳
し
た
解
剖
書
』、
八
三
〜
九
九
頁
。

▲
柱
芳
樹
「
長
崎
に
渡
来
し
た
独
立
禅
師
の
岩
国
に
お
け
る
資
料
」

（
上
）『
長
崎
談
叢
』
第
四
四
輯
（
一
九
三
六
年
）、
七
九
〜
九
四
頁
。

▲
柱
芳
樹
「
長
崎
に
渡
来
し
た
独
立
禅
師
の
岩
国
に
お
け
る
資
料
」

（
中
）、『
長
崎
談
叢
』
第
四
五
輯
（
一
九
三
六
年
）、
一
〇
六
〜

一
一
五
頁
。

▲
柱
芳
樹
「
長
崎
に
渡
来
し
た
独
立
禅
師
の
岩
国
に
お
け
る
資
料
」

（
下
）、『
長
崎
談
叢
』
第
四
六
輯
（
一
九
三
七
年
）、
一
一
三
〜

一
二
八
頁
。

▲
沼
田
次
郎
『
洋
学
』、
東
京
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
。

▲
鶴
久
次
郎
、
古
賀
幸
雄
編
『
久
留
米
藩
農
政
・
農
民
史
料
集
』、
三

潴
町
、
鶴
久
二
郎
、
一
九
六
九
年
。

▲
原
三
信
編
『
日
本
で
初
め
て
翻
訳
し
た
解
剖
書
』、
福
岡
、
六
代
原

三
信
蘭
方
医
三
百
年
記
念
奨
学
会
、
一
九
九
五
年
。

▲
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
と

カ
ス
パ
ル
流
外
科
（
Ｉ
）」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
四
二
巻
第
三
号

（
一
九
九
六
年
）、
五
四
〜
五
九
頁
。

▲
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
紅
毛
流
外
科
の
誕
生
に
つ
い
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▲
［
瀬
尾
昌
宅
の
蘭
医
免
状
］（
一
巻
）。
附
：「
寛
政
五
癸
巳
年
二
月

瀬
尾
昌
玄
の
口
上
」（
一
巻
）、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

▲
［
原
三
信
の
免
許
状
］（
一
巻
）、
福
岡
市
原
家
蔵

▲
［
平
田
長
太
夫
の
免
許
状
］（
一
巻
）、
中
津
市
歴
史
民
俗
史
料
館
蔵

▲
（
外
題
）「
蘭
方
製
薬
法
」（
一
冊
）、
筆
者
蔵

▲N
ationaal A

rchief ( ,s-G
ravenhage), N

ederlandse 
Factorij in Japan (N

FJ), no. 63 - 99 （
出
島
商
館
日
誌
）

▲Exam
en der Chyrvrgie, By een vergadert D

oor M
r. 

C
ornelis H

erls zal: in syn leven C
hyrurgyn der 

verm
aerde Coopstadt M

iddelburgh in Zeelandt. Seer 
nut ende dienstelyck alle jonge C

hyrurgyns ende 
insonderheyt die haer begeven na O

ost ofte W
est-

Indien. D
en derden D

ruck, van veele fauten 
ghesuyvert. t , Am

sterdam
 [...]1645. 

　　
︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱

1　

D
agregister Batavia, 28.4.1637 (H

. T. Colenbrander: D
agh-Register 

gehouden uit Casteel Batavia. ’s-G
ravehage 1896 ff.). N

FJ 482, 
pp.459f. (N

eijenroode

か
らJanszoon

へ
の
書
簡
、
平
戸
、
一
六
三
一
年
四

月
二
五
日
付).

2　

“O
p heeden soo quam

en alle de tolken neffens den burgerm
eester 

des Eijlants uijt den naem
 vanden G

ouverneur Joffijesam
m

a [*] 
een versoeck doen dat seker Japander door onsen chirurgijn in die 

(1623-1706). M
ünchen, Iudicium

, 1999.
▲W

olfgang M
ichel und B

arend J. Terw
iel (ed.): 

Engelbert K
aem

pfer: H
eutiges Japan. M

ünchen, 
Iudicium

, 2001.

▲W
olfgang M

ichel / Elker W
erger-Klein: D

rop by D
rop - 

The Introduction of W
estern D

istillation Techniques 
into Seventeenth-Century Japan. N

ihon Ishigaku Zasshi 
- Journal of the Japan Society of M

edical H
istory, Vol. 

50 (2004), N
o. 4, pp. 463-492.

▲W
ijnaendts van Resandt, W

illem
: D

e G
ezaghebbers 

der O
ost-Indische C

om
pagnie op hare B

uiten-
Com

ptoiren in A
zië. A

m
sterdam

, U
itgeverij Liebaert, 

1944.

史
料

▲
［
嵐
山
甫
庵
の
免
許
状
］（
一
巻
）、
平
戸
市
生
月
町
「
島
の
館
」
蔵

（
平
戸
観
光
資
料
館
旧
蔵
）

▲
「
阿
波
藩
士
の
成
立
書
并
系
図
」
徳
島
大
学
附
属
図
書
館
蔵

▲
「
阿
蘭
陀
外
科
書
」（
一
冊
）、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

▲
「
阿
蘭
陀
流
外
科
免
許
状
」（
一
巻
）、
津
山
洋
学
資
料
館
蔵

▲
「
嘉
永
三
年
改
」
中
津
市
小
幡
記
念
市
立
図
書
館
蔵

▲
「
外
科
心
鏡
集
」
序
文
、（
林
道
栄
自
筆
、
寛
文
七
年
）、
京
都
大
学

附
属
図
書
館
所
蔵

▲
「
御
家
中
先
祖
書
抜
書
」
中
津
市
小
幡
記
念
市
立
図
書
館
蔵
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10.7.1658.

9　

N
A, N

FJ 79 (D
agregister D

ejim
a, 28.10.1665-18.10.1666): 6.5.1666.

10　

原
三
信
編
『
日
本
で
初
め
て
翻
訳
し
た
解
剖
書
』（
一
九
九
五
年
）
参
照
。

11　

“den gouverneur sent ons w
eder een doctor om

 alhier in d’ 
chirurgie onderw

esen te w
orden, so dat onsen chirurgijn soo doend’ 

w
el haest do sijn w

erck sall krijgen, om
 Esels te prom

oveeren sijnd’ 
nae’t seggen den tolcken, desen doctor m

ed’ een dienaer van d’heer 
van Sikingo, gelijcq d’andere, die onlangs m

et een groot prom
otie 

brieff van hier gescheijden sijnde, apparent desen m
ede gaend’ 

gem
aeckt heeft om

 insgelijcx sulcken schoonen geleerden hollantse
brieff te bekom

en.” [N
A , N

FJ 87 (D
agregister D

ejim
a 1673-1674): 

16.2.1674]. 

12　

“O
p den avont w

iert onsen chirugijn ontboden ten huise van ‘s 
keijsers opper m

edecijn Zoyits-donno [= 

宗

悦] aldaer w
egens 

veelderleij sieckten der selver genesingen, en toestel van 
m

edicam
enten ondervraaeght, en voorts m

et spijs en dranck 
eerl[ijck] getracteert ’tschijnt dese heijdenen noch altoos poogende 
van ons te leeren och lacen m

eijnen dat de Europase heel const 
soo inder haest m

it een w
einigh ’tsam

en sprekens tusschen haer 
on een Chirurgijn, ende dat noch extem

pora en ongepram
editeert 

voorvallende grondelijck te begrijpen sij.” [N
A, N

FJ 67 (D
agregister 

D
ejim

a 1653-1654): 14.2.1654].

13　

Stadtarchiv Leipzig, I. Sektion, Tit. LXIV 29, fol. 6b-10.

14　

W
olfgang M

ichel: Von Leipzig nach Japan, p. 14ff.

15　
Cornelis H

erls: Exam
en der Chyrvrgie.1645. 

人
気
の
高
い
こ
の
問
答
式
試

験
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
ド
イ
ツ
語
に
も
訳
さ
れ
た (Exam

en Chirurgiae O
der der 

W
und-Artzney In Frag und Antw

ort zusam
m

en getragen D
urch M

. 
Cornelium

 H
erls. N

ürnberg 1676).

16　

ド
イ
ツ
・
バ
イ
エ
ル
ン
州
立
図
書
館
（Bayerische Staatsbibliothek

）
蔵
。

17　

“Zijn ander m
ael m

et uijtleggen w
egen ’t prepareren der m

edicijnen 
voor Sickingodonne m

et voorschreven doctoor ginsjo en al 

conste w
at m

ocht onder w
esen w

erden. en groote Courtoijse soude 
sijn E: daer aen geschieden, ende alsoo sulcx w

el gaerne hadde 
geexcuseert, soo hebbe echter ’tselve ingew

illicht ende w
eijgerungh 

evenw
el sijn voort ganck soude nem

en, w
aer over sijn E: ons 

naderhant liet bedancken.” (* 

黒
川
与
兵
衛
正
直)

3　

“sondagh kort naar ons gehouden m
iddaghs m

ael sont den 
G

ouverneur alle onse tolcken m
et seker japanse doctoor (hier 

vooren m
eerm

aels geciteert bij m
ijn, en verthoonden tw

ee boecken 
in houden: beijde de geneeskonste op de Europise-w

ijs, die hij 
door ordre van den C

om
m

issaris ’tSickingodonne van onsen 
opperchirurgijn redelijck w

el scheen gevat ende m
et hulp onser 

tolcken overgeset te hebben, oversulcx begeerden uijt den naem
 

van gem
: G

ouverneur dat deselve m
ede naar Jedo nem

en en die 
aan voorn: Com

m
issaris overleveren zoude, edoch m

osten alvooren 
van voorsz: onse heelm

eester onderteijckent, ende insgelijcx m
et 

m
ijn hant teijckeningh bevesticht w

orden, dat al w
at hij d’voorsz: 

doctoor dienaangaende uijt diversche auteuren onderw
esen en 

geleert hadde, alles, oprechtelijck en naar zijn beste kennis gedaen 
w

as, ende alhoew
el ick zulcx voor m

ijn altoos een vreem
de ende 

ongerijm
de verclaringh achte, die dierhalven oock gaern afgebeden 

hadde, soo heefft e’t echter w
eijnigh m

ogen helpen, m
aar de 

begeerte hierin des voorsz: G
ouverneurs m

oeten voldoen.” [N
A

, 
N

FJ 70 (D
agregister D

ejim
a, 2.11.1656-26.10.1657): 14.1.1657].

4　

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
九
州
大
学
蔵
の
『
阿
蘭
陀
伝
外
科
類
方
』（『
阿
蘭

陀
外
科
正
伝
』）
と
向
井
元
升
に
つ
い
て
」
参
照
。

5　

N
A, N

FJ 70 (D
agregister D

ejim
a, 1.11.1656-2.10.1657): 6.11.1656.

6　

N
A

, N
FJ 71 (D

agregister D
ejim

a, 26.10.1657-23.10.1658): 
14.11.1657.

7　

N
A

, N
FJ 71 (D

agregister D
ejim

a, 27.10.1657-23.10.1658): 
24.4.1658, 27.4.1658, 17.6.1658.

8　

N
A

, N
FJ 71 (D

agregister D
ejim

a, 27.10.1657-23.10.1658): 
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40　
「
御
家
中
系
図
」（
岩
国
市
岩
国
徴
古
館
蔵
）、「
朝
枝
英
仙
」。
こ
の
史
料
を
提
供
し

て
く
れ
た
岩
国
徴
古
館
の
松
岡
智
訓
に
お
礼
を
申
上
げ
る
。
柱
芳
樹
「
長
崎
に
渡

来
し
た
独
立
禅
師
の
岩
国
に
お
け
る
資
料
」（
上
）、
八
三
頁
。

41　

柱
芳
樹
「
長
崎
に
渡
来
し
た
独
立
禅
師
の
岩
国
に
お
け
る
資
料
」（
上
）、
八
三
頁
。

42　

柱
芳
樹
「
長
崎
に
渡
来
し
た
独
立
禅
師
の
岩
国
に
お
け
る
資
料
」（
上
）、
八
三
頁
。

［
］
の
追
加
は
筆
者
に
よ
る
。

43　

朝
日
新
聞
社
編
『
開
国
文
化
史
料
大
観
』、
五
九
頁
。

44　

川
嶌
眞
人
『
蘭
学
の
泉
中
津
に
湧
く
』、
一
九
二
頁
。

45　

中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
（
深
水
通
氏
寄
贈
）。

46　
「
辛
島
家
祖
画
像
」、
巻
物
、
中
津
市
辛
島
家
蔵
。

47　

川
嶌
眞
人
『
蘭
学
の
泉
中
津
に
湧
く
』、
一
九
二
頁
。
川
嶌
眞
人
「
辛
島
正
庵 

─ 

種
痘
に
生
涯
を
か
け
た
医
師
た
ち
」、
Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
・
鳥
井
裕
美
子
・
川
嶌
眞
人

共
編
『
九
州
の
蘭
学 

─ 

越
境
と
交
流
』、
一
四
〇
頁
。

48　

川
嶌
眞
人
『
蘭
学
の
泉
中
津
に
湧
く
』、
一
九
二
頁
。

49　

和
は
や
わ
ら
げ
、
つ
ま
り
和
訳
の
意
。
口
和
（
く
ち
や
わ
ら
げ
）
も
あ
る
。

50　
『
通
航
一
覧
』（
巻
二
五
〇
、三
二
一
頁
）
で
は
、「
瀬
尾
昌
琢
」
と
な
っ
て
い
る
。

51　

瀬
尾
昌
宅
の
蘭
医
免
状
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
。

52　

瀬
尾
昌
琢
『
外
科
心
鏡
集
』
序
文
、（
林
道
栄
自
筆
、
寛
文
七
年
）、
京
都
大
学
附
属

図
書
館
所
蔵
。
興
味
深
い
事
に
、
林
道
栄
の
娘
は
、
商
館
医
の
資
料
を
収
集
し
紅

毛
流
外
科
の
普
及
に
努
め
た
河
口
良
庵
の
妻
で
あ
っ
た
。

53　

古
賀
十
二
郎
『
西
洋
医
術
伝
来
史
』、
九
四
頁
。
詳
細
に
つ
い
て
は
『
寛
政
重
修
諸

家
譜
』
も
参
照
。

54　

太
田
勝
也
編
『
近
世
長
崎
・
対
外
関
係
史
料
』、
三
九
二
〜
三
九
三
頁
。

55　

印
章
の
意
（
マ
レ
ー
語tjap

よ
り
）。

56　
Kleiw

eg de Zw
aan: Völkerkundliches und G

eschichtliches über die 
H

eilkunde der Chinesen und Japaner, p. 458　

古
賀
十
二
郎
『
西
洋
医
術

伝
来
史
』
形
成
社
、
昭
和
四
七
（
一
九
七
二
）
年
、
六
九
頁
。

57　

Kleiw
eg de Zw

aan: Völkerkundliches und G
eschichtliches über die 

H
eilkunde der Chinesen und Japaner, p. 458

よ
り

58　

西
玄
甫
が
沢
野
忠
庵
に
南
蛮
流
外
科
を
学
ん
だ
と
す
る
研
究
者
は
少
な
く
な
い
が
、

確
証
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

de tolcken besigh gew
eest.” [N

A
, N

FJ 69
 (D

agregister D
ejim

a 
1655-1656): 27.5.1656].

18　

今
村
英
明
「
今
村
英
生 

─ 

洋
学
の
発
展
に
貢
献
し
た
オ
ラ
ン
ダ
通
詞 

─ 

」『
九
州

の
蘭
学 

─ 

越
境
と
交
流
』、
五
〇
〜
五
五
頁
。

19　

Engelbert Kaem
pfer: H

eutiges Japan. Band 1, pp.6-7.

20　

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
と
カ
ス
パ
ル
流
外

科
（
Ｉ
）」。
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
紅
毛
流
外
科
の
誕
生
に
つ
い
て
」。

21　
『
阿
蘭
陀
外
科
指
南
』（
元
禄
九
年
刊
）
及
び
「
阿
蘭
陀
外
科
書
」（
京
都
大
学
、
富

士
川
文
庫
）
の
よ
う
な
数
々
の
写
本
に
見
ら
れ
る
「
外
科
総
論
」
で
あ
る
。

22　

W
ijnaendts van Resandt, 1944, p. 264.

23　

古
賀
十
二
郎
『
西
洋
医
術
伝
来
史
』、
七
五
〜
七
九
頁
。
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ

ヒ
ェ
ル
「
嵐
山
甫
庵
ー 

朝
廷
の
医
師
に
任
ぜ
ら
れ
た
平
戸
外
科
医
」『
九
州
の
蘭
学 

ー 

越
境
と
交
流
』、
二
九
〜
三
三
頁
。

24　

幸
田
成
友
『
和
蘭
雜
話
』、
二
一
八
〜
二
一
九
頁
。

25　

平
戸
市
生
月
町
「
島
の
館
」
蔵
（
平
戸
観
光
資
料
館
旧
蔵
）。

26　
「
日
」
の
異
体
字
。

27　

ポ
ル
ト
ガ
ル
語 lavam

ento （
洗
薬
）。

28　

オ
ラ
ン
ダ
語 siroop

（
シ
ロ
ッ
プ
）。

29　

ラ
テ
ン
語 Theriaca

（
薬
剤
と
蜂
蜜
を
練
り
合
わ
せ
た
膏
薬
。
解
毒
剤
）。

30　

ラ
テ
ン
語 M

ithridat, m
ithridatum

, m
ithridatium

 

ま
た
は m

ithridaticum

、

六
五
種
の
原
料
か
ら
な
る
解
毒
剤
。

31　

Confectio H
am

ech （
舐
剤
の
一
種
）。

32　

O
pium

 （
阿
片
）。

33　

オ
ラ
ン
ダ
語 sublim

aat, Sulphur sublim
atum

 （
硫
黄
）。

34　

ラ
テ
ン
語 Ruptorium

 （
水
酸
化
カ
リ
ウ
ム
な
ど
）。

35　

ラ
テ
ン
語 Aqua Vitrioli （
硫
酸
）。

36　

オ
ラ
ン
ダ
語 brandew

ijn

（
焼
酎
）。

37　

オ
ラ
ン
ダ
語 destilleren

（
蒸
溜
す
る
）。

38　

ラ
テ
ン
語 Anatom

ia （
解
剖
学
）。

39　

沼
田
次
郎
（『
洋
学
』、
三
二
頁
）
に
よ
る
簡
単
な
紹
介
は
、
柱
芳
樹
の
論
文

（
一
九
三
六
、一
九
三
七
）
に
基
づ
い
て
い
る
。
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heelconst onderw
esen te w

erden, daer toe w
’gaerne ten respecte 

van genoem
de Rijcxraet voorn

e Chirurgien toe recom
m

andeerden 
sijn vleijt en verm

ogen te doen.” [N
A, N

FJ 81(D
agregister D

ejim
a 

1667-1668): 17., 18., 19., 20., 21.12.1667].

73　

溝
上
家
蔵
（
故
杉
立
旧
蔵
）。

74　

石
井
健
次
「
稲
葉
家
の
御
典
医
江
藤
幸
庵
と
幸
碩
」。

75　

石
井
健
次
「
稲
葉
家
の
御
典
医
江
藤
幸
庵
と
幸
碩
」、
二
二
頁
。

76　

N
A, N

FJ 81
(D

agregister D
ejim

a 1667-1668): 17.- 21.12.1667.

77　

N
A, N

FJ 87
(D

agregister D
ejim

a 1673-1674): 27.4.1674.

78　

蒸
溜
器
な
ど
に
つ
い
て
、M

ichel / W
erger-Klein (2004) 

参
照
。

79　

石
井
健
次
「
稲
葉
家
の
御
典
医
江
藤
幸
庵
と
幸
碩
」、
二
二
〜
二
三
頁
。

80　

石
井
健
次
「
稲
葉
家
の
御
典
医
江
藤
幸
庵
と
幸
碩
」、
二
六
頁
。

81　

委
し
く
。

82　

石
井
健
次
「
稲
葉
家
の
御
典
医
江
藤
幸
庵
と
幸
碩
」、
二
三
頁
。

83　
「
蘭
方
製
薬
法
」（
外
題
）、
筆
者
蔵
。

84　

酒
井
シ
ヅ
「
日
本
最
初
の
西
洋
解
剖
書
の
翻
訳 

─ 

レ
メ
リ
ン
解
剖
書
の
訳
本
と

一
七
世
紀
の
蘭
方
外
科
」。

85　

M
r = M

eester

、
親
方
、
外
科
医
。

86　

“Verschijnen 2
 ’s gouverneurs bongioisen m

et een dienaer vande 
heer van't lantschap bongo om

 door onsen arts inde chirurgie 
onderw

esen, en geprom
oveert te w

erden.” [N
A, N

FJ 97
(D

agregister 
D

ejim
a 1683-1684): 12.7.1684].

87　

“van den m
orgen kom

en hier op m
ijn kam

er 2. bongioisen van 
den G

ouv: uijt order van sijn E: m
et een Japansen doctor die 

soo de loecken seijden in Jedo bij m
eest al de grooten in aansien 

en een seer goet vrundt van beijder G
ouverneurs w

as, om
 door 

onsen opperm
eester inde chirurgie onderw

esen en geprom
oveert

’t w
erden, den oppertolck Brasm

an en Sinnem
on verhaalde m

et 
eenen dat den tolck der Com

m
issarissen G

im
po, in Jedo, w

as 
overleden en dat sijn soon die m

ede de portugeese taal verstont in 
sijn plaats soude succedeeren.” [N

A, N
FJ 98

(D
agregister D

ejim
a 

59　

一
六
八
三
年
、
江
戸
へ
赴
い
た
商
館
長
ク
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
西
玄
甫
の
語
学
力
を
高
く

評
価
し
て
い
る
。

60　

酒
井
シ
ヅ
、
小
川
鼎
三
「『
解
体
新
書
』
出
版
以
前
の
西
洋
医
学
の
受
容
」『
日
本
学

士
院
紀
要
』
第
三
五
巻
三
号
、
一
九
七
八
年
、
一
三
五
〜
一
三
六
頁
。
飯
塚
修
三

「
西
玄
甫
よ
り
久
原
甫
雲
に
授
与
さ
れ
た
阿
蘭
陀
流
免
許
状
」。

	

こ
の
免
状
を
日
本
人
に
よ
る
史
上
初
の
阿
蘭
陀
流
免
状
と
す
る
著
者
が
多
が
、
河

口
良
庵
春
益
（
一
六
二
九
〜
一
六
八
七
）
は
す
で
に
寛
文
六
年
も
養
子
の
了
閑
に

「
カ
ス
パ
ル
流
免
許
状
」
を
与
え
た
。
川
島
恂
二
（
一
九
八
九
）、
八
〇
頁
参
照
。

61　
「
阿
蘭
陀
流
外
科
免
許
状
」。
津
山
洋
学
資
料
館
蔵
。

62　

Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
、
杉
立
義
一
「
太
田
黒
玄
淡
の
阿
蘭
陀
外
科
免
許
状
と
そ
の
背
景
に

つ
い
て
」
参
照
。

63　

古
賀
幸
雄
編
『
久
留
米
藩
旧
家
由
緒
書
』
五
一
頁
。

64　

久
留
米
藩
第
三
代
藩
主
、
有
馬
玄
蕃
頭
頼
利
。
承
応
四
〜
寛
文
八
（
一
六
五
五
〜

一
六
六
八
）
年
ま
で
在
位
。

65　

下
総
国
関
宿
城
主
、
久
世
大
和
守
広
之
。
寛
文
二
〜
寛
文
三
（
一
六
六
二
〜

一
六
六
三
）
年
ま
で
若
年
寄
、
寛
文
三
〜
延
宝
七
（
一
六
六
三
〜
一
六
七
九
）
年

ま
で
老
中
を
務
め
る
。
こ
の
時
は
恐
ら
く
老
中
で
あ
ろ
う
。

66　

徳
島
藩
五
代
藩
主
、
蜂
須
賀
阿
波
守
綱
通
。
寛
文
六
〜
延
宝
六
（
一
六
六
六
〜

一
六
七
八
）
年
ま
で
在
位
。
同
年
七
月
晦
日
没
。

67　

扶
持
米
の
こ
と
。
一
人
扶
持
は
、
玄
米
一
日
五
合
の
割
合
で
、
月
で
一
斗
五
升
、
年

で
一
石
八
斗
。

68　

銀
一
枚
は
四
三
匁
。
銀
五
〇
匁
で
金
一
両
と
な
る
。
一
匁
は
三・
七
五
グ
ラ
ム
。
金

一
両
は
、
現
在
の
七
万
円
く
ら
い
。

69　

す
ば
ら
し
い
こ
と
、
め
で
た
い
こ
と
。

70　

元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
の
長
崎
奉
行
は
、
山
岡
景
助
、
宮
城
和
澄
、
近
藤
用
高
の

三
名
。
長
崎
代
官
は
、
延
暦
四
（
一
六
七
六
）
年
に
末
次
平
蔵
茂
朝
が
流
罪
に
処

せ
ら
れ
、
以
後
若
年
寄
が
代
官
事
務
を
代
行
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

71　

徳
島
藩
四
代
家
老
。
長
谷
川
主
計
貞
長
。
寛
文
元
（
一
六
六
一
）
年
に
家
督
を
継

ぐ
。
宝
永
五
（
一
七
〇
八
）
年
没
。

72　

“Verschijnt neffens de Tolken, een Japanse D
octoor van den 

Rijcxraet Koesenojam
attos

a om
m

e door onse Chirurgien in de 
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1684-1685): 22.11.1684].
88　

故
和
田
和
代
蔵
、
現
在
は
国
立
科
学
博
物
館
の
和
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
収
蔵
と
思
わ
れ

る
。

89　

N
A, VO

C N
o. 700, 5.10.1685.

90　

酒
井
シ
ヅ
「
日
本
最
初
の
西
洋
解
剖
書
の
翻
訳 

─ 

レ
メ
リ
ン
解
剖
書
の
訳
本
と

一
七
世
紀
の
蘭
方
外
科
」、
九
五
頁
。

91　

N
A, N

FJ 99
(D

agregister D
ejim

a 1685-1686): 30.7.1686; 5.8.1686; 
30.9.1686; 3.11.1686

な
ど
。
森
永
種
夫
編
『
犯
科
帳　

長
崎
奉
行
所
判
決
記

録
』、
第
一
巻
、
一
六
五
頁
。
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は
じ
め
に

　

近
世
後
期
中
津
藩
の
学
者
村
上
玄
水

1

（
一
七
八
一
～
一
八
四
三
）

は
、
一
連
の
仏
教
天
文
学
関
連
の
写
本
・
著
述
を
作
成
し
、
そ
の
主
唱

者
釋
圓
通
（
一
七
五
四
～
一
八
三
四
）
と
論
説
に
対
す
る
批
判
を
展
開

し
た

2

。
こ
の
こ
と
は
、
玄
水
が
天
文
学
に
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
寄
せ

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
玄
水
の
天
文
観
は
「
天
地
分
體
論
」
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
論
考
は
、
当
時
江
戸
で
「
蘭
学
」
研
究
の
大
家
と
し
て
そ

の
名
を
轟
か
せ
て
い
た
宇
田
川
榛
齋
（
玄
真
）（
一
七
六
九
～

一
八
三
四
）
の
一
読
を
願
う
ほ
ど
の
玄
水
の
自
信
作
で
あ
っ
た

3

。

　

叢
書
第
八
巻
で
主
題
と
し
た
の
は
こ
こ
に
述
べ
た
「
天
地
分
體
論
」

の
成
稿
（「
村
上
医
家
史
料
館　

文
書
資
料
目
録
」4

二
部
四
七
）
で

あ
っ
た
が
、
一
方
で
そ
の
草
稿
と
見
ら
れ
る
史
料
（「
目
録
」
二
部

四
八
）
に
つ
い
て
も
現
在
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
様
々
な
加
筆
、

修
正
等
が
確
認
で
き
る
（
図
一
、二
）。

　

つ
い
て
は
、「
天
地
分
體
論
」
成
稿
に
至
る
村
上
玄
水
の
思
索
過
程

を
探
る
た
め
に
、
以
下
、
該
当
史
料
の
原
文
お
よ
び
書
誌
を
提
供
し
、

内
容
分
析
を
行
う
。

村
上
玄
水
著
「
天
地
分
體
論
」
草
稿
に
つ
い
て

大
島
明
秀

図
一　
「
天
地
分
體
論
」
草
稿
の
内
題
（
村
上
医
家
史
料
館
蔵
）。

図
二　

成
稿
の
内
題
（
村
上
医
家
史
料
館
蔵
）。
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れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
、
写
本
の
内
容

　

本
史
料
の
「
天
地
分
體
論
」
を
め
ぐ
る
記
述
と
成
稿
と
の
差
異
は
、

時
折
文
章
や
語
彙
表
現
に
認
め
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
草
稿
の
冒
頭
で
、
天
地
の
元
氣
を
分
體
す
る
も
の
は
「
四

元
9

」
と
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
、
成
稿
で
は
「
四
行

11

」
と
修
正
し
て

い
る
。
或
い
は
、
草
稿
で
は
人
に
備
わ
っ
て
い
る
も
の
は
「
五
體

11

」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
成
稿
で
は
「
五
宣

11

」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
他
、
草
稿
で
「
湿
蒸

11

」、「
變
物

11

」、「
風
轉

11

」、「
参
差

11

」
と
表

現
し
た
言
葉
を
、
成
稿
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
鬱
蒸

11

」、「
化
物

11

」、「
風

化
11

」、「
諸
差

22

」
と
訂
正
し
て
い
る
。
ま
た
、
草
稿
の
文
章
中
に
し
ば

し
ば
見
ら
れ
る
動
詞
「
致

22

」
は
、
成
稿
で
は
「
為

22

」
に
変
更
さ
れ
て

い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
史
料
に
は
「
天
地
分
體
論
」
以
外
の
記
述
が
確
認
で

き
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
該
当
箇
所
は
、
袋
綴

じ
が
裂
か
れ
た
二
丁
表
の
裏
側
、
同
丁
裏
の
裏
側
、
三
丁
表
の
裏
側
、

同
丁
裏
の
裏
側
、
四
丁
表
の
裏
側
で
あ
る
。
墨
書
の
裏
写
り
が
厳
し
く

極
め
て
判
読
し
に
く
い
状
態
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
天
文
や
病
理
に
関

す
る
言
及
が
認
め
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
二
丁
表
の
裏
側
か
ら
同
丁
裏
の
裏
側
で
は
、「
有
列
子
」
な

る
人
物
が
「
地
の
球
体
説
」
を
批
判
し
た
言
論
に
対
し
、「
無
列
子
」

が
さ
ら
に
反
駁
を
加
え
て
い
る
。
一
丁
表
右
欄
外
の
「
論
地
之
球
平
」

　

一
、
書
誌
情
報

　
「
天
地
分
體
論
」
の
草
稿
と
目
さ
れ
る
原
稿
は
、
半
葉
九
行
の
罫
枠

を
刷
っ
た
楮
紙
一
一
枚
を
袋
状
に
し
、
紙
平
紐
に
よ
っ
て
四
つ
目
綴
じ

に
し
た
仮
綴
写
本
で
あ
る
（
図
一
、二
）。
た
だ
し
、
九
丁
表
か
ら
一
〇

丁
裏
の
二
葉
は
、
同
罫
紙
を
三
行
余
で
断
っ
た
切
紙
を
用
い
て
い

る
5

。
ま
た
、
二
丁
か
ら
四
丁
に
か
け
て
は
袋
の
内
側
に
も
墨
書
で
記

入
し
て
お
り
、
こ
の
間
は
墨
の
裏
写
り
が
甚
だ
し
く
、
判
読
は
困
難
を

極
め
る
状
態
で
あ
る
。

　

ま
た
、
表
紙
は
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
縦
二
四
・
七
糎
×
横
一
七
・
一

糎
、
す
な
わ
ち
半
紙
本
に
相
当
す
る
大
き
さ
で
あ
る
。
表
記
は
漢
文

で
、
各
丁
に
写
者
に
よ
る
付
加
な
ら
び
に
訂
正
な
ど
多
数
の
書
き
入
れ

が
確
認
で
き
る
。
内
題
は
「
天
地
分
體
論
」
と
打
ち
付
け
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
右
方
の
欄
外
に
は
「
論
地
之
球
平
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
史
料
の
作
成
者
は
、
巻
末
に
打
ち
つ
け
ら
れ
た
写
記
「
村
上
玄
水

卓
九
拜

6

」
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
加
え
て
「
有
」
字
の
下
部
の

「
月
」
が
全
て
「
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
字
が
平
た
く
右
払

い
や
右
は
ね
に
力
が
込
め
ら
れ
た
筆
跡
は
、
間
違
い
な
く
玄
水
の
自
筆

写
本
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

そ
の
内
容
や
、
書
き
入
れ
さ
れ
た
付
加
な
ら
び
に
修
正
記
述
の
大
部

分
は
成
稿
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、
本
史
料
は
間
違
い
な
く
草
稿
段
階
の

原
稿
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

7

。
成
稿
の
成
立
期
は
文

政
二
（
一
八
一
九
）
年
三
月
八
日
か
ら
文
政
一
三
（
一
八
三
〇
）
年
十

月
二
八
日
の
間
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら

8

、
草
稿
も
そ
の
頃
に
記
さ
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子
」
と
一
致
す
る

22

。「
老
野
子
」
の
前
段
階
的
著
作
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
「
六
祖
玄
水
屈
伸
録
」
で
も
こ
の
反
論
材
料
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

が
22

、
こ
れ
ら
の
中
で
「
天
地
分
體
論
」
草
稿
に
お
け
る
記
述
が
最
も

整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
六
祖
玄
水
屈
伸
録
」
以
前
の
文
案
と
見
る
こ

と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
最
終
的
に
「
老
野
子
」
に
至
っ

た
仏
教
天
文
学
を
め
ぐ
る
記
述
は
、「
天
地
分
體
論
」
草
稿
→
「
六
祖

玄
水
屈
伸
録
」
→
「
老
野
子
」
の
順
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る

22

。

　

続
い
て
、
三
丁
表
の
裏
側
に
か
け
て
は
「
壊
血
病
」
の
仕
組
み
が
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
病
は
、
現
在
で
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
欠
乏
に
よ
っ

て
、
出
血
や
静
脈
血
栓
な
ど
体
内
の
各
器
官
で
出
血
性
の
障
害
を
引
き

起
こ
し
、
死
に
至
ら
し
め
る
病
気
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
言
及
の
中
で
、
玄
水
は
「
壊
血
病
」
を
「
熱
壊
血
病
」、「
寒
壊

血
病
」、「
塩
壊
血
病
」
の
三
種
に
分
け
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
病
に
起

因
す
る
「
毒
」
を
「
ア
ル
カ
ル
塩
毒
」、「
酸
烈
塩
毒
」、「
尋
常
鹹
塩

毒
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

玄
水
に
よ
れ
ば
、「
熱
壊
血
病
」
と
は
、
身
体
と
顔
に
大
き
な
熱
を

も
た
ら
し
、
多
量
の
出
血
を
引
き
起
こ
す
病
で
あ
る
。
暑
い
国
で
は
生

の
調
理
が
多
く
、
食
物
が
新
鮮
で
清
潔
で
な
い
状
態
に
あ
る
こ
と
で
毒

が
生
じ
、
さ
ら
に
「
血
中
の
塩
液
」
が
「
気
の
大
熱
」
に
よ
っ
て
鬱
沸

さ
れ
る
こ
と
で
「
ア
ル
カ
ル
塩
毒
」
が
醸
生
さ
れ
、「
熱
壊
血
病
」
に

至
る
と
説
か
れ
る
。

　

次
に
「
寒
壊
血
病
」
は
、
身
体
を
冷
や
し
、
口
中
に
酸
が
出
、
さ
ら

に
あ
く
び
と
発
汗
、
身
体
を
青
白
く
さ
せ
、
口
内
唇
を
青
を
帯
び
た
灰

色
に
さ
せ
る
症
状
を
生
じ
さ
せ
る
病
で
あ
る
。
湿
性
が
高
い
人
や
寒
い

は
、
こ
こ
の
記
述
と
関
連
す
る
墨
書
と
思
わ
れ
る
（
図
一
、三
）。

　

日
出
、
日
没
、
海
と
山
か
ら
の
地
形
の
眺
望
を
材
料
と
し
て
展
開
さ

れ
る
「
無
列
子
」
の
地
の
球
体
説
擁
護
（「
有
列
子
」
に
対
す
る
弁
駁
）

は
、
ま
だ
理
論
的
に
十
分
に
整
備
さ
れ
た
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、
と

も
あ
れ
こ
の
構
図
は
「
六
祖
玄
水
屈
伸
録
」
に
極
め
て
類
似
し
て
い

る
。

　

と
い
う
の
は
、「
六
祖
玄
水
屈
伸
録
」
で
は
、「
無
外
子
」
を
名
乗
る

玄
水
が
、「
有
外
子
」
と
仮
の
名
を
付
し
た
仏
教
天
文
学
の
開
祖
釋
圓

通
の
天
地
観
を
論
駁
し
て
い
る
の
で
あ
る

22

。
よ
っ
て
「
天
地
分
體
論
」

草
稿
に
登
場
す
る
「
無
列
子
」
は
村
上
玄
水
の
こ
と
で
、「
有
列
子
」

が
圓
通
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
海
と
山
か
ら
の
地
形
の
眺
望
を
反
証
材
料
と
し
て
い
る
部

分
は
、
釋
圓
通
に
対
す
る
論
駁
が
結
実
し
た
村
上
玄
水
の
著
作
「
老
野

図
三　
「
地
の
球
体
説
」
の
正
否
を
め
ぐ
る
記
述
が
見
え
る
。
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も
っ
て
「
天
地
分
體
論
」
以
外
の
記
述
は
終
え
ら
れ
て
い
る
。

　

お
わ
り
に

　

本
史
料
に
は
、
そ
の
成
稿
に
至
る
前
段
階
の
文
案
の
み
な
ら
ず
、
釋

圓
通
の
見
解
に
対
す
る
村
上
玄
水
の
論
駁
、
さ
ら
に
は
「
壊
血
病
」
を

め
ぐ
る
論
述
、
な
ら
び
に
友
人
に
送
る
文
章
の
草
案
が
確
認
で
き
た
。

検
討
の
結
果
、「
天
地
分
體
論
」
の
草
稿
と
成
稿
の
差
異
は
、
そ
の
内

容
よ
り
は
文
章
や
語
彙
表
現
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
、
そ
の

作
成
過
程
に
お
け
る
村
上
玄
水
の
思
考
の
変
遷
が
さ
ほ
ど
明
ら
か
に
は

な
ら
な
か
っ
た
。

　

む
し
ろ
本
史
料
は
、「
天
地
分
體
論
」
以
外
の
記
述
に
豊
富
な
示
唆

を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
。
例
え
ば
、
釋
圓
通
に
対
す

る
反
駁
の
文
案
に
は
、
玄
水
が
ど
の
よ
う
な
段
階
を
経
て
仏
教
天
文
学

的
知
識
に
対
す
る
論
駁
を
構
築
し
た
の
か
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、「
壊
血
病
」
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
た
記
述
も
興
味
深
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
玄
水
は
何
を
典
拠
と
し
た
の
か
、
或
い
は
、
こ
の
知
識

を
ど
の
よ
う
に
眼
差
し
、
用
い
よ
う
と
し
た
の
か
、
な
ど
疑
問
は
尽
き

な
い
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
後
日
を
期
し
た
い
。

国
で
は
、「
気
の
寒
固
」
に
よ
り
「
血
中
塩
」
が
凝
り
固
ま
り
や
す
く

な
っ
て
「
酸
烈
塩
毒
」
が
生
じ
、「
寒
壊
血
病
」
に
至
る
と
い
う
。
ま

た
、
怠
惰
な
生
活
、
運
動
不
足
、
不
摂
生
な
飲
食
は
「
酸
敗
」（
酸
化
）

を
促
し
、「
酸
辛
毒
」（「
酸
烈
塩
毒
」
の
こ
と
か
）
を
生
じ
る
と
い
う
。

最
後
の
「
塩
壊
血
病
」
は
、「
塩
漬
の
食
物
」
や
「
塩
蔵
の
肉
」
な
ど

で
塩
分
を
過
剰
に
摂
取
す
る
こ
と
で
、
塩
が
血
中
の
い
た
る
と
こ
ろ
に

染
み
浸
る
こ
と
で
「
尋
常
鹹
塩
毒
」
が
生
じ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
病
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
説
明
が
曖
昧
で
、
前
二
つ
の
「
壊
血

病
」
と
は
い
さ
さ
か
趣
が
異
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
玄
水
の
説
明
す

る
「
熱
壊
血
病
」
と
「
寒
壊
血
病
」
の
症
状
は
、
現
在
の
壊
血
病
の
そ

れ
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
玄
水
の
用
い
た
「
壊
血
」
や
「
粘
稠
」
と
い
う
用
語
は
、
同

時
代
に
活
躍
し
た
京
都
の
医
師
吉
雄
元
吉
の
著
述
に
確
認
で
き
る
。
初

め
て
本
格
的
に
研
究
し
た
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
に
よ
れ
ば
、

元
吉
は
「
酸
味
液
篇
」、「
荷
烈
液
篇
」、「
謄
［
贍
か
］
汁
液
篇
」、「
粘

稠
液
篇
」、「
血
急
液
篇
」、
な
ら
び
に
「
壊
血
篇
」
と
い
う
章
題
の
下

で
西
洋
近
世
の
体
液
病
理
学
を
論
じ
て
い
る 

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
村
上
玄
水
と
吉
雄
元
吉
に
お
け
る
用
語
の
一
致
は

ご
く
部
分
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
関
係
性
を
裏
づ
け
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
ま
た
、
出
典
を
示
す
記
述
も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
玄

水
が
ど
こ
か
ら
こ
の
よ
う
な
情
報
を
得
た
の
か
、
現
時
点
で
つ
き
と
め

る
こ
と
は
難
し
い
。

　

続
く
四
丁
表
の
裏
側
に
は
友
人
に
送
る
手
紙
か
詩
文
の
一
部
と
推
察

さ
れ
る
文
案
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
を
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之
府
也

［
下
欄
外
］

所
謂

［
一
丁
裏
］

行
氣
水
火
土
也
陳
莠
平
藏
爲
四
時
春
夏
秋

冬
也
故
地
有
五
帶
一
煖
二
正
二
寒
是
也
人

有
五
體
煖
平
寒
大
熱
寒
是
也
地
帶
近
大
陽

則
萬
物
動
揺
山
澤
湿
蒸
混
濁
腐
敗
之
氣
並

起
所
謂
発
陳
之
時
也
動
揺
濕
蒸
益
盛
則
積

陽
腐
敗
之
氣
益
起
所
謂
蕃
莠
之
時
也
地
帶

遠
大
陽
則
萬
物
收
斂
山
澤
湿
冷
清
靜
寒
冷

之
氣
並
起
所
謂
容
平
之
時
也
收
斂
湿
冷
益

盛
則
積
陰
寒
冷
之
氣
益
起
所
謂
閉
臧
之
時

［
二
丁
表
］

也
和
之
以
風
化
鼓
之
以
雷
雨
而
曲
直
屈
伸

大
小
軽
長
之
物
生
也
陽
虚
氣
也
陰
實
氣
也

腐
敗
變
物
也
引
力
凝
物
也
形
之
以
諸
引
力

化
之
以
風
轉
合
聚
離
散
之
道
成
也
壯
火
乾

枯
少
火
腐
敗
故
物
得
水
湿
加
之
以
壯
火
沸

熱
爲
乾
枯
加
之
以
少
火
鬱
蒸
爲
腐
敗
燥
火

得
湿
風
海
水
得
風
波
于
寒
爲
凍

火
湿
相
強
大
生
風
火
湿
相
反
不
生
風
夏
冬

風
少
春
秋
風
多
是
夏
日
無
雲
風
春
爲
常
風

［
二
丁
表
の
裏
側
］

【
史
料
】「
天
地
分
體
論
［
草
稿
］」

【
原
文
】

［
一
丁
表
］

天
地
分
體
論

屈
伸
者
元
氣
也
軽
重
者
天
地
也
元
氣
分

則
四
元
四
元
分
體
則
日
星球
地
星
得
火
則
四

時
其
行
則
⃝
暑
湿
風
寒
其
動
則
腐
敗
化
殺
暑

湿
風
寒
者
腐
敗
化
殺
之
本
也
腐
敗
化
殺
者

萬
物
生
殺
之
府
也
草
木
人
獸
形
其
中
則
體

之
爲
物
可
知
也
何
則
空
燥
爲
陽
湿
質
爲
陰

周
流
於
六
虚
地
星球
南
北
暑
湿
風
寒
⃝
発
陳

蕃
莠
容
平
閉
藏
之
事
成
也
空
燥
湿
質
爲
四

［
右
欄
外
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

域

■
■　

論
地
之
球
平　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

［
上
欄
外
］

空
燥
湿
質
其

和
則
以
爲
暑

湿
風
寒

也
其
動

則
腐
敗
化
殺

以
爲
萬
物
生
殺
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厲
潰
瘍
歯
牙
疼
痛
歯
断
活
壊
血
腐
壊
浸
蝕
口
中
悪
臭
身
体
懈

堕
困
重
積
神
苦
悶
煩
燥
性
仲
也
ア
ル
カ
ル
塩
毒
爲
熱
壊

血
病
酸
烈
塩
毒
爲
寒
壊
血
病
尋
常
鹹
塩
毒
爲
塩
壊
血
病

熱
壊
血
病
者
身
體
大
熱
面
部
炬
熱
寒
■
多
血
及
人
熱
性
之

［
二
丁
裏
］

晝
自
海
致
夜
自
山
致
山
陸
兩
岸
其
中
間
十

七
八
里
常
風
相
致
舟
揚
帆
而
不
能
行
故
雲

出

乎
爲
風
中
散

乎
爲

葢
東
西
致
者

有
南
北
致
者
有
東
北
者
有
西
南
者
有
東
西

南
北
者
故
上
行
者
曰
上
風
下
行
者
曰
下
風

具
四
方
之
風
者
曰
颶
風
⃝所

 
謂八

風
東
北
爲
焱
東

爲
滔
東
南
爲
薫
南
爲
巨
西
南
爲
凉
西
爲

西
北
爲
厲
北
爲
寒
天
地
得
之
以
作
萬
物
草

木
得
之
以
散
鬱
氣
人
獸
得
之
以
鮮
百
體
魚

［
三
丁
表
］

鼈
得
之
以
遊
水
波
其
風
腐
者
⃝亦
天
地
之
大
物

也
故
和
四
氣
正
々
之
鬼
神
也
致
神
明
不
測

之
萬
物
者
也
腐
敗
變
也
風
亦
變
也
變
爲
諸

氣
又
成
参
差
参
差
成
異
體
諸
氣
生
諸
味
風

變
不
可
撮
見
敗
變
則
空
淡
辛
質
塩
酸
渋
油

粘
苦
甘
也
又
唯
引
力
合
之
則
成
體
有
體
者

有
重
力
重
者
得
天
火
爲
動
天
氣
下
爲
雲
地

氣
上
爲
雨
雨
出
地
氣
雲
出
天
氣
是
以
天
火

無
列
子
問
有
列
子
曰
地
形
圓
者
乎
有
列
子

曰
人
以
地
爲
球
何
故
然夏
⃝至
吾則
居
正日
帶
真
北

地
南
靣
⃝至
觀夏
日至
行
用
出
⃝吾
東後
⃝
没
⃝吾
西後
其
行
不
旋
轉

於
北
不
旋
轉
於
南
没
於
西
則
平・

球・

可・

知

也
冬
至
則
出
⃝吾
前
東
中
於
南
没
吾
前
西
其

行
亦
不
旋
轉
於
北
没
於
西
也

何
加
三
大
洲
也

以
地
爲
平
則
日
出
地
穴
入
地
穴
⃝其
未
聞
有
地
穴
也

以
暮
雲
千
里
爲
地
平平
之
規
人
目
不
見
⃝不
二過
十

里
也
何
以得
千
里
爲
規
也
十
七
八
里
有
海
直
不
見
其

［
上
欄
外
］

　

吾
前

中
於

○
南

［
左
欄
外
］

○
然
則

［
二
丁
裏
の
裏
側
］

麓ロ
ク

登
山
見
麓
其
圓
可
知
也

　
　
　

者
痿
委

黄
病
之
類

壊
血
病
爲
病
也
血
液
甚
粘
稠
凝
塊
運
行
不
快
流
累
積

諸
部
遂
致
腐
壊
也
其
爲
毒
分
三
種
曰
ア
ル
カ
ル
塩
毒
曰
酸

烈
塩毒
尋
常
鹹
塩
毒
也
其
爲
証
各
部
疼
痛
赤
班
青
班
酷
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浸
塩
鹹
生
此
毒
也

治
法

在
分
利
粘
稠
凝
液
甘
解
酷
厲
毒
駅
通
散

導
泄
腐
敗
惡
物
於自
汗
穴
大
小
便

［
右
欄
外
］

塩
壊
血
病
口
中
常
有
鹹
味
甘
諸
症
軽
易
者

［
三
丁
裏
］

之
動
力
動
諸
星
諸
星
之
重
力
爲
厚
土
動
引

而
萬
物
生
重
爭
而
軽
重
分
故
象
氣
上
速
形

氣
上
遲
也
速
力
発
彈
力
遲
力
発
遠
心
力
遠

心
力
発
求
心
力
血
液
之
運
行
蓋
以
是
也
心

発
彈
力
動
血
脉
発
遠
心
力
靜
血
脉
爲
求
心

力
手
足
爲
動
有
體
之
重
力
也
體
之
爲
動
有

足
之
重
力
也
発
以
彈
力
及
以
遠
心
力
反
以

求
心
力
其
行
也
體
嚮
前
爲
速
力
益
嚮
爲
加

鞕
力
進
而
退
退
而
進
有
走
速
者
有
走
遲
者

［
四
丁
表
］

元
氣
参
差
故
也
有
體
寒
者
有
體
煖
者
元
氣

参
差
故
也
由
是
觀
之
所
以
其
爲
五
體
其
爲

異
形
其
遲
速
之
爲
行
其
地
球
之
爲
行
亦
蓋

以
是
也
煖
寒
相
合
者
爲
平
平
體
者
精
神
内

守
然
則
病
安
從
來
煖
體
加
煖
煖
勝
寒
體
加

寒
寒
勝
加
平
體
其
加
者
勝
損
勝
益
敗
减
加

爲
動
地
氣
爲
薪
大
陽
在
上
諸
星
在
下
大
陽

［
右
欄
外
］

　
　
　
　

遊　
　
　
　
　
　
　

亦

［
三
丁
表
の
裏
側
］

人
⃝
調
理

亦
多
生
此
毒
或
⃝
熱
國
不
得
新
鮮
清
潔
之

食
物
血
中
之
塩
液
因
時
気
之
大
熱
所
爲
鬱
沸

醸
生
此
毒
也
寒
壊
血
病
者
身
躰
寒
冷
口
⃝
中
酸
味

呑
酸
噯
気
発
汗
身
躰
青
白
色
而
口
内
唇
等
亦
灰

合
而
帶
青
色
也
湿
性
之
人
寒
國
之
人
多失

調
護
亦

此
生

毒
又
旅
行
於
寒
國
因
時
気
之
寒
固
血
中

塩
易
⃝所
爲
凝
塊
生
此
毒
又
人
■
懈
堕
安
坐
而

不
起
居
身
躰
不
運
動
或
食
粗
悪
之
飲

食
爲
酸
敗
而
遂
生
⃝
酸
辛
毒
也

［
右
欄
外
］

失　

護　
　
　
　
　
　

旅
行
於

［
上
欄
外
］

○
熱
國
人

［
左
欄
外
］

　
　
　
　
　
　
　

此

［
三
丁
裏
の
裏
側
］

易
治
也
備
險
症
者
難
治
也
其
得
之
因
塩
⃝
塩過

食
鹹

之
飲
食
塩
漬
之
食
物
塩
藏
之
肉
血
中
盡
所
為
染
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凝
濕
氣
凝
水
液
者
雨
霜
氷
雪
也
凝

細
砂
凝
腐
液
者
地
球
砂
石
金
玉
之
類
也
空

［
五
丁
表
］

氣
得
火
入
水
濕
質
得
火
出
天
空
火
無
象
因

物
爲
象
濕
質
有
形
得
空
火
爲
用
此
爲
合
氣

所
謂
游
氣
也
是
以
四
氣
者
透
通
散
大
其
氣

無
所
不
通
至
物
皆
無
不
有
其
氣
也
故
有
氣
⃝

引
力
合
之
質
氣
引
合
則
爲
細
土
湿
氣
引
合
則

水
液
大
引
爲
大
小
引
爲
小
軽
重
上
下
争
争

屬
屬
空
氣
通
之
火
氣
蒸
之
而
覆
載
之
德
成

矣
虚
中
有
人
獸
具
諸
味
土
上
有
草
木
具
諸

味
有・

具・

一・

味・

者・

有
■
具
⃝
二
三
味
者
有・

具
衆
味

［
下
欄
外
］

則［
左
欄
外
］

其［
五
丁
裏
］

者
⃝
所
以
草
木
異
主
治
花
形
而
以
人
獸
異

煖
寒
賢
愚
也
其
具
人
身
者
曰
空
淡
辛
質
塩

酸
渋
油
粘
苦
甘
也
故
動
血
脉
含
具
其
氣
血

以
鮮
活
也
諸
部
腺
分
離
諸
味
體
用
健
也
空

淡
辛
質
者
精
浄
之
氣
也
塩
酸
渋
油
粘
苦
甘

者者
腐
敗
之
氣
也
精
敗
相
合
⃝
者
和
⃝
爲
合
氣

從
常
是
以
平
體
减
加
煖
體
從
其
煖
寒
體
從

其
寒
所
以
藥
之
奏
功
而
治
療
之
法
所
以
有

四
時
之
別
也
有
火
凝
者
火
引
也
有
寒
凝
者

［
四
丁
表
の
裏
側
］

得
鮎
塩
其
腹
以
欲
送
所
思
往
乎

從　

君
役
苦
心
将
不
勤
良
友
ト
リ

我
手
而
後
至
江
府
江
府
有
良
友

即
指
烏
與
焉
久
別
厚
友
情
令

我
親
飲
酒
肴
草

カ
ウ
ハ
シ

故
里
酩
醒

實
遂
多
酔
去
至
賜
屋
友
己
辡

有
無
燈
不
問
有
役
水
不
聞
有
其
友
即
本

即
主
人
聚
以
無
蒸
談
話
語
夜
以
深
明

星
道

有
爛

［
四
丁
裏
の
裏
側
］

［
四
丁
裏
］

寒
引
也
腐
敗
爲
諸
質
又
爲
鎌
渋
力
草
木
人

獸
者
火
引
也
雨
霜
氷
雪
者
寒
引
也
地
球
砂

石
金
玉
者
鎌
渋
也
有
火
引
而
長
者
有
寒
引

鎌
渋
而
不
長
者
火
力
腐
敗
之
火
力
濃
成
之

者
諸
味
之
氣
也
寒
力
凝
固
之
火
力
解
成
之

者
糞
土
也
養
育
以
糞
土
長
短
因
火
力
者
草

木
也
合
聚
以
合
氣
養
育
以
各
味
者
人
獸
也
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氣
也
皆
相
倶
入
人
身
故
其
氣
亦
通
徹
塩
剌
⃝

酸
敗
也
渋
閉
合
也
油
圓
也
粘
鎌
也
苦
寒
也

甘
和
也
故
食
塩
爲
熱
治
剌
敗
液
止
腐
食
酸

爲
痛
治
敗
肌
肉
爲
收
歛
食
渋
爲
縛
治
閉
諸

［
下
欄
外
］

也［
七
丁
表
］

穴
止
利
食
油
止
痛
治
圓
方
角
爲
收
瘡
食
粘

爲
着
治
鎌
諸
毒
爲
痰
食
苦
鎭
腐
治
冷
悍
熱

硝
火
食
甘
止
痛
治
柔
酷
液
平
毒
四
味
爲
之

元
七
味
爲
之
養
故
間
潤
動
立
所
以
爲
體
也

塩
酸
渋
油
粘
苦
甘
所
以
爲
養
也
而
其
味
皆

昇
降
人
身
諸
部
其
液
各
異
也
涙
液
與
汗
液

其
腺
異
則
其
液
亦
異
也
故
有
養
某
液
冝
何

養
某
液
不
冝
何
者
也
不
可
⃝不
察
也
空
淡
辛
質

塩
酸
渋
油
粘
苦
甘
之
諸
液
盈
滿
諸
部
而
腺

［
七
丁
裏
］

泌
別
之
供
體
用
其
液
則
靈
液
鼻
液
涙
液
耳

液
肺
液
肺
空
液
肺
管
液
心
包
液
血
球
液
脉

管
液
乳
液
汗

○

液
唾
液
胃
管
液
胃
液
膽
液
肝

液
脾
液
膵
液
小
膓
液
大
膓
液
虫
様
液
膓
網

液
門
脉
液
小
腎
液
腎
液
輸
尿
液
膀
胱
液
尿

道
液
尿

○

液
睾
丸
液
輸
精
液
精
囊
液
精
液
陰

合
氣
圍
滿
上
下
萬
物
以
芒
人
獸
以
養
何
則

網
罟
魚
養
小
噐
勞
且
死
合
氣
速
濁
故
也
養

之
數
清
水
久
積
不
死
合
氣
不
濁
故
也
穿
地

［
右
欄
外
］

其
参
差
者

［
六
丁
表
］

爲
池
魚
自
生
有
其
可
生
活
之
理
生
出
其
不

可
生
活
之
條
止
是
以
地
球
之
人
物
其
數
可

知
山
海
之
魚
獸
其
數
可
知
也
氣
老
濁
而
爲

病
以
不
堪
其
用
也
氣
参
差
而
爲
病
以
不
得

其
和
也
故
空
燥
多
則
爲
旱
質
濕
多
則
爲
腐

腐
多
腫
瘡
毒
旱
多
慓
悍
毒
是
以
疫
癘
濕
■
瘍

以
レ
是
生

起
也
塩
酸
渋
油
粘
苦
甘
不
調
患
熱
及
閉
塞

溜
飲
痼
冷
等
是
以
人
獸
不
免
疾
病
也
虚
中

有
有
有
中
有
虚
凝
而
爲
三
腔
百
體
流
動
故

［
上
欄
外
］

■［
六
丁
裏
］

虚
中
之
有
入
肺
鮮
活
静
血
脉
有
中
之
虚
出

腠
理
導
引
動
血
脉
其
氣
者
則
空
間
其
質
玄

氣
也
其
淡
者
則
滋
潤
其
質
水
也
其
辛
者
則

乾
動
其
質
火
也
其
質
者
則
骨
立
其
質
土
也

其
塩
酸
渋
油
粘
苦
甘
者
四
行
積
年
腐
敗
之
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者
上
不
取
乎
古上

之
医方

中
不
取
乎
後
世
及
蘭
下

不
取
乎
未
産
之
医
也
│
故
萬
應
萬
性
百
應
百

性
無
有
強
弱
寒
煖
可
以
贊
天
地
之
化
育
可

以
定
鬼
神
之
不
正
嗚
呼
妙
乎
分
體
有
則
之

［
上
欄
外
］

分
體
千
轉
以

知
萬
物
有
條

理
也
風
腐
萬

變
以
知
生
後

世
⃝
異
物
也

　
生

［
九
丁
表
］

理
大
哉
矣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
玄
水
卓
九
拜

［
九
丁
裏
］

［
一
〇
丁
表
］

［
一
〇
丁
裏
］

［
一
一
丁
表
］

［
一
一
丁
裏
］

【
補
訂
】

［
一
丁
表
下
欄
外
］

○
「
所
謂
」
は
、
一
丁
表
七
行
目
下
部
の
⃝
で
示
さ
れ
た
箇
所
に
入
る
。

茎
液
子
宮
液
子
宮
⃝膣
液
靱
帶
液
軟
骨
液
骨
液

爪
液
歯
液
毛
液
巣
臼
液
諸
膜
液
水
脉
液
也

而
火
爲
之
主
宰
或
引
或
動
以
爲
萬
機
嗚
呼

［
八
丁
表
］

火
者
萬百
者體
之
主
母
也
天
地
之
綱
紀
也
有
⃝
空

濁
相
倶
合
故
爲
三
腔
諸
噐
中
有
空
故
爲
流

動
是
以
有
之
爲
用
有
氣
之
空
間
也
血
液
靈

液
之
爲
用
有
水
之
滋
潤
也
乾
燥
爲
動
骨
立

爲
象形
乾
燥
之
爲
動
有
骨
立
之
爲
形
也
獨
陽

不
然
獨
陰
不
動
陰
挿
陽
陽
挿
陰
萬
物
以
動

揺
矣
運
化
釜
中
之
熱
湯
也
意
識
釜
下
⃝之
薪
火

也
令
沸
熱
之
⃝在
天
火
令
長
久
之
在
熱
湯
屈
静

伸
動
相
生
以
爲
行
静
受
動
應
萬
變
以
爲
機

［
右
欄
外
］

⃝
三
氣
與

［
八
丁
裏
］

屈
静
爲
案
伸
動
起
爲
術
静
質
爲
形
動
力
觸

爲
聲
⃝
是
以
有
物
有
則
有
形
有
動
陰
陽
之
合

其
有
故
哉
正
中
之
存
其
有
故
哉
意
識
之
有

指
機
其
有
因
哉
萬
物
之
有
法
則
其
有
因
哉

因
故
以
安
百
體
随
因
以
爲處
萬
事
│
是
⃝謂

分
體
自
■
■
是
以

以
上
医
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【
参
考
文
献
及
び
史
料
】

参
考
文
献

▲
石
田
秀
実
『
中
国
医
学
思
想
史　

も
う
一
つ
の
医
学
』、
東
京
大
学

出
版
会
、
東
京
、
一
九
九
二
年
。

▲
今
永
正
樹
『
医
亦
従
自
然
也　

村
上
医
家
事
歴
志
』、
村
上
記
念
病

院
・
村
上
医
家
史
料
館
、
中
津
、
一
九
八
二
年
。

▲
大
分
県
教
育
会
編
『
大
分
県
人
物
志
』、
歴
史
図
書
社
、
東
京
、

一
九
七
六
年
。

▲
大
島
明
秀｢

佛
國
暦
象
編
」（
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
編

『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館 

分
館
村
上
医
家
史
料
館
資
料
叢
書
』
第

一
巻
、
二
〇
〇
三
年
、
四
〇
～
一
〇
四
頁
所
収
）。

▲
大
島
明
秀｢

村
上
医
家
史
料
館
所
蔵
写
本
『
老
野
子
』
に
お
け
る

「
有
外
子｣

・｢

老
野
子｣

と
そ
の
背
景｣

（
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ

ヒ
ェ
ル
編
『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館 

分
館
村
上
医
家
史
料
館
資

料
叢
書
』
第
三
巻
、
二
〇
〇
五
年
、
二
二
～
五
二
頁
所
収
）。

▲
大
島
明
秀
「
村
上
玄
水
写
「
六
祖
玄
水
屈
伸
録
」
と
そ
の
背
景―

写

本
「
老
野
子
」
と
の
関
連
性
を
中
心
に
」（
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ

ヒ
ェ
ル
編
『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館 

分
館
医
家
史
料
館
叢
書
』

第
六
巻
、
二
〇
〇
五
年
、
一
～
二
四
頁
所
収
）。

▲
大
島
明
秀
「
村
上
玄
水
著
「
天
地
分
體
論
」
と
そ
の
背
景
」（
ヴ
ォ

ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
編
『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館 

分
館
医

家
史
料
館
叢
書
』
第
八
巻
、
二
〇
〇
八
年
、
七
一
～
九
五
頁
所
収
）。

▲
大
塚
恭
男
［
ほ
か
］
編
『
講
談
社
東
洋
医
学
大
事
典
』、
講
談
社
、

［
二
丁
表
の
裏
側
左
欄
外
］

○
「
然
則
」
は
、
挿
入
さ
れ
る
べ
き
箇
所
の
表
示
が
確
認
で
き
な
い
。

［
三
丁
表
の
裏
側
上
欄
外
］

○
「
熱
國
人
」
は
、
三
丁
表
の
裏
側
一
行
目
上
部
の
⃝
で
示
さ
れ
た
箇

所
に
入
る
。

［
五
丁
表
下
欄
外
］

○
「
則
」
は
、
五
丁
表
四
行
目
最
下
部
の
⃝
で
示
さ
れ
た
箇
所
に
入
る
。

［
五
丁
表
左
欄
外
］

○
「
其
」
は
、
五
丁
表
九
行
目
中
部
の
⃝
で
示
さ
れ
た
箇
所
に
入
る
。

［
五
丁
裏
右
欄
外
］

○
「
其
参
差
者
」
は
、
五
丁
裏
一
行
目
上
部
の
⃝
で
示
さ
れ
た
箇
所
に

入
る
。

［
五
丁
裏
六
行
目
］

○
「
合
○
者
和
○
爲
」
は
、
者
と
和
の
入
れ
替
を
示
す
。
よ
っ
て
「
合

和
者
爲
」
と
な
る
。

［
六
丁
裏
下
欄
外
］

○
「
也
」
は
、
六
丁
裏
六
行
目
最
下
部
の
⃝
で
示
さ
れ
た
箇
所
に
入
る
。

［
八
丁
表
右
欄
外
］

○「
三
氣
與
」は
、八
丁
表
一
行
目
下
部
の
⃝
で
示
さ
れ
た
箇
所
に
入
る
。

 



－  50 －

市
川
、
一
九
九
一
～
一
九
九
三
年
。

▲
Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ
ル｢

村
上
玄
水
の
略
歴
」（
同
編
『
中
津
市
歴
史
民
俗

資
料
館 

分
館
村
上
医
家
史
料
館
資
料
叢
書
』
第
一
巻
、
一
～
六
頁

所
収
）。

▲
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
吉
雄
元
吉―

忘
れ
ら
れ
た
蘭
学
者

の
生
涯
と
著
作
に
つ
い
て―

」（『
言
語
文
化
論
究
』
第
二
三
号
、

二
〇
〇
八
年
、
八
九
～
一
〇
九
頁
所
収
）。

▲
山
崎
有
信
『
豊
前
人
物
志
』、
美
夜
古
文
化
懇
話
会
、
福
岡
、

一
九
七
三
年
復
刻
版
。

▲
山
田
慶
兒
『
中
国
医
学
の
思
想
的
風
土
』、
潮
出
版
社
、
東
京
、

一
九
九
五
年
。

▲
山
田
慶
兒
『
中
国
医
学
の
起
源
』、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
九
九

年
。

▲
吉
田
洋
一｢

解
臓
記
并
道
原
」（
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
編

『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館 

分
館
村
上
医
家
史
料
館
資
料
叢
書
』
第

一
巻
、
二
〇
〇
三
年
、
七
～
三
九
頁
所
収
）。

▲
盧
玉
起
、
鄭
洪
新
編
著
、
堀
池
信
夫
［
ほ
か
］
共
訳
『
中
国
医
学
の

気　

黄
帝
内
経
医
学
の
基
礎
』、
谷
口
書
店
、
東
京
、
一
九
九
三
年
。

史
料

▲
村
上
玄
水
著
「
四
元
行
火
吸
之
論
」（
写
本
、
仮
綴
四
丁
、
二
七
・
八

糎
×
一
九
・
九
糎
、
文
化
一
一
年
成
、
村
上
医
家
史
料
館
蔵
）。

▲
村
上
玄
水
著
「
天
地
分
體
論
」（
写
本
、
仮
綴
一
二
丁
、
二
七
・
〇
糎

×
一
七
・
一
糎
、
村
上
医
家
史
料
館
蔵
）。

東
京
、
一
九
八
八
年
。

▲
川
嶌
眞
人
『
蘭
学
の
泉
中
津
に
湧
く
』、
西
日
本
臨
床
医
学
研
究

所
、
中
津
、
一
九
九
二
年
。

▲
川
嶌
眞
人
『
医
は
不
仁
の
術　

努
め
て
仁
を
な
さ
ん
と
欲
す
』、
西

日
本
臨
床
医
学
研
究
所
、
中
津
、
一
九
九
六
年
。

▲
漢
方
医
学
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
漢
方
医
学
大
辞
典
』、
雄
渾

社
、
東
京
、
一
九
八
三
年
。

▲
黒
屋
直
房
『
中
津
藩
史
』、
碧
雲
荘
、
東
京
、
一
九
四
〇
年
。

▲
最
新
医
学
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
最
新
医
学
大
辞
典
』
第
二
版
、

医
歯
薬
出
版
、
東
京
、
一
九
九
六
年
。

▲
下
毛
郡
教
育
会
編
『
下
毛
郡
誌
』、
大
分
県
下
毛
郡
教
育
会
、
中

津
、
一
九
二
七
年
。

▲
釋
圓
通
撰
、
釋
智
轂
校
『
佛
國
暦
象
編
』
五
巻
五
冊
、
縦
二
七
糎
×

横
一
九
糎
、
文
化
七
年
釋
智
轂
、
釋
圓
通
序
、
巻
之
一
…
五
〇
丁
、

巻
之
二
…
四
三
丁
、
巻
之
三
…
四
九
丁
、
巻
之
四
…
五
七
丁
、
巻
之

五
…
五
二
丁
。
個
人
蔵
。

▲
創
医
会
学
術
部
編
『
漢
方
用
語
大
辞
典
』、
燎
原
、
東
京
、

一
九
八
四
年
。

▲
中
医
研
究
院
、
広
州
中
医
学
院
、
成
都
中
医
学
院
編
著
、
中
医
学
基

本
用
語
邦
訳
委
員
会
訳
編
『
中
国
漢
方
医
語
辞
典
』、
中
国
漢
方
、

東
京
、
一
九
八
〇
年
。

▲
中
村
謙
介
『
和
漢
薬
方
意
辞
典
』、
緑
書
房
、
東
京
、
二
〇
〇
四
年
。

▲
南
京
中
医
学
院
編
、
石
田
秀
実
監
訳
、
島
田
隆
司
［
ほ
か
］
訳
『
現

代
語
訳　

黄
帝
内
経
素
問
』
上
・
中
・
下
巻
、
東
洋
学
術
出
版
社
、
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16　
「
天
地
分
體
論
」、
一
丁
裏
。

17　
「
天
地
分
體
論
」、
二
丁
表
。

18　
「
天
地
分
體
論
」、
二
丁
表
。

19　
「
天
地
分
體
論
」、
三
丁
表
。

20　
「
草
稿
」、
二
丁
裏
な
ど
。

21　
「
天
地
分
體
論
」、
二
丁
裏
な
ど
。

22　
「
無
外
子
」
は
圓
通
の
本
当
の
号
で
あ
り
、
玄
水
が
な
ぜ
そ
の
「
無
外
子
」
を
名

乗
っ
た
か
は
謎
で
あ
る
。
拙
稿
「
村
上
玄
水
著
「
六
祖
玄
水
屈
伸
録
」
と
そ
の
背

景—

写
本
「
老
野
子
」
と
の
関
連
性
を
中
心
に—

」
参
照
。

23　

拙
稿
「
村
上
医
家
史
料
館
所
蔵
写
本
『
老
野
子
』
に
お
け
る
「
有
外
子
」・「
老
野

子
」
と
そ
の
背
景
」、
二
四
頁
表
一
。

24　

拙
稿
「
村
上
玄
水
写
「
六
祖
玄
水
屈
伸
録
」
と
そ
の
背
景—

写
本
「
老
野
子
」
と
の

関
連
性
を
中
心
に
」、
五
頁
表
一
。

25　

お
そ
ら
く
玄
水
が
圓
通
の
号
を
名
乗
っ
た
ま
ま
で
は
不
都
合
で
あ
ろ
う
か
ら
、「
老

野
子
」
で
は
玄
水
が
「
老
野
子
」
を
名
乗
り
、
無
外
子
釋
圓
通
に
は
「
有
外
子
」

と
仮
名
を
付
し
な
お
し
て
い
る
。
拙
稿
「
村
上
医
家
史
料
館
所
蔵
写
本
『
老
野
子
』

に
お
け
る
「
有
外
子
」・「
老
野
子
」
と
そ
の
背
景
」
参
照
。
な
お
、
こ
の
「
老
野

子
」
関
連
史
料
と
、
村
上
玄
水
写
「
佛
國
暦
象
編
」
な
ら
び
に
「
四
元
行
火
吸
之

論
」（
一
八
一
四
成
）
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
後
稿
で
検
討
し
た
い
。

26　

こ
こ
で
元
吉
は
、
黒
胆
汁
液
（m

elancholia

）、
黄
胆
汁
液
（cholera

）、
血
液

（sanguis

）、
粘
液
（phlegm

a

）
と
い
う
古
来
の
四
体
液
は
こ
こ
で
「
胆
汁
液
」、

「
血
液
」
お
よ
び
「
粘
稠
液
」
と
呼
び
、
さ
ら
に
そ
こ
に
イ
ア
ト
ロ
化
学
の
概
念
と

し
て
酸
性
と
ア
ル
カ
リ
性
を
加
え
て
い
る
。
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
吉

雄
元
吉—

忘
れ
ら
れ
た
蘭
学
者
の
生
涯
と
著
作
に
つ
い
て—

」、
九
七
頁
。

▲
村
上
玄
水
著
「
天
地
分
體
論
［
草
稿
］」（
写
本
、
仮
綴
一
一
丁
、

二
四
・
七
糎
×
横
一
七
・
一
糎
、
村
上
医
家
史
料
館
蔵
）。

 　
︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱

1　

村
上
玄
水
に
つ
い
て
は
、
今
永
正
樹
『
医
亦
従
自
然
也　

村
上
医
家
事
歴
志
』、

一
〇
一
〜
一
一
〇
、一
一
九
〜
一
三
二
頁
。
川
嶌
眞
人
『
蘭
学
の
泉
中
津
に
湧
く
』、

一
六
四
〜
一
六
九
頁
。
参
照
。

2　

該
当
す
る
史
料
と
し
て
、「
佛
國
暦
象
編
」、「
老
野
子
」、「
六
祖
玄
水
屈
伸
録
」
と

い
っ
た
写
本
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
仏
教
天
文
学
（
梵
暦
）
の
柱
は
そ
の
天
地

観
と
暦
の
二
つ
で
あ
る
が
、
玄
水
は
天
地
観
に
の
み
関
心
を
示
し
て
い
る
。
拙
稿

「
佛
國
暦
象
編
」、
同
「
村
上
医
家
史
料
館
所
蔵
写
本
『
老
野
子
』
に
お
け
る
「
有
外

子
」・「
老
野
子
」
と
そ
の
背
景
」、
同
「
村
上
玄
水
写
「
六
祖
玄
水
屈
伸
録
」
と
そ

の
背
景—

写
本
「
老
野
子
」
と
の
関
連
性
を
中
心
に
」
参
照
。

3　

以
下
、「
目
録
」
と
す
る
。

4　

叢
書
第
九
巻
に
附
し
た
「
目
録　

第
二
部
」
で
、
本
史
料
の
紙
数
は
九
丁
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
切
紙
の
二
葉
を
除
い
た
数
で
あ
る
。

5　

草
稿
、
九
丁
表
。

6　

史
料
に
は
「
天
地
分
體
論
」
と
し
か
題
さ
れ
て
い
な
い
が
、
成
稿
と
区
別
す
る
た
め

に
、
本
稿
で
は
便
宜
上
「
草
稿
」
と
す
る
。

7　

拙
稿
「
村
上
玄
水
著
「
天
地
分
體
論
」
と
そ
の
背
景
」、
七
二
頁
。

8　
「
草
稿
」、
一
丁
表
。

9　
「
天
地
分
體
論
」、
一
丁
表
。

10　
「
草
稿
」、
一
丁
裏
。

11　
「
天
地
分
體
論
」、
一
丁
裏
。

12　
「
草
稿
」、
一
丁
裏
。

13　
「
草
稿
」、
二
丁
表
。

14　
「
草
稿
」、
二
丁
表
。

15　
「
草
稿
」、
三
丁
表
。
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は
歴
代
当
主
が
個
々
に
中
津
医
学
校
や
県
会
議
員
な
ど
を
歴
任
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

　

今
回
翻
刻
し
た
史
料
は
、
元
来
鷹
匠
町
大
江
家
が
所
蔵
し
て
い
た
史

料
で
あ
り
、
旧
目
録
の
史
料
名
称
は
「
文
政
８
・
９
年
記
録
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
（
図
一
）。
書
写
年
代
は
「
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）

頃
、「
備
考
」
に
は
「
藩
か
ら
の
達
な
ど
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

は
じ
め
に

　

中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
分
館
・
大
江
医
家
史
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
史
料
群
に
は
、
大
江
家
歴
代
の
事
績
を
検
証
す
る
上
で
有
益
な
も

の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
現
在
概
要
調
査
に
留
ま
っ

て
い
る
。
平
成
二
十
一
年
度
よ
り
、
既
存
の
当
館
史
料
目
録
の
悉
皆
調

査
を
行
っ
て
い
る
が
、
未
だ
そ
の
全
容
解
明
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
本

稿
で
は
、
二
系
統
に
大
別
さ
れ
る
大
江
家
の
う
ち
、「
鷹
匠
町
大
江
家

史
料
」
か
ら
一
史
料
を
事
例
と
し
て
、
そ
の
解
説
と
今
後
の
課
題
を
述

べ
る
こ
と
に
す
る
。

　

一
、
史
料
内
容
の
検
証

　

大
江
家
の
概
要
に
関
し
て
は
、
既
に
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル

氏
に
よ
り
、『
医
家
史
料
叢
書
Ⅳ
』（
二
〇
〇
七
年
）
の
中
で
詳
細
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
ほ
か

1

、
数
多
く
の
参
考
資
料
が
見
出
せ
る
。
こ
れ
ら

に
よ
る
と
、
大
江
家
の
初
代
・
五
郎
右
衛
門
（
一
六
八
五―

一
七
三
二
）
の
孫
の
代
よ
り
、
鷹
匠
町
大
江
家
と
京
町
大
江
家
に
分
か

れ
た
と
い
う

2

。
そ
の
後
は
両
家
と
も
中
津
藩
医
を
勤
め
、
近
代
以
降

文
政
年
間
に
お
け
る
大
江
家
周
辺
の
事
績

吉
田
洋
一　　　　図一　「文政８・９年記録」表紙

　　　　　　（大江医家史料館所蔵）。
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（
文
政
八
年
か
）
正
月
十
八
日
夜　

征
矢
野
元
意　

会
3

　
　
　
　
　
　
　

二
月
廿
九
日　
　

根
来
東
俊　

会

　
　
　
　
　
　
　

三
月
十
九
日　
　

大
江
春
塘　

会

　
　
　
　
　
　
　

四
月
九
日　
　
　

征
矢
野
求
恕　

会

　
　
　
　
　
　
　

五
月
廿
八
日　
　

根
来
東
林　

会
4

　
　
　
　
　
　
　

六
月
三
日　
　
　

大
江
貫
恕　

会

　
　
　
　
　
　
　

七
月
五
日　
　
　

松
川
脩
山　

会

　
　
　
　
　
　
　

八
月
十
七
日　
　

原
岡
秀
圃　

会

　
　
　
　
　
　
　

九
月
廿
五
日　
　

辛
嶌
正
庵　

会

　
　
　
　
　
　
　

十
月
廿
二
日　
　

村
上
貞　

会

　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
十
一
日　

平
田
甫
真　

会

　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
朔
日　
　

大
江
益
山　

会

文
政
九
年　
　
　

正
月
廿
日　
　
　

征
矢
野
求
恕　

会

　
　
　
　
　
　
　

二
月
十
八
日　
　

根
来
東
俊　

会

　
　
　
　
　
　
　

三
月
十
二
日　
　

征
矢
野
元
意　

会

　
　
　
　
　
　
　

四
月
廿
二
日　
　

根
来
東
林　

会

　
　
　
　
　
　
　

五
月
十
七
日　
　

大
江
春
塘　

会

　
　
　
　
　
　
　

六
月
十
日　
　
　

大
江
玄
明　

会

　
　
　
　
　
　
　

七
月
廿
二
日　
　

松
川
脩
山　

会

　
　
　
　
　
　
　

八
月
廿
五
日　
　

原
岡
秀
圃　

会

　
　
　
　
　
　
　

九
月
廿
五
日　
　

辛
嶌
正
庵　

会

　
　
　
　
　
　
　

十
月
廿
五
日　
　

平
田
甫
真　

会

　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
十
八
日　

大
江
兼
山　

会

　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
四
日　
　

村
上
貞　

会

　

恐
ら
く
、
表
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
「
正
月
十
八
日
夜
」
と
は
、
そ
の

前
年
の
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
と
推
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

ま
た
、
本
史
料
の
七
二
丁
目
に
「
正
月
十
九
日　

征
矢
野
元
意　

会
」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
降
は
文
政
十
年
の
記
述
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
（
図
二
）。
文
政
八
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
本
史
料
に

記
載
さ
れ
て
い
る
日
時
と
人
名
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　　　　図二　年号が特定可能な箇所（三五丁表）
　　　　　　（大江医家史料館所蔵）。
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料
と
の
関
連
性
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

　

人
名
以
外
の
本
史
料
の
記
述
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
（
文
政
八
年
）

五
月
の
条
に
、

御
触
之
写

従
江
戸
飛
脚
到
来　
　

殿
様
御
義
御
隠
居　

若
殿
様
御
義
御
家
督
之
御

願
被　

指
出
候
処
去
ル
四
日
御
老
中
様
御
連
名
之
御
奉
書
到
来
翌
五
日

為
御
名
代
酒
井
大
学
様
御
同
道
ニ
而
御
登　

城
被
遊
候
所
御
隠
居
御
家

督
無
御
相
違
被
為
蒙　

仰
候
旨
申
来
恐
悦
之
御
事
ニ
候
右
可
為
申
知
如

此
候
已
上

　
　
　

五
月
廿
四
日

8

と
あ
り
、
藩
主
昌
高
の
隠
居
に
伴
っ
て
「
御
祝
儀
」
が
生
じ
た
こ
と
に

関
す
る
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
同
様
の
記
述
は
『
惣
町
大
帳
』
で

も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

9

。

　

お
わ
り
に

　

日
時
と
人
名
の
一
覧
か
ら
、
文
政
八
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
、
前
述

の
征
矢
野
元
意
を
は
じ
め
、
大
江
家
、
辛
島
家
な
ど
医
療
に
従
事
す
る

藩
士
が
毎
月
一
回
面
会
し
て
い
た
こ
と
が
史
料
か
ら
読
み
取
れ
る
が
、

最
も
重
要
な
の
は
、
書
写
者
が
誰
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同

時
期
の
大
江
家
歴
代
の
氏
名
（
大
江
玄
明
、
春
塘
、
兼
山
な
ど
）
は
列

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
彼
ら
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
。
玄
明
の
息
子
の

雲
澤
（
一
八
二
二
～
九
九
）
は
、
当
時
幼
少
の
た
め
記
述
は
不
可
能
で

あ
ろ
う
。
歴
代
大
江
家
の
な
か
で
は
、
京
町
大
江
家
の
良
策
（
寛
政

（
文
政
十
年
か
）　

正
月
十
九
日　
　

征
矢
野
元
意　

会

　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
廿
五
日　
　

根
来
東
俊　

会

　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
廿
一
日　
　

大
江
春
塘　

会

　
　
　
　
　
　
　
　

四
月
廿
日　
　
　

征
矢
野
求
恕　

会

　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
廿
三
日　
　

辛
嶌
正
庵　

会

　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
三
日　
　
　

大
江
玄
明　

会

　
　
　
　
　
　
　

閏
六
月
廿
五
日　
　

松
川
脩
山　

会

　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
廿
二
日　
　

原
岡
秀
圃　

会

　
　
　
　
　
　
　
　

八
月
廿
五
日　
　

根
来
東
林　

会

　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
十
八
日　
　

平
田
甫
真　

会

　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
廿
五
日　
　

村
上
宗
玄　

会

　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
廿
一
日　

大
江
兼
山　

会

　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
八
日　
　

征
矢
野
元
意　

会

　

こ
の
一
覧
の
中
で
、
文
政
八
年
か
ら
十
年
の
間
、
必
ず
正
月
の
条
に

記
載
さ
れ
て
い
る
「
征そ

　
や
　
の

矢
野
元
意
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。「
御
家
中
系

図　

嘉
永
三
年
改

5

」
に
よ
る
と
、「
小
倉
御
領
有
安
村　

里
見
元
衡
義

尚　

二
男　

実
は
豊
前
上
毛
郡
幸
子
村
今
福
正
悦
忠
宗　

二
男
」
と
あ

り
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
家
督
を
相
続
し
、
文
政
十
年

（
一
八
二
七
）
に
「
薬
種
料
」
と
し
て
「
金
二
両
」
を
下
賜
さ
れ
て
い

る
。
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
に
は
「
御
近
習
御
医
師
」
に
着
任
し
、

同
九
年
に
没
し
て
い
る

6

。
他
の
医
師
に
関
し
て
も
、「
御
家
中
系
図　

嘉
永
三
年
改
」
や
「
記
註
撮
要
家
督
役
替

7

」
な
ど
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
績
が
見
出
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
日
付
と
人
名
に
関
す
る
他
の
史
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さ
せ
候
上
金
箔
屋
共
江
相
渡
筈
ニ
候
間

他
所
ニ
金
箔
隠
し
折
堅
致
間
敷
候

一
右
下
買
之
者
并
上
澄
売
渡
所
其

外
職
人
共
迄
金
座
よ
り
看
板
并
鑑

［
二
丁
表
］

札
等
渡
置
候
之
条
右
之
外
致
間
敷
候

右
之
通
去
ル
辰
年
相
触
候
処
今
以

下
金
類
金
座
之
外
ニ
而
売
買
致

箔
隠
し
折
ニ
致
候
者
有
之
由
相
聞
不

埒
之
事
候
弥
右
辰
年
相
触
候
通
堅

可
相
守
候
若
相
背
有
之
ニ
於
て
者
其
品

取
上
急
度
可
申
付
者
也

［
二
丁
裏
］

武
家
ニ
而
在
方
之
者
を
請
人
江
召
抱
置

奉
公
人
於
屋
敷
内
自
殺
致
候
節
他
之
引

合
等
無
之
全
乱
心
自
殺
ニ
而
主
人
心
障

之
儀
も
無
之
候
共
見
分
不
相
済
死
骸
引
渡

候
得
ば
於
在
方
は
検
使
等
ニ
差
支
候
趣
ニ

相
聞
候
間
以
来
在
方
請
奉
公
人
自
殺
之

節
者
全
乱
心
ニ
而
他
之
引
合
并
主
人
心
障

［
三
丁
表
］

之
儀
今
之
趣
之
届
書
面
ニ
候
共
其
向
江

為
見
届
御
目
付
方
支
配
之
者
差
遣
可
申
候

間
見
届
相
済
候
上
ニ
而
請
人
全
之
内
江
死
骸

八
・
一
七
九
六
年
養
子
）
が
有
力
で
は
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て

は
、
周
辺
史
料
の
詳
細
な
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。

 
【
史
料
】「
文
政
八
～
十
年
備
忘
録
［
仮
題
］」

［
表
紙
］

正
月
十
八
日
夜　

征
矢
野
元
意
会

［
表
紙
見
返
し
］

二
月
廿
九
日　

根
来
東
俊
会

　
　
　

大
目
付
江

金
箔
并
下
金
類
取
締
方
之
儀

［
一
丁
表
］

此
後
清
藤
三
右
衛
門
一
手
ニ
申
付
候
間

以
来
吹
金
は
つ
し
金
屑
金
其
外

都
而
下
金
類
所
持
致
居
候
者
は
金
座

并
金
座
附
下
買
江
売
渡
可
申
候
且

金
細
工
人
金
粉
屋
其
外
地
金
入
用

之
者
は
於
金
座
ニ
買
請
可
申
候
私
之

相
対
を
以
他
所
江
之
直
売
買
一
切
致

［
一
丁
裏
］

間
敷
候　

一
金
箔
折
立
方
之
儀
此
後

於
江
戸
表
ニ
上
澄
売
渡
一
所
取
建

箔
地
金
金
座
よ
り
相
渡
上
澄
ニ
相
立
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此
段
可
申
伝
旨
御
年
寄
衆
よ
り
被
仰
渡

　
　
　

月
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

征
矢
野
元
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
上
候

私
儀
鷹
匠
町
ニ
而
屋
敷
拝
領
仕
居
候

得
共
家
業
柄
弁
利
不
宜
候
処
奥
平
多
兵
衛

［
五
丁
表
］

屋
敷
地
手
広
ニ
付
半
分
米
町
境
於
間

余
之
処
借
用
仕
度
条
熟
談
相
済
候
得
共
万

一
多
兵
衛
儀
上
ヶ
地
等
被　

仰
付
候
節
一
同
ニ
上
ヶ

地
ニ
相
成
候
而
は
其
節
難
渋
仕
候
間
私
儀
是

迄
拝
領
仕
居
候
鷹
匠
町
屋
敷
地
差
上
可

申
候
間
右
多
兵
衛
屋
敷
地
之
内
私
江
拝
領

被　

仰
付
被
下
候
様
仕
度
左
候
ハ
ヽ
米
町
通
江

向
候
而
家
作
仕
度
奉
存
候
間
何
分
宜
敷
被
仰
達
可
被
下
候

［
五
丁
裏
］

三
月
十
九
日　

大
江
春
塘
会

一
原
岡
秀
甫
方
在
番
被
仰
付
七
月
中
出
府
致
候
様
被
仰
付

七
月
中
出
府
致
候
様
被
仰
付
候
事

［
六
丁
表
］

○一
内
御
用
人
御
役
之
儀
柳
原
荘
内
被

引
渡
候
様
可
致
候
尤
町
方
請
ニ
而
召
抱
候

奉
公
人
者
是
迄
之
通
相
心
得
申
候

右
之
趣
為
心
得
向
々
江
急
度
可
申
達
旨
を

右
京
大
夫
殿
被　

仰
渡
候
ニ
付
申
達
候
以
上

［
三
丁
裏
］

　
　
　

正
月
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
尾
市
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

織
田
信
濃
守

　
　
　
　
　

奥
平
大
膳
大
夫
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
留
守
居
中

大
坂
詰
合
調
物
類
遣
候
節
代
銀
書
状
江

指
添
可
相
頼
旨
毎
々
申
渡
置
候
処
区
々

有
之
代
銀
不
指
添
品
指
下
シ
候
後
も
代

［
四
丁
表
］

銀
及
遅
滞
候
向
も
在
之
難
渋
致
候
者

申
出
候
間
以
来
者
頼
物
有
之
迚
も
及

断
候
様
申
渡
置
候
尤
勤
道
具
其
外
無

拠
大
坂
表
ニ
無
之
候
而
者
難
調
品
物
相

頼
度
存
候
者
者
御
留
守
居
江
相
頼
候
者

格
別
詰
合
之
者
へ
相
頼
候
ハ
ヽ
元
方
御
廻
米

方
連
名
ニ
而
可
被
指
越
候
勿
論
代
銀
不
指
添

［
四
丁
裏
］

并
寄
手
一
名
之
頼
者
聞
而
承
知
不
致
候
様

申
渡
置
候
間
兼
而
右
様
可
被
相
心
得
候
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一
品
ニ
寄
表
御
用
人
よ
り
内
御
用
人

ヲ
以
上
江
申
上
候
事
有
之
節
ハ
内
御
用

人
詰
処
ニ
参
相
頼
可
申
候
事

［
八
丁
表
］

一
吉
凶
事
ニ
付
而
者
御
使
罷
成

下
候
事
一
他
出
之
儀
者
表
御
用
人

同
様
数
無
被　

仰
付
候
事

一
供
廻
り
之
儀
他
向
江
罷
越
候
節
ハ

表
御
用
人
同
様
ニ
可
相
心
得
候
事

一
出
火
之
節
袖
摺
桃
灯
為
持

［
八
丁
裏
］

可
申
候
兼
帯
御
役
之
方
ハ
是
迄
之

通
ニ
可
相
心
得
事
一
武
鑑
江
者
御
役
名

認
之
儀
相
成
候
事
内
御
用
人
之
儀
是
迄

区
々
相
心
得
候
向
も
在
之
万
事
不
都
合
ニ

被　

思
召
依
而
此
度
右
御
ヶ
条
之
通

改
メ
御
取
極
メ
可
被
成
候
付
諸
向
江
も

［
九
丁
表
］

心
得
可
申
伝
旨　

御
差
図
被
仰
出
候

以
上

　
　
　

正
月

右
之
通
於
江
戸
表
被
仰
出
候
間

為
心
得
可
申
伝
旨
御
年
寄
衆
被

仰
渡
候
以
上

仰
付
候
勤
平
士
同
様
ハ
申
伝
有
之
候
得
共

上
御
取
扱
諸
士
ト
は
違
候
事
ニ
候
得
者
平
士

同
様
与
は
不
能
申
候
儀
ニ
付
諸
士
ヨ
リ
取
扱

違
候
様
可
致
候
事
一
家
老
江
文
通

之
儀
端
書
付
候
而
終
り
に
右
為
可
申
上
候

［
六
丁
裏
］

認
諸
苗
字
様
之
文
字
ニ
可
認
候
宅
江

罷
越
候
節
ハ
物
申
ト
御
用
人
同
様
ニ
案
内

可
申
候
送
り
之
節
ハ
玄
関
座
敷
之
間
迄

送
り
可
申
候
事
一
御
目
付
部
屋
江
自
分

事
ニ
而
も
罷
越
候
儀
者
有
之
間
敷
候

御
茶
之
間
江
出
合
ニ
而
申
談
可
然
事
ニ
候

［
七
丁
表
］

間
其
通
相
心
得
可
申
候
事

一
御
目
付
ヨ
リ
伝
等
之
節
ハ
諸
向
連
名
之

廻
状
ハ
如
何
敷
儀
ニ
付
同
役
切
ニ
致
可

申
候
事

一
出
勤
致
候
節
自
分
御
目
付
部
屋
江

参
届
候
儀
者
相
止
メ
以
紙
面
届
可
申
候
事

一
御
目
付
江
之
文
通
ハ
仕
懸
ヶ
返
事
と
も

［
七
丁
裏
］

御
目
付
中
様
ト
相
認
メ
可
申
候
事

一
御
殿
江
罷
出
候
節
刀
脱
候
場
所
者

表
御
用
人
同
様
ニ
可
致
候
事
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其
利
足
ニ
而
三
十
年
賦
引
当
無
之

分
ハ
対
談
次
第
取
片
付
可
申
候
事

一
元
〆
方
引
当
御
貸
附
之
分
当

年
ヨ
リ
無
利
足
ニ
而
三
十
年
賦
御
引
取

［
一
一
丁
裏
］

相
成
候
事

一
町
家
仕
送
り
之
者
ヨ
リ
引
宛
を
以

御
貸
附
ニ
相
成
候
分
当
年
ヨ
リ
無
利
足

三
十
年
賦
御
引
取
相
成
候
事

一
在
宅
ニ
付
元
〆
方
拝
借
右
同
断
之
事

［
一
二
丁
表
］

一
諸
上
納
物
当
酉
ノ
暮
ヨ
リ
欠
年

被
仰
付
候
事
但
御
引
取
方
追
而
可
被

仰
出
候
事

一
御
手
宛
旅
行
料
拝
借
引
残

之
分
共
右
同
断
但
右
同
断

一
御
小
納
戸
銀
当
暮
ヨ
リ
無
利
足

［
一
二
丁
裏
］

三
十
年
賦
被
仰
付
候
事

一
御
厩
銀
右
同
断
之
事

一
勤
禁
足
之
者
ハ
銀
主
方
へ
去
ル

暮
迄
割
渡
差
引
残
之
分

当
酉
暮
ヨ
リ
右
同
断
被
仰
付
候
事

［
一
三
丁
表
］

　
　
　

三
月

［
九
丁
裏
］

四
月
九
日　

征
矢
野
求
恕
会

先
達
而
於
西
丸　

御
男
子
様
御
誕

生
被
為
在
候
得
共
思
召
有
之
表

向
御
弘
不
被
遊
候
之
所
御
簾
中
様

［
一
〇
丁
表
］

　

御
養
被
遊
御
弘
被
仰
出
候
若
君
様
ト

　

可
達
称
候

　
　
　
　
　
　
　

大
目
付
江

　
　

公
方
様

　
　

内
府
様

　
　

御
臺
様

　
　

御
簾
中
様

［
一
〇
丁
裏
］

　
　

若
君
様

　
　

峯
姫
君
様

　
　
　

右
之
通
御
順
ニ
候
間
承
合
候
向
も

　
　
　

有
之
候
ハ
ヽ
可
被
達
候

　
　
　
　

二
月

［
一
一
丁
表
］

　
　
　
　

覚

○
一
当
借
引
宛
有
之
分
者
当
年
ヨ
リ
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被
致
先
之
勝
手
向
取
続
相
心
懸

専
要
之
事
ニ
存
候

此
段
可
申
伝
旨
御
年
寄
衆
被
仰
渡
候
以
上

　
　
　
　
　

大
目
付
へ

［
一
五
丁
表
］

古
金
銀
通
用
之
儀
当
二
月

を
限
り
候
様
に
と
去
申
ノ
年
相
触
候

処
今
以
古
金
銀
引
替
残
り
有
之

趣
ニ
候
遠
国
等
い
ま
た
不
行
届

引
ニ
付
古
金
銀
引
替
可
申
候
尤

遠
国
之
分
ハ
去
申
年
閏
八
月

［
一
五
丁
裏
］

相
触
候
通
引
替
之
金
銀
高
并

道
法
遠
近
ニ
応
し
道
中
入
用

も
被
下
候
事
候
得
共
御
料
は
御
代
官

私
領
ハ
領
主
地
領
ニ
而
弥
厚
世
話

致
候
最
寄
引
替
所
と
為
指
出
不

残
引
替
候
様
可
申
付
候
当
酉
八
月

［
一
六
丁
表
］

よ
り
古
金
銀
通
用
弥
停
止

た
る
へ
く
候
間
無
油
断
引
替
ニ

指
出
可
申
候
尤
停
止
以
後
通
用

致
候
者
有
之
者
急
度
可
申
付
候

右
之
趣
可
被
相
触
候

一
累
年
御
家
中
末
々
迄

暮
向
難
渋
之
趣
相
聞
候
得
共

上
も
御
内
証
向
御
子
指
操
之
義
ハ

薄
候
年
初
も
被
致
候
通
り
誠
ニ
近

年
ハ
引
続
無
御
拠
御
入
抔
の
ミ

相
重
り
自
然
ト
御
必
止
之
御
指
支

［
一
三
丁
裏
］

成
行
御
公
務
等
ハ
勿
論
平
常

之
御
取
渡
方
へ
御
六
ケ
敷
義
ニ
而

万
事
難
渋
旨
及
御
手
ニ
御
時
節
ニ

候
得
者　

上
も
深
く
御
心
痛

被
遊
於
銘
々
共
ニ
も
恐
入
候
義
ニ
在
之
候

依
而
は
何
ケ
与
御
法
相
立
不
申
候
而
は

［
一
四
丁
表
］

行
候
御
取
続
方
不
相
見
誠
ニ
御
大
切

之
義
ニ
候
間
当
時
厚
御
取
調
中

之
折
柄
ニ
在
之
候
処
去
冬
ヨ
リ
借

用
方
至
而
不
融
通
ニ
相
成
一
統

及
困
窮
候
趣
相
聞
候
得
共
前
書

之
御
時
合
ニ
候
得
は
外
ニ
御
手
宛
之

被
成
方
茂
無
之
不
得
止
事
候
御
不

［
一
四
丁
裏
］

義
理
別
紙
之
通
り
此
節
借
用

年
賦
被　

仰
出
候
其
段
ハ
得
と
勘
考
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押
羽
織
御
手
廻
り
御
駕
籠
其
外
看
板

類
都
而

御
隠
居
様
是
迄
之
御
供
立
之
通

一
以
来

［
一
八
丁
裏
］

御
隠
居
様
江
御
門
外
ニ
而
御
行
逢
申
上
候

節
御
鎗
為
御
持
不
被
遊
候
節
者
致
下
座
候
ニ

不
及
候
御
見
上
ケ
不
申
候
振
ニ
而
御
行
違

可
申
上
候
様
被　

仰
出
候
此
段
可
申
伝
旨
御
年

寄
衆
被
仰
渡
候
以
上

　
　
　

五
月

［
一
九
丁
表
］

此
度

御
隠
居
様
御
儀

左
衛
門
尉
様
ト
御
名
改
被
遊
候
ニ
付

御
家
中
末
々
迄
名
前
頭
字
ニ
左
之
字

無
用
可
致
候
左
衛
門
ト
続
申
候
義
可
致

遠
慮
候
右
衛
門
ト
申
儀
ハ
不
苦
候

［
一
九
丁
裏
］

江
戸
御
在
所
在
番
先
よ
り
親
病
気

等
之
義
一
通
り
之
病
気
ニ
而
相
願

候
而
も
帰
切
又
は
立
帰
不
被
仰
付
候
間

委
細
ニ
可
被
申
出
候
尤
当
人
ハ
勿
論
頭

役
頭
ヨ
リ
も
在
番
先
キ
同
役
江
申
出
候
も

　
　
　

二
月

［
一
六
丁
裏
］

　
　
　
　

御
触
之
写

従
江
戸
飛
脚
到
来

殿
様
御
義
御
隠
居

若
殿
様
御
義
御
家
督
之
御
願
被

指
出
候
処
去
ル
四
日
御
老
中
様
御
連

名
之
御
奉
書
到
来
翌
五
日
為
御

［
一
七
丁
表
］

名
代
酒
井
大
学
様
御
同
道
ニ
而

御
登　

城
被
遊
候
所
御
隠
居
御
家
督

無
御
相
違
被
為
蒙　

仰
候
旨
申
来

恐
悦
之
御
事
ニ
候
右
可
為
申
知
如
此
候
已
上

　
　
　

五
月
廿
四
日

［
一
七
丁
裏
］

右
ニ
付
御
祝
義
御
帳
着
申
候
且

一
格
壱
人
一
役
壱
人
御
酒
御
吸
物

被
下
候
事

一
若
殿
様
御
義
以
来

殿
様
与
可
奉
称
候

殿
様
御
儀

［
一
八
丁
表
］

御
隠
居
様
与
可
奉
称
候

一
殿
様
御
鎗
并
御
供
拍
子
木
御
帰
触
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殿
様
以
来

御
隠
居
様
是
迄
之
御
馬
験
御
用
被
遊
候

御
隠
居
様
ニ
而
者

殿
様
是
迄
之
御
馬
験
御
用
被
遊
候

［
二
二
丁
表
］

御
隠
居
様
御
鎗
木
賊
色
分
調

御
鞘
御
用
被
遊
候

一
上
御
隠
居
御
家
督
御
祝
義
と
し
而

御
肴
献
上
尤　

御
両
方
様
江
干
鯛

拾
枚
目
録
ニ
而
指
上
拾
枚
代
百
銅
目

録
認
候
紙
代
弐
拾
銅
依
而
内
向
五
人

［
二
二
丁
裏
］

八
百
廿
四
銅
ツ
ヽ
指
出
候
事

八
月
十
七
日　

原
岡
秀
圃
会

秀
圃
方

江
戸
在
番
出
立
之
義
病
後
ニ
付

日
延
之
義
願
達
候
所
同
月
四
日

［
二
三
丁
表
］

願
之
通
被
仰
付
候
事
（
割
書
）「
六
月
朔
日
日
延
／
申
達
也
」

　

原
岡
秀
圃
方 
八
月
十
二
日 

在
番

被
仰
付
居
候
所
村
田
玄
召
壱
人
ニ
而

御
調
之
上
可
被　

仰
付
候
右
之
趣
先
年

［
二
〇
丁
表
］

も
被
仰
出
候
所
間
々
心
得
違
之
者
も

有
之
哉
ニ
相
聞
候
以
来
急
度
双
方
ヨ
リ

可
相
頼
候
此
段
可
申
伝
旨
伝
御
座
候

向
後
願
之
上
御
用
銀
拝
借
致
候
者

飼
葉
料
上
納
被　

仰
付
候
間
取
〆

方
へ
対
談
可
致
候

［
二
〇
丁
裏
］

五
月
廿
八
日　

根
来
東
林
会

一
此
度
於
西
丸　

御
男
子
様
御
誕
生

被
遊
候
御
名
之
義
者
松
平
初
之
丞
様
と

奉
称
候
右
ニ
付
初
と
申
文
字
唱
付
申

［
二
一
丁
表
］

間
敷
候
同
字
ニ
而
も
訓
違
候
得
者

不
苦
候

一
六
月
三
日　

大
江
貫
恕
会

一
上
御
隠
居
御
家
督
為
御
祝
義

御
両
方
様
江
御
肴
献
上
但
シ
干
鯛
五
枚
ツ
ヽ

［
二
一
丁
裏
］

一
七
月
五
日　

松
川
脩
山
会
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一
十
月
朔
日
初
メ
テ
御
目
見
被
仰
付
候
ニ
付

　

御
肴
指
上
候
事

一
隠
居
之
者
御
肴
指
上
候
事

一
十
月
廿
二
日　

村
上
貞
会

　
　
　
　

大
目
付
江

　
　
　
　
　
　
　

一
橋
一
位
殿

一
准
大
臣

［
二
五
丁
裏
］

宣
下
ニ
付
向
後
一
橋
義
同
殿
ニ
称
し
可
申

候
事
一
位
殿
被
及
高
年
且
格
別
之
御

由
緒
も
有
之
於
当
地
者
貴
重
異
他
之

御
人
体
ニ
付
去
月
十
八
日
准
大
臣
宣
下
有
之

候
間
被
任
叡
慮
ニ
明
七
日
宣
旨
頂
戴
有
之

候
様
ニ
与
被
思
召
候
段
上
使
を
以
被
仰
出
之
一

位
殿
今
日
准
大
臣
宣
下
宣
旨
頂
戴
之

［
二
六
丁
表
］

規
式
無
滞
相
済
一
橋
義
同
殿
ニ
可
被

称
旨
被
仰
出
之
一
橋
義
同
殿
今
度
昇

進
ニ
付
以
来
惣
総
代
駕
籠
用
候
様
先
達

被
仰
出
候
此
度
格
別
之
思
召
を
以
御
召
駕

籠
被
致
拝
領
候
事

　
　
　

八
月

一
恒
之
丞
殿　

千
三
郎
殿　

松
菊
殿
御

［
二
六
丁
裏
］

先
ツ
御
用
御
間
合
候
間
先
ツ
在
番

御
免
被
仰
付
候
事

　
　
　

右
御
免
八
月
十
二
日
被
仰
付
候

［
二
三
丁
裏
］

今
般
夫
野
好
生
方
御
近
習
江
医

師
被
仰
付
候
由
し
ら
せ
有
之
事

村
田
玄
召
方
阿
部
行
庵
方
之
二
男
を

養
子
江
令
致
候
様
願
相
済
候
段
し
ら
せ

申
参
り
候
事　

右
二
通
ハ
直
ニ
返
書
遣
候

［
二
四
丁
表
］

九
月
廿
五
日　

辛
嶌
正
庵
会

　
　
　
　
　

御
初
入
之
事

殿
様
益
御
機
嫌
克
九
月

十
九
日
午
之
刻
御
着
城
被
遊
候

［
二
四
丁
裏
］

一
当
日
内
御
中
間
江
御
酒
御
吸
物

被
下
候
事

一
江
戸
御
発
駕
御
祝
義
江
御
肴

指
上
候
事

一
大
坂
御
着
御
祝
義
御
肴
指
上
候
事

［
二
五
丁
表
］

一
御
着
城
御
祝
儀
江
御
肴
指
上
候
事
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可
相
改
候
苗
字
名
乗
不
苦
候

此
段
可
申
伝
旨
御
年
寄
衆
被
仰
渡
候

近
年
御
暮
向
至
而
御
六
ケ
敷

無
御
拠
御
借
上
ニ
而
も
可
被

［
二
八
丁
裏
］

仰
付
候
旨
評
儀
申
上
候
所
当

年
者
御
初
入
ニ
も
相
成
其
上

末
々
迄
一
統
難
渋
之
段

被
為
及
御
聞
御
借
上
不

被　

仰
出
御
無
理
な
か
ら
も

［
二
九
丁
表
］

御
取
渡
被
遊
候
思
召
ニ
被
為

在
候
右
ニ
付
当
暮
御
家
中

御
物
成
余
分
御
買
上
被

　

仰
付
御
操
合
致
候
間
兼
而

左
様
可
被
相
心
得
候
尚
御
買

［
二
九
丁
裏
］

上
ケ
方
之
儀
ハ
追
而
元
〆
ヨ
リ

可
申
談
候
呉
々
も
厚
き
思

召
之
所
難
有
可
被
奉
承
知

此
段
可
申
渡
旨
御
年
寄
衆

被
仰
渡
候
以
上

［
三
〇
丁
表
］

　

事　

御
台
様
御
養
被
仰
出
候
事

一
御
召
仕
於
利
衛
於
鶴
事
御
両
様
御
誕

　

生
被
為
在
追
々
御
成
長
被
遊
候
ニ
付
此
度
御

　

隠
居
御
家
督
為
御
祝
義
大
身
并
席
ニ
被

　

仰
出
候
間
此
段
相
心
得
候
様
被
仰
出
候
事

一
於
和
哥
事
御
由
緒
も
有
之
者
ニ
付
此

　

度
格
別
之
御
取
扱
被
仰
出
候
右
ニ
付
已
来

［
二
七
丁
表
］

　

左
之
通
り
被
仰
出
候
事

一
大
身
上
席
被
仰
出
候
ニ
付
御
家
中
ニ
而

　

殿
付
唱
可
申
事

一
裏
御
門
ニ
而
下
座
可
致
事

　
　
　

但
シ
御
門
扉
開
キ
候
ニ
不
御
及
候
事

一
行
違
之
節
小
役
人
已
上
失
礼
無
之
様

　

片
寄
罷
通
可
申
候
事

［
二
七
丁
裏
］

一
行
違
之
節
組
外
已
下
下
座
可
致

　

事
一
外
出
之
節
小
役
人
ヨ
リ
供
可
致
事

一
先
月
廿
四
日
於
中
奥
ニ

　

御
姫
様
被
遊
御
誕
生
候　

御
名
之

　

義
ハ
奉
称
定
姫
と
候
依
之
定
之
字
可

　

致
遠
慮
候
文
字
違
候
得
者
訓
違
之
分
ハ

［
二
八
丁
表
］
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戴
被
仰
付
候
事

一
十
一
月
五
日
同
七
日
両
座
芝
居

見
物
被　

仰
付
候
尤
前
日
御
用
人

月
番
江
御
礼
罷
越
候

［
三
二
丁
表
］

一
大
江
一
白
方
十
一
月
七
日
死
去
致
候
事

一
十
一
月
十
一
日　

平
田
甫
真
会

一
十
二
月
朔
日　

大
江
益
山
会

［
三
二
丁
裏
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東

一
十
二
月
三
日
御
初
入
御
祝
儀
に
て
西
本
願

　

寺
使
僧
参
り
御
馳
走
被
下
候
ニ
付
村
上
貞
方

　

御
相
伴
当
順
ニ
而
御
貸
人
之
義
御
目
付
江
相
尋
候
処

　

此
節
ハ
御
薬
箱
才
領
ニ
而
者
無
之
御
貸
人
御

　

貸
被
止
候
由
恩
田
渋
右
衛
門
方
御
用
番
ニ
而
被
申
聞
候

　

然
ル
処
御
貸
人
相
対
江
貞
方
御
参
り
候
ニ
付

［
三
三
丁
表
］

　

此
節
ハ
貸
羽
織
等
御
着
用
可
申
越
之
処
相
尋
候

　

処
御
貸
羽
織
等
之
義
者
何
共
申
付
無
御
座
候

　

間
相
尋
参
り
可
申
旨
ニ
而
引
取
候
故
翌
日
松
川

　

脩
山
方
征
矢
野
求
恕
方
御
目
付
江
罷
出
相

　

尋
候
処
三
輪
十
郎
右
衛
門
方
当
番
須
田
半
弥
方
も

　
　
　

十
月

是
迄
御
加
増
御
加
扶
持
名
目

之
分
此
節　

思
召
を
以
正
味
渡

被　仰
付
候
先
ツ
当
年
計
り
被
成

御
渡
候
御
調
へ
之
筋
も
有
之
候
後

之
処
者
追
而
可
被　

仰
付
旨
御
目
付
中

［
三
〇
丁
裏
］

伝
有
之
候

　
　
　

十
月
十
九
日
右
伝
有
之
候

一
十
一
月
朔
日
御
初
入
御
祝
義
之

町
能
有
之
見
物
被　

仰
付
且
又

御
中
入
之
節
御
赤
飯
頂
戴
被

仰
付
候　

但
子
供
江
御
餅
菓
子
被
下
候

［
三
一
丁
表
］

　
　

右
ニ
付
前
廣
御
用
人
月
番
江

御
礼
ニ
罷
越
候
事

一
御
家
督
ニ
付
御
召
古
シ
頂
戴
被

仰
付
候
筈
之
所
御
有
合
無
御
座
候
ニ
付

御
代
料
正
金
弐
百
疋
ツ
ヽ
被
下
候
事

　
　

但
内
向
之
者
計
り

［
三
一
丁
裏
］

一
御
初
入
ニ
付
為
御
手
土
産

木
綿
壱
反
羽
織
紐
壱
筋
ツ
ヽ
頂
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［
三
五
丁
裏
］

　
　
　
（
白
紙
）

［
三
六
丁
表
］

一
正
月
廿
日　

征
矢
野
求
恕
会

一
辛
嶌
正
庵
方
大
江
春
塘
方
当
年

御
参
府
立
帰
御
供
被　

仰
付
事

一
正
月
十
五
日
久
恒
見
竜
方
大
江
春
塘
方

桑
原
元
意
方
御
廻
郡
御
供
被
仰
付
事

［
三
六
丁
裏
］

一
正
月
十
六
日
西
圭
司
ヨ
リ
書
付
ヲ
以
相
伺
候
写

　

一
私
曾
祖
母
是
迄
代
々
蒙
御
厚
恩

　

其
上
私
幼
少
ニ
而
家
督
被
仰
付
誠
以
冥

　

加
至
極
難
有
仕
合
奉
存
罷
在
是
迄

　

少
々
宛
相
心
懸
ヶ
誠
此
前
之
義
恐
多
奉

　

存
候
得
ハ
此
節

［
三
七
丁
表
］

　

上
御
初
入
御
祝
儀
と
し
て
銀
五
百
目
指
上

　

申
屋
念
願
ニ
罷
上
候
間
御
伺
申
上
候
様
申
聞
候
歟

　

ニ
付
此
段
御
伺
申
上
候
以
上

　

寄
手
ヲ
以
右
之
御
上
書
御
目
付
江
差
出
候
処
勝

　

手
次
第
指
上
候
様
伝
御
座
候
間
寄
手
ニ
而
征
矢
野

　

求
恕
方
持
参
御
目
付
江
指
出
候
事

［
三
七
丁
裏
］

　

近
来
大
手
外
掛
塀
并
御
家
中

　

出
勤
ニ
而
此
節
新
規
ニ
御
貸
人
為
切
り
之
者

［
三
三
丁
裏
］

　

被　

仰
付
候
家
老
始
右
之
者
御
貸
人
ニ
罷
出
居
候

　

尤
も
右
之
者
共
者
私
共
支
配
ニ
候
間
此
度
罷
出
候

　

者
共
者
御
貸
物
着
用
致
申
候
旨
被
申
聞
候

　

ニ
付
両
人
申
候
者
此
節
よ
り
新
規
ニ
御
貸
人

　

為
切
り
之
者
被
仰
付
候
ハ
ヽ
定
而
薬
箱
才
領
之

　

名
目
者
有
之
間
敷
由
相
尋
候
処
半
弥
方

［
三
四
丁
表
］

　

被
申
其
以
前
ヨ
リ
御
儒
者
江
者
書
物
才
領
御
医

　

師
江
者
薬
箱
才
領
と
申
名
目
ニ
候
間
矢
張
右
之

　

名
目
ニ
而
御
貸
被
成
候
両
人
種
々
相
談
シ
候
へ
ど
も

　

薬
箱
才
領
名
目
除
候
処
何
分
出
来
兼
候

　

由
ニ
付
又
々
根
来
東
俊
方
御
目
付
江
罷

　

出
一
昨
日
村
上
貞
之
御
談
之
趣
ハ
此
節
ハ

［
三
四
丁
裏
］

　

薬
箱
才
領
ニ
而
者
無
之
御
貸
人
御
貸
シ
被
成
候

　

由
ニ
承
り
候
旨
申
候
処
決
而
右
様
之
御
談
ハ
不
申
由

　

被
申
候
翌
日
貞
方
御
相
伴
相
勤
候
処

　

御
貸
人
罷
出
貸
物
之
御
用
相
勤
候

［
三
五
丁
表
］

　
　

文
政
九
年

　
　

記
録

　
　

乙
戌
正
月
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先
払
等
ニ
不
及
不
礼
無
之
様
ニ
可

致
事

一
御
家
中
給
人
通
候
節
も
店
内
ニ

居
候
者
膝
を
直
し
時
宜
可
致
事

一
町
場
者
勿
論
御
門
外
江

［
四
〇
丁
表
］

罷
出
候
節
供
召
連
候
御
家
人

或
者
旅
人
た
り
共
見
掛
候
ハ
ヽ
笠
を
脱

時
宜
可
致
事　

附
帯
刀
致
候

御
家
人
諸
奉
公
人
ニ
対
し
不
礼

無
之
様
ニ
片
付
罷
可
通
事

［
四
〇
丁
裏
］

一
町
家
内
店
先
江
牛
馬
繋
置

候
節
往
還
之
妨
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
馬
主

居
合
不
申
候
節
者
家
主
罷
出
片
付

可
申
事

一
下
人
不
礼
致
候
ハ
ヽ
主
人
迄
越
度
ニ

［
四
一
丁
表
］

可
申
付
事

一
毎
度
不
礼
無
之
様
ニ
申
付
候

処
未
不
礼
之
者
も
有
之
由
相
聞
候

向
後
相
背
候
者
者
召
捕
急
度
申

可
付
候
尤
町
年
寄
役
人
共
迄

越
度
申
付
候
間
得
与
末
々
迄
可

　

屋
敷
囲
其
外
町
家
所
々
江
楽
書

　

致
候
族
在
之
趣
相
聞
候
町
人
共
心
得

　

違
無
之
様
可
被
申
渡
候
以
来
者
見
当

　

次
第
近
方
之
者
江
早
速
為
指
押
候

　

間
兼
而
左
様
可
被
申
渡
候
右
之
通

　

町
家
江
被　

仰
出
候
ニ
付
此
段
為

［
三
八
丁
表
］

　

心
得
可
申
伝
候
旨
御
年
寄
衆
被

　

仰
渡
候
已
上

　
　
　
　

二
月

［
三
八
丁
裏
］

殿
様
御
通
之
節
随
分
可
相
慎
事

一
御
通
之
節
者
見
通
之
場
所
江
弥
以

組
頭
両
人
宛
罷
出
人
留
可
申
候

尤
御
先
払
候
義
も
只
今
迄
之
通

念
入
可
申
事

［
三
九
丁
表
］

一
御
通
筋
江
通
掛
り
候
者
者
家
内
江

呼
入
置
御
通
後
可
通
事

一
御
通
之
節
家
内
江
罷
在
候
者
共

土
間
江
下
り
可
罷
在
事

附
子
供
た
り
共
右
に
准
し
心
得
有
事

一
御
鷹
野
御
遠
乗
之
節
者
御

［
三
九
丁
裏
］
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一
牛
馬
繋
荷
物
等
致
候
者
も
右
ニ
唯

口
を
取
り
片
付
可
罷
在
候
時
宜
ニ
よ
り

其
人
指
図
致
候
ハ
ヽ
其
旨
可

［
四
三
丁
裏
］

相
守
候
事

一
御
百
姓
共
下
人
不
礼
致
候
ハ
ヽ

主
人
迄
越
度
可
申
付
候
事

一
町
場
江
罷
出
候
節
も
右
ニ
准
し

無
礼
無
之
様
急
度
可
相
慎
候
事

［
四
四
丁
表
］

一
御
百
姓
共
并
下
人
等
迄
先
達
而

申
付
候
得
共
未
不
礼
之
由
相
聞
候

以
後
相
背
候
者
者
召
捕
急
度

可
申
付
候
尤
村
役
人
等
迄
も

越
度
申
付
候
間
得
与
末
々
迄

可
申
含
事
右
之
趣
共

［
四
四
丁
裏
］

毎
月
庄
屋
共
呼
出
可
申
付
候

下
人
等
江
者
度
々
申
含
候
様

可
申
渡
候

　
　
　

八
月

右
之
通
先
年
中
町
在

被　

仰
出
有
之
猶
又
此
節

［
四
五
丁
表
］

［
四
一
丁
裏
］

申
含
事

殿
様
御
通
之
節
随
分
相
慎
可

申
事

一
御
通
筋
江
通
掛
り
候
ハ
ヽ
被
物
脱

片
付
可
罷
在
事

［
四
二
丁
表
］

一
村
内
御
通
之
節
家
内
罷
在
候

者
は
土
間
江
下
り
可
罷
在
事

附
子
供
た
り
共
右
ニ
准
し
候
心
得
可

有
事

一
御
通
之
節
牛
馬
繋
者
荷
物

た
ふ
致
候
者
共
片
付
御
通
相
済
候

［
四
二
丁
裏
］

後
可
被
通
候
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旅

一
向
後
御
家
人
者
申
ニ
不
及
旅
人
た
り
共

供
連
候
者
江
片
付
可
罷
在
候
惣
而

帯
刀
之
者
江
不
礼
無
之
様
可
致
候

尤
時
宜
ニ
よ
り
其
人
指
図
致
候
ハ
ヽ

［
四
三
丁
表
］

其
旨
可
相
守
候
事

一
右
之
外
諸
奉
公
人
体
之
者
江
者

慮
外
が
ま
し
き
義
無
之
様
可
致
事
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［
四
七
丁
表
］

面
之
下
江
御
印
可
被
成
候
右
可
得

御
意
如
此
御
座
候

　
　
　
　

覚

　

一
馬
壱
疋　
　
　
　
　

御
両
人
合

　

一
駕
籠
夫
四
人　
　
　

御
壱
人
分

［
四
七
丁
裏
］

　

一
物
持
夫
三
人　
　
　

御
両
人
分

　
　
　

内
弐
人
両
掛
持　

壱
荷

　
　

右
は
御
小
納
戸
渡
り

　

一
馬
壱
疋　
　
　
　
　

御
三
人
合

　

一
駕
籠
夫
四
人　
　
　

御
壱
人
分

［
四
八
丁
表
］

　

一
物
持
夫
六
人　
　
　

御
三
人
合

　
　
　

内
四
人
両
掛
持　

弐
荷

　
　

右
者
御
手
道
具
渡
り

　

一
壱
疋　
　
　
　
　
　

御
両
人
合

　

一
四
人　
　
　
　
　
　

右
同
断

［
四
八
丁
裏
］

　

一
物
持
夫
三
人　
　
　

右
同
断

　
　
　

内
弐
人
両
掛
持　

壱
荷

　
　

右
者
御
鷹
支
配
渡
り

　

一
壱
疋　
　
　
　
　
　

御
両
人
合

　

一
夫
四
人　
　
　
　
　

右
同
断

改
而
被
仰
出
候
ニ
付
為
心
得
之

可
申
伝
旨
御
年
寄
衆
被
仰
渡
候

　
　
　

二
月

　

二
月
十
八
日　

根
来
東
俊
会

［
四
五
丁
裏
］

　
　
　
　
　
　
　
　
御
廻
郡
御
供
郡
奉
行

一
此
節
御
廻
郡
ニ
付　
梅
田
三
右
衛
門
方

御
目
付

野
口
関
右
衛
門
方
ヨ
リ
左
之
通
り

廻
状
参
り
候

以
廻
状
致
啓
上
候
然
者
御
廻
郡
ニ
付

［
四
六
丁
表
］

御
供
之
節
御
小
納
戸
中
御
借
人

壱
人
宛
御
鷹
方
支
配
中
御
両
人
江

壱
人
御
供
頭
御
両
人
江
壱
人
御

医
師
中
江
壱
人
宛
且
鎗
持
御
中
間

壱
人
宛
被
成
御
渡
候
右
之
御
借
人

［
四
六
丁
裏
］

御
銘
々
御
宿
附
ニ
相
成
候
間
御
自
分
人

被
召
上
後
者
上
下
何
人
与
申
所

御
名
面
之
下
江
御
印
可
被
成
候
猶

又
御
望
之
方
江
者
御
中
間
貸
放

代
料
被
成
御
渡
候
間
是
又
御
名
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［
五
一
丁
表
］

一
二
月
廿
三
日
大
江
春
塘
方
薬
種
料

物
高
被
下
候

一
三
月
十
二
日　
　

征
矢
野
元
意
会

一
同
十
一
日
根
来
東
俊
方
御
近
習
御
医
師

被
仰
付
候

一
三
月
十
六
日
御
廻
郡
御
発
駕
同
廿
五
日

御
帰　

城
被
致
候
事

［
五
一
丁
裏
］

一
四
月
廿
二
日　

根
来
東
林
会

一
春
塘
方
御
用
ニ
付
長
崎
表
へ
罷
越
候
事

一
是
迄
御
役
扶
持
勤
金
薬
種
料

音
物
料
其
他
生
涯
被
下
候
品
願
之
上

驃
越
寄
渡
候
事
被　

仰
付
候
処
右
者
退

役
或
者
死
亡
等
在
之
候
得
者
不
相
渡

［
五
二
丁
表
］

筋
ニ
候
間
以
来
寄
渡
等
不
被　

仰
付
候
右

之
通
先
年
被
仰
出
候
処
御
返
米
并
御
切

米
寄
渡
も
右
同
様
以
来
者
不
被
仰
付
候
間

左
様
可
被
相
心
得
候
此
段
可
申
伝
御
年
寄
衆

被
仰
渡
候

一
米
姫
様
御
事

［
五
二
丁
裏
］

御
簾
中
様
御
養
被
仰
出
候
右
之
趣

［
四
九
丁
表
］

　

一
物
持
夫
三
人　
　
　

右
同
断

　
　
　

内
弐
人
両
掛
持　

壱
荷

　

一
四
疋　
　
　
　
　
　

御
八
人
合

　

一
夫
拾
六
人　
　
　
　

右
同
断

［
四
九
丁
裏
］

　

一
物
持
夫
拾
人　
　
　

右
同
断

　
　
　

内
八
人
両
掛
持　

四
荷

　
　

右
者
御
近
習
渡
り

　

一
弐
疋　
　
　
　
　
　

御
五
人
合

　

一
夫
八
人　
　
　
　
　

右
同
断

［
五
〇
丁
表
］

　

一
物
持
夫
四
人
両
掛　

右
同
断

　
　
　
　
　

七
人

　
　
　

内
四
人
両
掛
持　

弐
荷

　
　

右
者
御
鷹
御
相
手
渡
り

　

一
壱
疋　
　
　
　
　
　

御
三
人
合

　

一
夫
四
人　
　
　
　
　

御
壱
人
分

［
五
〇
丁
裏
］

　

一
物
持
夫
五
人　
　
　

御
三
人
合

　
　
　
　

弐　
　
　
　

　
　
　

内
弐
人
両
掛
持　

壱
荷

　
　

右
者
御
医
師
渡
り

　
　

二
月



－  70 －

駕
被
遊
候
事

［
五
四
丁
裏
］

殿
様
御
初
入
御
祝
義
ニ
付
御
返

米
等
被
下
度
思
召
御
座
候
得
共

近
来
上
ニ
而
も
御
勝
手
向
御
不
指
繰

ニ
付
厚
き
思
召
も
御
座
候
得
共
御
出

来
難
被
成
無
御
拠
不
止
得

［
五
五
丁
表
］

為
御
祝
義
御
酒
御
吸
物
頂
戴

被
仰
付
間
其
段
厚
き
思
召
之
処

得
与
承
知
致
頂
戴
可
仕
候
段

御
年
寄
衆
詰
所
ニ
而
一
役
壱
人

一
格
壱
人
罷
出
右
之
趣
伝
有
之
候

［
五
五
丁
裏
］

御
家
中
不
残
御
酒
御
吸
物
頂
戴
致
候
事

　

左
之
通
以
来
投
網
願
等
有

之
候
共
不
仰
付
旨
御
目
付
ヨ
リ
伝
有

之
候
左
ニ
印
候

［
五
六
丁
表
］

　

一
簀
引　
　
　

一
投
網

　

一
引
網　
　
　

一
鵜
縄

　

一
立
網　
　
　

右
之
分
不
相
成
候

得
其
意
寄
々
可
相
達
候

一
西
圭
司
方
曽
祖
母
此
度

上
御
初
入
御
祝
儀
と
し
て
銀
五
百
目
差
上
候
処

奇
特
ニ
被
思
召
御
褒
詞
被
成
下
御
反
物
頂

戴
被
仰
付
候

［
五
三
丁
表
］

一
五
月
十
七
日　

大
江
春
塘
会

一
大
江
貫
恕
方
願
之
上
五
月
五
日

玄
明
与
名
改
致
候
事

一
征
矢
野
元
意
方
平
田
村
瘟
疫
流
行
ニ

付
為
治
療
四
月
十
八
日
ヨ
リ
罷
越
候
所

長
滞
留
ニ
も
相
成
候
間
次
順
交
代

［
五
三
丁
裏
］

相
達
小
幡
恭
意
方
交
代
被　

仰
付
五
月

九
日
交
代
ニ
相
成
元
意
方
五
月
十
日
引

取
候
事

　
　
　

小
給
ニ
付
御
中
間
拝
借
被
仰
付
候

　
　
　

様
相
達
候
所
中
間
拝
借
被

　
　
　

仰
付
候
事

一
小
幡
恭
意
方
五
月
廿
九
日
引
取
候
事

［
五
四
丁
表
］

六
月
十
日　

大
江
玄
明
会

　

六
月
朔
日　

殿
様
御
機
嫌
能
御
発
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［
五
八
丁
裏
］

　
テ
ル

姫
君
様
与
奉
称
候
右
ニ
付

与

　

申
文
字
唱
附
申
間
敷
候
同
字
ニ
而
も

　

訓
違
候
得
者
不
苦
候

　
　
　

六
月

一
於
龍
玉
□
濱
刎
者
勿
論
内
外
共
ニ

［
五
九
丁
表
］

　

諸
殺
生
無
用
可
致
旨
被
仰
出
候

　

万
一
心
得
違
之
筋
も
可
有
之
候
得
者

　

人
当
可
申
出
旨
諸
廻
り
之
者
へ
申
渡
置
候

　

為
可
被
得
其
意
此
段
可
申
伝
旨
御

　

年
寄
衆
被
仰
渡
候
已
上

　
　
　

八
月

［
五
九
丁
裏
］

八
月
廿
五
日　

原
岡
秀
甫
会

去
ル
夘
年
以
来
銀
子
引
替
一
日
壱
貫

目
限
り
被
仰
付
置
候
所
一
両
年
者
別
而

一
統
指
支
候
様
相
聞
候
付
来
月
二
日

ヨ
リ
是
迄
之
歩
合
ニ
而
前
々
之
通
引
替

［
六
〇
丁
表
］

被　

仰
付
候
此
段
可
申
伝
旨
御
年
寄

衆
被　

仰
渡
候

［
五
六
丁
裏
］

　

一
瀬
張　
　
　

一
足
網

　

右
之
分
不
苦
候

　
　

六
月
朔
日

　

七
月
廿
二
日　

松
川
脩
山
会

［
五
七
丁
表
］

一
此
度
銀
札
五
匁
拾
匁
札
加
印
被
仰

　

付
候
間
当
七
月
朔
日
よ
り
同
廿
九
日
迄

　

之
内
銀
札
所
ニ
半
之
日
朝
四
ツ
時
よ
り

　

八
ツ
時
迄
限
り
可
指
出
候
右
期
日
後

　

加
印
無
之
札
者
於
銀
札
所
取
引

［
五
七
丁
裏
］

　

不
致
候
段
申
渡
置
候
事

一
鼡
喰
油
流
墨
付
焼
切
等
宝
暦

　

中
御
定
法
有
之
候
所
銀
札
取
扱

　

分
麁
末
ニ
致
候
よ
り
裏
折
継
札
自

　

分
印
等
致
通
用
致
候
段
不
埒
之

［
五
八
丁
表
］

　

至
ニ
候
右
様
之
類
者
文
化
之
夏

　

改
而
申
触
置
候
通
切
捨
可
致
候
間

　

兼
而
可
被
得
其
意
候
已
上

一
此
度
西
之
丸
ニ
お
い
て
姫
君
様
御

　

誕
生
被
遊
候
御
名
之
儀
者
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ハ
不
及
申
町
方
ハ
組
頭
在
中
ハ
其
村
村
庄

　

屋
年
寄
五
人
組
迄
急
度
御
科
被

　

仰
付
候
間
相
互
吟
味
致
合
心
得
違
無

　

之
様
可
致
候
右
之
通
申
触
候

　

右
之
通
町
在
江
申
触
候
様
被
仰
渡
候

　

間
為
心
得
可
申
伝
旨
御
年
寄
衆
被

　

仰
渡
候
已
上　

戌
八
月
廿
五
日

［
六
二
丁
表
］

九
月
廿
五
日　

辛
嶌
正
庵
会

十
月
廿
五
日　

平
田
甫
真
会

［
六
二
丁
裏
］

十
一
月
十
八
日　

大
江
兼
山
会

十
二
月
四
日　

村
上
貞
会

［
六
三
丁
表
］

一
当
暮
御
物
成
御
切
米
御
知
行
扶
持
之

　

内
先
五
千
俵
御
割
合
左
之
立
相
場

　

ニ
三
匁
加
直
段
ニ
而
御
買
上
被　

仰
付
候
余

　

之
義
も
望
之
方
者
御
繰
合
次
第
御
買

　

上
相
成
候
間
受
取
手
形
御
役
所
ニ
而
被
成

　

御
付
候
得
者
請
取
切
符
指
出
候
此
段

［
六
三
丁
裏
］

　

向
寄
口
伝
可
申
旨
御
年
寄
衆
被
仰
渡
候

一
銀
札
所
御
開
ニ
相
成
候
上
者
金
銀
私

　

之
相
場
ヲ
以
売
買
致
候
義
堅

　

可
為
無
用
候

一
銀
子
私
之
相
場
相
用
候
故
諸
色

　

暮
太
高
直
ニ
相
成
候
此
度
前
文
之

　

通
被　

仰
出
候
上
ハ
格
別
直
段
下
り

［
六
〇
丁
裏
］

　

可
致
候
是
迄
之
通
高
直
ニ
可
被

　

仰
付
候
間
兼
而
可
得
其
意
候

一
銀
札
通
用
宝
暦
中
ヨ
リ
申
触
置
候

　

御
定
法
在
之
候
処
近
年
取
扱
相
弛
候

　

ニ
付
為
改
正
一
端
裁
裂
申
渡
候
得
共

　

年
隔
候
事
故
互
心
得
違
も
可
在
之

　

且
町
在
共
銀
札
献
納
も
致
候
事
故

［
六
一
丁
表
］

　

此
節
ハ
思
召
ヲ
以
裁
裂
之
旨
引
替

　

御
渡
相
成
候
間
勝
手
次
第
受
取

　

可
罷
出
候

一
此
度
拾
匁
五
匁
札
加
印
出
来

　

先
日
中
引
替
被　

仰
付
候
然
ル
上
ハ

　

以
来
加
印
無
札
ハ
廃
り
相
成
候
間

　

万
一
加
印
無
之
札
取
扱
候
者
在
之

［
六
一
丁
裏
］

　

候
得
ハ
右
札
御
取
揚
之
上
町
在
共
当
人
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御
省
略
御
書
付
写

［
六
五
丁
表
］

一
御
勝
手
向
連
々
御
不
差
繰
ニ
付
無
御
拠
当
年
ヨ
リ

　

五
ヶ
年
之
内
又
々
左
之
通
り
御
省
約
被
仰
出
候
尚
又

　

追
々
仰
出
候
義
も
可
有
之
候
其
旨
可
被
相
心
得
之

一
御
派
々
様
方
御
法
事
者
是
迄
之
通
り
御
傍
親

　

様
方
御
法
事
一
ヶ
寺
宛
御
軽
両
日
御
法
事
を

　

片
御
法
事
ニ
可
相
成
候
事

一
長
崎
長
照
寺
三
人
扶
持
御
断
之
事

［
六
五
丁
裏
］

一
寺
方
転
住
願
之
上
壱
ヶ
年
壱
ヶ
寺
宛
被
仰
付
候
事

一
寺
社
修
覆
先
年
被
仰
出
通
り
無
御
滞
所
者
軽

　

御
修
覆
有
之
事

　
　

但
シ
都
而
新
規
之
義
ハ
不
相
成
候
事

一
寺
社
方
御
初
穂
自
他
と
も
ニ
御
減
少
之
事

一
馬
代
願
在
之
候
得
者
是
迄
之
半
高
百
目
拝
借
被
仰
付
候
事

一
備
筑
御
領
分
在
番
之
者
炭
薪
油
渡
方
三

［
六
六
丁
表
］

　

割
引
被
仰
付
候
事

一
御
取
立
之
者
不
被
仰
付
候
事

一
御
徒
士
并
御
宛
行
ニ
不
満
者
江
戸
在
番
不
被
仰
付
事

一
火
術
仕
込
御
止
メ
之
事

一
御
持
弓
御
持
筒
稽
古
渡
半
高
可
相
渡
事

　
　

但
人
形
打
御
止
メ
之
事

一
寛
政
年
中
薪
高
直
ニ
付
〆
目

　

被
仰
出
候
処
漸
々
高
直
ニ
相
成
候
由
右
者

　

時
之
相
場
不
拘
候
品
ニ
も
無
之
処
於

　

市
中
相
互
ニ
競
ヒ
直
段
相
増
セ
リ
買
致

　

候
故
自
然
と
売
候
者
も
高
料
ニ
売
渡
し

［
六
四
丁
表
］

　

掠
ニ
も
相
成
候
由
相
聞
候
此
節
改
而
左
之

　

通
り
直
段
相
定
メ
申
渡
候
間
右
直
段

　

ヲ
以
買
取
決
而
増
直
段
等
致
候
義

　

無
用
之
事
若
直
段
相
増
セ
リ
買

　

等
致
候
者
在
之
候
ハ
ヽ
遂
吟
味
急
度
可

　

申
付
候

［
六
四
丁
裏
］

　
　
　
　
　
　
　
　

銭
壱
匁
ニ
付

一
上
掛
木　
　
　
　
　
　

九
〆
替

　
　
　
　
　
　
　
　

同

一
中
掛
木　
　
　
　
　
　

拾
〆
替

　
　
　
　
　
　
　
　

同

一
下
掛
木　
　
　
　
　
　

拾
弐
三
〆
替

　
　
　
　
　
　
　
　

壱
俵
ニ
付
銀
札
壱
匁
三
分
替

一
炭　
　
　
　
　
　
　
　

四
〆
目
俵

　
　
　

但
シ
軽
キ
俵
者
右
之
割
合
ヲ
以
相

　
　
　

調
可
申
候
事

　
　

戌
五
月



－  74 －

　
　

但
能
方
之
者
同
断

一
御
忍
御
出
之
節
御
炊
出
し
被
下
候
義
朝
七
ッ
時

［
六
八
丁
表
］

　

以
後
夜
五
ッ
時
迄
者
不
被
下
候
事

一
諸
口
御
役
所
御
払
物
一
切
壱
ヶ
年
両
三
度
入
札

　

可
被
仰
付
候
事
尤
町
奉
行
ヨ
リ
相
触
於
会
所
入
札
之
事

一
御
陣
道
具
御
船
宮
両
御
役
所
品
ニ
ヨ
リ
引
替
物
等

　

銘
々
共
見
分
之
上
可
及
指
図
事

一
看
板
合
羽
操
之
も
の
以
来
色
揚
ヶ
繕
物
御
渡

　

可
被
成
候
事

一
御
規
式
御
出
并
御
忍
御
出
之
節
御
足
軽
御

［
六
八
丁
裏
］

　

中
間
御
供
方
人
数
相
成
丈
ヶ
御
減
少
之
事

一
旅
勤
之
節
従
御
年
寄
衆
大
身
衆
迄
千
石
高

　
　

但
江
戸
表
御
扶
持
方
当
時
江
戸
御
規
定
通
り

一
御
用
人
弐
百
五
拾
石
高

　
　

但
拝
借
諸
渡
り
是
迄
通
り

一
従
御
奏
者
御
物
頭
迄　

弐
百
石
高

　
　

但
江
戸
御
扶
持　
　

八
人
扶
持

一
元
〆
ヨ
リ
御
小
納
戸
迄　

百
五
拾
石
高

［
六
九
丁
表
］

　
　

但
右
同
断

一
従
御
供
頭
ヨ
リ
近
習
迄　

百
石
高

　
　

但
江
戸
扶
持
六
人
扶
持

一
大
筒
組
人
形
打
御
止
メ
之
事

［
六
六
丁
裏
］

一
大
筒
丁
打
小
筒
組
人
形
打
是
迄
之
玉
薬

　

半
高
渡
被
仰
付
候
事

一
御
水
主
鉄
炮
稽
古
渡
御
止
メ
之
事

一
御
陣
道
具
筒
払
五
ヶ
年
目
之
事

一
御
手
宛
旅
行
料
拝
借
不
被
仰
付
候
事

一
御
用
馬
飼
料
馬
数
相
減
候
共
辰
年
被
仰
出
候

　

通
り
可
相
渡
候
事

一
御
役
ニ
寄
座
敷
修
覆
料
拝
借
被
仰
付
来
候

［
六
七
丁
表
］

　

処
已
来
者
不
被
仰
付
事

一
在
宅
致
候
者
農
具
料
拝
借
不
被
仰
付
候
事

一
学
館
御
入
用
三
拾
俵
限
り
御
修
覆
者
御
木
屋
ヨ
リ

　

出
来
之
事

一
御
手
元
見
一
廻
り
旅
籠
銭
半
高
可
相
渡
候
事

一
御
鳥
見
御
餌
指
土
在
格
別
御
減
少
之
事

一
大
ノ
瀬
御
鷹
場
番
人
并
餌
蒔
御
止
メ
之
事

［
六
七
丁
裏
］

一
諸
御
役
人
人
数
御
減
被
成
候
事

一
御
畳　

御
居
間
御
書
院
向
之
外
古
表

　

古
縁
り
御
用
之
事

一
御
障
子
右
同
断
之
外
ハ
切
抜
張
り
可
相
渡
候
事

一
御
祝
儀
能
之
節
御
赤
飯
不
被
下
事
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何
分
先
方
へ
着
銀
及
延
引
候
之
由

　

申
参
候
ニ
付
以
来
京
大
坂
備
後
等
ニ
調
物

　

頼
越
候
節
ハ
書
状
ヘ
銀
目
印
シ
右
銀

　

高
之
銀
札
相
添
元
〆
方
御
役
処
江
可

［
七
一
丁
表
］

　

被
指
出
候

　
　

但
シ
大
坂
呉
服
屋
所
ニ
直
ニ
申
遣

　
　

候
所
も
同
様
之
事

　

右
之
段
申
伝
旨
御
年
寄
衆
江

　

被
仰
渡
候
已
上

　
　
　

戌
十
一
月
廿
一
日

［
七
一
丁
裏
］

一
原
岡
秀
圃
方
正
味
渡
り
被　

仰

　

付
候
事

［
七
二
丁
表
］

一
正
月
十
九
日　

征
矢
野
元
意
会

一
是
迄
町
家
借
財
相
対
年
賦
類
表

　

四
役
ニ
而
取
次
借
財
指
継
等
之
義
者

　

御
目
付
ニ
而
取
次
来
候
処
右
両
条
と
も

　

已
来
御
勘
定
奉
行
ニ
而
取
次
候
様

　

被
仰
出
候

［
七
二
丁
裏
］

一
此
節
薪
払
庭
ニ
付
嶌
田
口
蛎
瀬
口

　

両
御
門
内
江
問
屋
被　

仰
付

　

右
者
御
省
略
ニ
付
被
仰
出
候
高
故
都
而

　

御
知
行
御
役
高
ヨ
リ
以
下
之
者
ハ
持
前

　

之
所
ニ
而
御
渡
被
成
候
事

　
　

但
江
戸
御
扶
持
渡
候
も
右
同
断

一
御
供
ニ
而
往
来
之
者
ハ
是
迄
御
規
定
之

［
六
九
丁
裏
］

　

通
り
之
事

一
同
役
扶
持
在
之
候
御
役
ハ
是
迄
之
通
り
御
渡

　

被
成
候
事

一
御
役
ニ
付
渡
方
是
迄
之
通
事

一
御
知
行
扶
持
之
者
御
役
高
御
規
定
之
上
者

　

拝
領
銀
子
被
下
候
共
留
守
中
御
扶
持
引
方

　

御
返
し
不
被
成
事

一
右
旅
行
渡
方
直
買
右
御
規
定
之
事

［
七
〇
丁
表
］

一
従
□
□
□
大
坂
江
罷
立
候
節
并
備
筑

御
領
分
在
勤
等
者
御
扶
持
渡
是
迄
通
り

之
事

　
　

右
之
段
可
申
伝
旨
御
年
寄
衆

　
　

被
仰
渡
候

　
　
　

戌
五
月
廿
二
日

［
七
〇
丁
裏
］

一
平
田
甫
真
方
正
味
渡
り
被
仰
付
事

一
是
迄
大
坂
其
外
詰
合
ニ
頼
物
申
遣
候
処
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旧
臘
十
四
日
於
江
戸
表

　

御
中
屋
敷
中
奥

　

御
男
子
様
御
誕
生
被
遊
御
名
之
義

　

被
称
鍬
吉
様
と
候
右
ニ
付
御
同
名
ハ

［
七
四
丁
裏
］

　

被
致
遠
慮
候
惣
而
同
文
字
同
訓

　

不
及
遠
慮
候
右
之
段
可
申
伝
旨

　

御
年
寄
衆
被
仰
渡
候
以
上

　
　
　

大
目
付
江

　

古
金
銀
通
用
之
儀
当
二
月
相
触
候

［
七
五
丁
表
］

　

通
来
亥
年
二
月
ヨ
リ
弥
通
用
停
止
候

　

間
停
止
以
後
ハ
堅
致
通
用
間
敷
候
事

一
古
弐
朱
判
之
儀
も
追
々
通
用
停
止

　

可
被
仰
出
候
条
古
弐
朱
判
所
持
之
も
の

　

此
節
精
出
シ
引
替
所
江
差
出
シ
引
替

　

可
申
候
事

［
七
五
丁
裏
］

一
古
金
銀
通
用
停
止
以
後
も
遠
国

　

其
外
無
拠
引
替
銭
古
金
銀
も
可

　

有
之
候
哉
ニ
付
引
替
所
之
儀
古
弐
朱

　

通
用
中
ハ
先
是
迄
之
通
被
差
置
候

　

間
古
金
銀
所
持
之
者
ハ
早
々
差
出

　

長
州
表
野
村

　

ヨ
リ
取
寄
左
之
通
買
売
致
候
間
問

　

屋
江
対
談
致
候
上
可
相
求
候
問
屋
も

　

手
本
不
軽
自
方
ニ
而
相
求
候
義
ハ
無

　

用
可
致
候

［
七
三
丁
表
］

　

一
く
ぬ
木　
　
　
　
　

銭
壱
匁
ニ
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
〆
目

　

一
樫
木　
　
　
　
　
　

銭
壱
匁
ニ
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拾
〆
目

　

一
雑
木　
　
　
　
　
　

銭
壱
匁
ニ
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拾
壱
〆
ヨ
リ
弐
三
〆
目
迄

　

一
干
割
木　
　
　
　
　

壱
匁
ニ
付
右
之
直
段
ヨ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
割
上
ケ

［
七
三
丁
裏
］

　

右
之
通
ニ
而
問
屋
対
談
致
船
ヨ
リ

　

直
ニ
付
出
シ
候
ハ
ヽ
壱
駄
ニ
付
壱
分
ツ
ヽ

　

之
口
銭
問
屋
江
可
相
渡
事

一
問
屋
江
積
な
ら
べ
取
よ
せ
候
ハ
ヽ

　

銭
壱
匁
之
所
銀
札
壱
匁
可
相
渡
事

二
月
五
日

一
原
岡
秀
圃
方
御
帰　

城
御
迎
御
供
被　

仰
付
候

［
七
四
丁
表
］

　

二
月
廿
五
日　

根
来
東
俊
会
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旬
御
逗
留
被
為
入
候
旨
彼
方

様
よ
り
御
届
被
為
済
候
趣
申

来
候
此
段
可
申
伝
旨
御
年
寄
衆

被
仰
渡
候

［
七
八
丁
裏
］

　

閏
六
月
廿
五
日　

松
川
脩
山
会

是
迄
者
夫
死
去
後
ニ
至
り
後
室

再
縁
不
被　

仰
付
候
所
以
来
当
人
未
年

［
七
九
丁
表
］

　

若
ニ
付
里
方
江
引
取
置
追
而
者
再

縁
も
為
致
度
旨
双
方
和
談
之
上
者

願
之
通
可
被
仰
付
候
間
前
文
之
儀

願
出
候
而
も
不
苦
候
但
後
室
其
家
娘

ニ
而
も
同
様
可
被
仰
付
候

［
七
九
丁
裏
］

栄
姫
様
御
儀
去
月
六
日
為
御
逗
留

此
方
様
江
被
為
入
候

鋌
三
郎
様
御
儀
ハ
生
駒
大
蔵
様
江

御
養
子
御
相
談
被
為
済
候

［
八
〇
丁
表
］

　

栄
姫
様
御
引
越
御
祝
義
ニ
付
一
格

　

壱
人
一
役
壱
人
御
酒
御
吸
物
被
下
候

　
　

但
内
向
者
不
残
被
下
候
事

一
当
月
廿
五
日
大
江
春
塘
方
平
田
甫
真
方

［
七
六
丁
表
］

　

引
替
可
申
候
若
停
止
以
後
古
金
銀

　

通
用
い
た
し
候
又
者
古
金
銀
貯

　

置
不
引
替
も
の
於
有
之
者
吟
味

　

之
上
急
度
可
申
付
候
右
之
趣
可
相
触
候

　
　
　

十
二
月

　

右
之
段
可
申
伝
旨
御
年
寄
衆
被
仰
渡
候
事

［
七
六
丁
裏
］

　

二
月
廿
八
日
大
江
兼
山
方

家
業
方
出
精
ニ
付

三
人
扶
持
御
加
増
被　

仰
付
候

　

三
月
廿
一
日　

大
江
春
塘
会

　

四
月
廿
日　

征
矢
野
求
恕
会

［
七
七
丁
表
］

　

五
月
廿
三
日　

辛
嶌
正
庵
会

　

東
林
方
差
支
ニ
付
取
替
催
ニ
相
成
候

　

六
月
三
日　

大
江
玄
明
会

［
七
七
丁
裏
］

栄
姫
様
御
儀
当
四
月
中

御
隠
居
様
御
方
へ
御
逗
留
之
御
伺

一
橋
様
よ
り
御
達
有
之
被
為

済
候
処
儀
同
様
御
薨
去
ニ
付

［
七
八
丁
表
］

御
指
支
之
義
有
之
当
月
上
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今
日
ヨ
リ
御
年
寄
衆
御
表
方
非
番
之
衆
ニ
而

［
八
二
丁
表
］

　

御
勝
手
方
月
番
被
持
候
旨
御
取
次
中
ヨ
リ

　

伝
御
座
候
趣
伝
有
之
候

一
八
月
廿
五
日　

根
来
東
林
会

　
　

正
庵
方
当
順
之
処
取
替

一
村
上
貞
方
願
之
上
宗
玄
と
改
名

　

致
候
事

［
八
二
丁
裏
］

一
邨
上
宗
玄
方
御
領
分
元
村
寒
水
村

　

両
村
瘟
疫
流
行
ニ
付
出
在
致
候
様
被

　

仰
付
当
順
ニ
付
本
月
七
日
罷
越
候

　

事
一
殿
様
御
内
用
被
為
済
御
発
駕

　

可
被
遊
処
尚
又
御
持
病
之
御
疳

［
八
三
丁
表
］

　

積
被
為
入
候
ニ
付
暫
被
遊
御
養
生

　

御
発
駕
被
遊
度
段
七
月
廿
五
日
松
平

　

周
防
守
様
江
御
願
書
被
指
出
候
此

　

段
為
心
得
可
申
伝
旨
御
年
寄

　

衆
被
仰
渡
候

一
先
月
七
日
於
御
中
屋
敷
中
奥

［
八
三
丁
裏
］

　

御
姫
様
被
遊
御
誕
生

　

家
業
方
出
精
ニ
付
薬
種
料
金
壱
両

　

増
被　

仰
付
候
旨
御
目
付
当
番
森
深
平
方

　

被
相
伝
候
事

［
八
〇
丁
裏
］

　

内
向　
　
　
　
　
　

御
取
次
中
江

一
栄
姫
様
御
引
越
ニ
付
○
御
窺
之
上

　

御
肴
差
上
候
事

一
仲
ヶ
間
約
介
之
者
以
来
者

一
切
引
受
ニ
致
間
敷
候
事

　
　

但
シ
人
当
ニ
寄
其
節

［
八
一
丁
表
］

　
　

御
相
談
次
第
之
事

一
七
月
廿
二
日　

原
岡
秀
圃
会

盆
中
於
町
在
俄
ト
と
な
へ
種
々
物
真
似

致
候
由
兼
而
無
用
ニ
可
致
ト
申
渡
置
候
処

近
年
者
別
而
増
長
致
衣
類
莫
太
之
物
入

［
八
一
丁
裏
］

致
候
由
相
聞
候
尚
又
改
而
厳
重
ニ
可
被
相
触
候

若
心
得
違
之
者
於
有
之
者
廻
方
之
者
指

押
人
頭
相
記
候
間
其
旨
可
申
渡
候
右
之
趣

在
町
江
被
仰
渡
候
間
為
心
得
伝
有
之
候

　
　
　

同
七
月
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今
般
急
度
可
申
渡
置
候
旨
被　

仰
出
候

　

間
可
被
得
其
意
候
此
之
段
可
申
伝
旨

［
八
五
丁
裏
］

　

御
年
寄
衆
被　

仰
渡
候
已
上

　
　
　

九
月

一
近
来
御
目
付
ヨ
リ
遣
候
伝
向
又
者

　

対
談
白
紙
返
書
不
遣
御
上
ニ
而
返

　

報
申
越
候
者
も
在
之
哉
ニ
相
聞
候

　

右
御
役
所
に
御
用
繁
之
義

　

ニ
有
之

［
八
六
丁
表
］

　

候
得
者
間
違
之
義
出
来
致
候
間
已
来

　

者
伝
向
者
勿
論
之
義
対
談
白
紙
ニ
而
も

　

一
々
返
書
可
遣
候
此
之
段
可
申
伝
旨
御

　

年
寄
衆
被
仰
渡
候
已
上

　
　
　

九
月

［
八
六
丁
裏
］

小
幡
恭
意
方
御
様
子
ニ
付
修
意
ト

名
改
願
之
上
被　

仰
付
候
事

村
上
宗
玄
方
病
用
出
在
八
月

七
日
御
書
附
同
月
廿
九
日
ニ
引
取
有

［
八
七
丁
表
］

　

之
候

　

御
名
奉
称
鏡
姫
様
と
文
字
違
候
而

　

も
訓
同
様
之
分
者
可
相
改
候
苗
字
名

　

乗
者
不
苦
候

　

錯
姫
様
御
名
之
文
字
銚
之
字
と

　

御
改
被
成
候
右
之
段
可
申
伝
旨
御
年

　

寄
衆
被
仰
渡
候

［
八
四
丁
表
］

　
　
　

八
月

一
九
月
十
八
日　

平
田
甫
真
会

一
年
来
并
都
而
不
勤
之
者
も
有
之
由

　

相
聞
不
埒
之
事
思
召
候
已
来
右
体

　

之
者
於
有
之
者
急
度
可
被
及
御
沙

［
八
四
丁
裏
］

　

汰
候
且
若
年
成
者
之
内
無
益
之

　

出
会
等
致
文
武
稽
古
懈
怠
致
候
者

　

も
有
之
趣
相
聞
候
甚
心
得
違
之
事

　

ニ
被　

思
召
候
已
来
者
相
改
稽
古
可
被

　

致
出
情
候
尤
病
身
等
ニ
而
自
怠
候
者

　

も
可
有
之
候
得
共
病
気
等
ニ
不
障
候
様

［
八
五
丁
表
］

　

相
応
ニ
可
被
致
修
行
自
今
心
得

　

違
之
者
於
有
之
ハ
対
其
人
可
被
及
御
沙
汰

　

候
間
右
之
趣
先
来
も
被
仰
出
候
間
心
得

　

違
之
者
も
有
之
哉
ニ
相
聞
候
間
猶
又
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申
聞
承
義
も
被
致
候
通
御
必
止
之

御
取
渡
り
余
方
之
御
不
足
相
立
候
ニ

付
無
御
拠
御
借
上
米
ニ
而
も
無
之
候
而
者

御
立
行
出
来
不
致
依
而
寛
政

年
中
凶
作
之
節
之
半
高
御
借

［
八
九
丁
裏
］

上
被
仰
付
候
思
召
ニ
被
為
有
候
委
細

之
義
者
志
摩
罷
帰
候
上　

御
書
を

以
可
被　

仰
上
候
得
共
暮
ニ
を
よ
ひ

承
義
も
被
致
候
而
者
難
渋
之
者
共

繰
合
手
宛
違
之
義
可
相
成
ト
被

存
候
間
為
心
得
右
之
通
為

［
九
〇
丁
表
］

申
聞
置
候
此
段
可
申
伝
旨
御
年

寄
衆
被
仰
渡
候

　

十
一
月
廿
一
日　

大
江
兼
山
会

［
九
〇
丁
裏
］

十
二
月
正
庵
方
家
業
切
者
其
上
出
精
相
勤
候
ニ
付
節
々

銀
五
枚
増
ニ
被
下
候
十
枚
也

　

十
二
月
八
日　

征
矢
野
元
意
会

此
度
公
儀
ニ
而
姫
君
様
被
遊
御
誕
生
御
名

之
義
ハ
泰
姫
君
様
ト
奉
称
候
右
ニ
付
泰
ト

　

十
月
廿
五
日　

村
上
宗
玄
会

　
　

兼
山
方
当
順
之
処
取
替

殿
様
御
持
病
之
御
疳
積
気

被
為
入
候
而
長
途
御
乗
輿
難
被

［
八
七
丁
裏
］

遊
候
ニ
付
当
十
月
迄　

御
滞
府
被マ

マ

被
成
度
旨
先
月
廿
三
日
御
先
手

松
平
主
税
様
を
以
御
願
被
指
出
候

処
翌
廿
四
日
御
願
之
通　

御
願

之
通　

御
滞
府
被
仰
出
候
依
之

［
八
八
丁
表
］

御
留
守
中
諸
事
相
守
御
奉
公

出
情
被
相
勤
武
芸
等
無
懈
怠

出
情
可
被
致
候
右
ニ
付
遠
慮
可
致
候

儀
左
之
通

一
四
拍
子
之
内
壱
拍
子
者
不
苦
候

［
八
八
丁
裏
］

一
謡
弐
三
人
寄
合
候
儀
者
不
苦
候

一
三
弦
門
弾
者
不
苦
候

一
大
勢
寄
合
候
儀
ハ
無
用
可
致
候

一
火
之
元
別
而
入
念
可
申
候
事

［
八
九
丁
表
］

累
年　

御
不
指
操
之
儀
前
々
為
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公
務
等
者
別
而
重
キ
事
故
無
拠
家
中
借
揚
米

致
候
ヨ
リ
外
無
之
段
申
出
候
下
地
難
渋
之
上
此
節

［
九
二
丁
裏
］

借
揚
申
付
候
段
猶
更
心
痛
之
事
ニ
候
得
共
無
拠

取
斗
イ
候
儀
ニ
有
之
候
間
其
段
ハ
致
勘
弁
相
勤

候
様
能
々
為
申
聞
候
様
可
致
候
事

　
　

九
月

一
御
勝
手
向
累
年
御
不
指
操
是
迄
者
押
々

御
取
渡
被
成
候
当
時
御
必
止
之
御
時
節
相
成

［
九
三
丁
表
］

御
自
筆
を
以
被　

仰
出
候
何
も
可
奉
承
知
近
年

大
坂
表
御
借
財
莫
大
之
義
兼
而
一
統
承
知
之
通

段
々
御
吉
事
相
続
両
御
屋
敷
御
普
請

栄
姫
様
御
引
越
等
之
御
入
稼
其
節
御
無
理
之
御

御
借
用
相
畳
り
御
取
稼
之
内
御
家
中
御
扶
助
米

之
外
者
不
残
御
廻
米
相
成
候
而
も
当
御
引
足
不
被

成
御
大
切
之
御
時
節
依
之
当
度
逸
見
志
摩

梅
田
三
右
衛
門
奥
山
兵
曹
出
坂
之
上
江
戸

御
暮
金
増
并
御
廻
米
減
石
被
成
御
頼
候
所
下
地

［
九
三
丁
裏
］

御
借
用
向
御
不
義
理
之
上
御
繰
越
金
者
弥
増

御
掛
合
至
而
御
六
ヶ
敷
末
御
蔵
元
御
断
申
出
候
間

無
余
義
一
統
出
府
委
細
申
上

御
両
殿
様
共
ニ
至
而
御
当
惑
被
遊
彼
是
御
取

申
文
字
唱
付
申
間
敷
候
同
字
ニ
而
も
訓
違

［
九
一
丁
表
］

不
苦
候

殿
様
御
不
快
今
以
聢
と
不
被
遊
御
座
寒
気

之
節
長
途
御
旅
行
難
被
遊
候
ニ
付
来
春
中

御
滞
府
被
遊
度
再
御
願
之
通
被
仰
候
右
条
々

可
申
伝
旨
御
年
寄
衆
被
仰
渡
候

　
　
　

十
一
月
廿
四
日

一
亥
十
一
月
廿
七
日
御
目
付
□
□
ニ
而
明
廿
八
日
御
用
之
義

　

有
之
候
ニ
付
登
城
可
致
旨
内
向
正
庵
方
表
東
林
方
江
申
参
候

［
九
一
丁
裏
］

　

ニ
付
罷
出
候
処
御
年
寄
衆
御
用
処
ニ
於
テ
志
馬
殿
演
舌
ニ
而

一
応
被
仰
渡
御
自
筆
御
渡
し
ニ
而
楠
蔵
方
上
席
ニ
而
読
申
候

　
　
　

御
自
筆
写

近
年
勝
手
向
引
続
入
用
相
増
既
ニ
蔵
許
も

此
節
及
断
候
程
之
事
ニ
成
行
甚
心
痛

致
候
省
略
為
取
調
候
処
以
前
と
違
イ
当

時
者
暮
向
莫
太
之
入
用
高
手
許
始
省

［
九
二
丁
表
］

略
申
付
候
得
共
何
分
引
足
不
申
候
故
御
中

屋
敷
御
手
許
指
上
金
さ
へ
半
高
な
ら
て
者

手
当
無
之
申
出
我
等
も
心
痛
致
候
相
成
丈
役

人
共
出
精
を
以
繰
合
指
上
候
様
精
々
申
付
候

得
共
治
定
致
候
処
不
申
出
位
之
義
候
上
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一
三
百
石
已
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
割
九
歩

一
三
百
石　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
割
七
歩
五
厘

一
弐
百
五
拾
石
ヨ
リ
弐
百
石
迄　
　
　
　
　

弐
割
五
歩

一
百
石　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
割
九
歩

一
五
拾
石　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
割

一
弐
拾
五
人
扶
持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
割
五
分
五
厘

［
九
十
五
丁
裏
］

一
拾
五
人
扶
持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
割

一
拾
三
人
扶
持
ヨ
リ
拾
人
扶
持
迄　
　
　
　

五
歩

一
七
人
扶
持
ヨ
リ
五
人
扶
持
迄　
　
　
　
　

五
歩

一
弐
拾
石
ヨ
リ
拾
六
石
迄　
　
　
　
　
　
　

壱
割
五
分
五
厘

一
現
米
拾
五
石　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
拾
五
石
ヨ
リ
九
石
迄　
　
　
　
　
　
　
　

壱
割

［
九
六
丁
表
］

　
　
　
　
　

但
シ
御
手
職
人
は
五
歩

一
八
石
五
斗
ヨ
リ
六
石
迄　
　
　
　
　
　
　

五
歩

一
其
外
已
下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
歩
五
厘

一
御
切
府
之
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
歩

　
　
　
　
　

但
シ
帯
刀
之
者
迄

一
自
性
寺
清
光
院　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
割
弐
歩
五
厘

一
瑞
春
院
中
性
院　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
割
弐
分
五
厘

［
九
六
丁
裏
］

一
桃
林
寺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
歩

一
松
岩
寺　
　

養
寿
寺　
　

長
福
寺

調
も
有
之
候
所
是
迄
御
暮
向
御
手
詰
之
上

栄
姫
様
御
引
越
別
而
御
雑
用
相
増
候
事
故
思
召

通
り
御
省
略
も
出
来
不
致
候
得
共
御
蔵
元
右

之
時
合
ニ
付
極
々
之
御
勘
弁
を
以
御
暮
外

御
減
少
之
義
被　

仰
出
候
東
西
御
暮
向
評
義

［
九
四
丁
表
］

有
之
候
所
幾
重
ニ
も
御
引
足
不
被
成
外
ニ
御
手

段
も
無
之
御
家
中
御
借
上
米
者
兼
而
一
統

困
窮
之
段
被
遊
御
承
知
候
得
共
御
不
同
心
被
遊
候

得
共
此
度
者
誠
ニ
無
御
拠
御
借
上
ヶ
米
被

仰
出
候
間
依
而
帰
坂
之
上
御
蔵
元
再
御
頼
申

談
候
所
尚
又
再
三
御
断
申
出
候
得
共
強
而
御
掛

合
之
上
壱
ヶ
年
御
請
持
可
致
旨
加
島
屋
申

御
決
之
形
ニ
者
候
得
共
格
別
之
御
省
略
を
以

［
九
四
丁
裏
］

御
蔵
元
永
久
之
御
請
不
致
候
而
者
御
公
務
非
常

之
御
手
宛
不
奉
安
心
依
而
別
紙
割
合
之
通

五
ヶ
年
之
間
御
借
上
ヶ
米
被　

仰
出
候
間
一
統

難
渋
之
義
ニ
者
可
有
之
候
得
共
右
之
御
時
合
勘
弁

致
此
上
倹
約
専
一
ニ
相
心
掛
御
奉
公
大
切
ニ
可
相

勤
候
已
上

　
　
　

十
一
月

　
　
　

御
借
上
割
合

［
九
五
丁
表
］
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下
候
都
而
町
在
大
坂
備
筑
御
領
分
共
同
断
之
事

［
九
八
丁
表
］

　
　
　

但
シ
臨
時
御
褒
美
者
其
節
評
義
次
第
之
事

一
町
在
拝
借
一
切
不
被
仰
付
候
事

一
御
召
馬
八
疋
御
貸
馬
拾
弐
疋
之
処
御
減
ニ
付
以
来
左
之
通
之
事

　
　
　

御
召
馬　

三
疋　
　

御
貸
馬　

七
疋

一
御
掃
除
方
益
扶
持
弐
合
五
夕
も
被
下
候
事

一
江
戸
御
供
其
外
立
帰
罷
越
候
者
是
迄
賄
代
被
下
候
処
以
来

　

御
扶
持
方
渡
り
之
事

一
暮
々
被
下
候
銀
勤
銀
以
来
給
人
分
四
割
引
御
供
小
姓
以
下
弐
割

　

引
ニ
而
被
下
候
事

一
書
物
料
薬
種
料
弐
割
引
之
事

一
諸
上
納
物
御
借
上
ヶ
中
欠
年
之
事

［
九
八
丁
裏
］

一
一
昨
年
被　

仰
出
候
年
賦
当
年
斗
り
欠
年
之
事

一
大
身
ヨ
リ
寄
合
迄
家
督
御
礼
之
節
只
今
迄
之
通
綿
服
長
袴
着
用

　

之
事　

但
シ
右
御
披
露
御
奏
者
番
之
者
綿
服
半
袴
着
用
可
致
候
事

一
御
礼
之
節
献
候
馬
代
銀
壱
枚
之
半
高
銀
札
弐
拾
壱
匁
五
分
上
銭
ハ

　

五
百
文
之
半
高
弐
百
五
拾
文
扇
子
代
銀
札
壱
匁
可
指
出
候
事

　
　
　

但
シ
御
披
露
之
節
御
小
納
戸
ヨ
リ
引
替
是
迄
之
通
り

一
家
督
被　

仰
付
候
節
銘
々
共
江
干
肴
遣
候
義
無
用
之
事

　
　
　

但
シ
御
用
人
支
配
之
者
可
為
同
前
候

一
自
分
御
礼
江
戸
表
江
以
書
中
申
上
候
義
無
用
之
事

一
大
身
ヨ
リ
寄
合
格
迄
平
日
鑓
持
候
義
給
人
平
日
若
党
召
連
候

　

龍
松
寺　
　

壱
割
弐
分
五
厘

一
東
覚
院　
　

良
覚
院　
　

壱
割
六
歩
六
厘
五
毛

一
御
添
扶
持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

一
御
強
力
金
奥
附
料　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
高

［
九
七
丁
表
］

一
御
役
扶
持
手
前
抱

　
　
　

但
シ
百
石
已
上
之
者
半
高
拾
人
扶
持
已
下

　
　
　

之
者
弐
割
引

一
大
身
部
屋
住
料
隠
居
料
右
高
割
合

　

通
之
事

一
生
涯
被
下
扶
持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
割
引

　
　
　

但
約
介
扶
持
共
ニ

［
九
七
丁
裏
］

一
御
霊
供
米
御
施
□
料
両
宮
御
寄
附
米
者
壱
斤

　

右
之
通
り
ニ
御
座
候
已
上

　
　
　

亥
九
月

一
御
勝
手
向
連
々
御
不
指
操
ニ
付
昨
年
も
御
省
略
被
仰
出
候
処

　

弥
御
暮
向
御
取
渡
御
六
ヶ
敷
ニ
付
此
度
一
統
御
借
上
ヶ
米
被　

仰
出
候

　

程
之
御
時
合
在
之
候
間
又
々
左
之
通
り
五
ヶ
年
之
旨
無
御
拠
御
省

　

略
被　

仰
出
候
尚
又
御
調
之
上
追
而
被
仰
出
候
義
可
在
之
候
間
其
旨

　

可
被
相
心
得
候

一
御
城
向
御
屋
根
并
御
居
間
御
屋
根
共
杉
皮
葺
被
仰
付
候
事

　
　
　

但
シ
外
見
在
之
候
向
者
是
迄
之
通
り

一
是
迄
側
暮
被
下
候
御
褒
美
之
分
以
来
三
割
引
之
割
合
を
以
被
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但
シ
右
続
之
外
ハ
持
参
等
ニ
而
遣
候
義
も
堅
無
用
ニ
候
尤
も

　
　
　

他
処
往
来
地
出
役
等
之
節
御
貸
人
江
酒
茶
漬
等
指
出
シ
候

　
　
　

義
一
切
無
用
祇
園
会
火
之
番
之
節
手
合
并
御
貸
人
之
者

［
一
〇
〇
丁
表
］

　
　
　

江
も
右
同
断

一
婚
礼
相
整
候
節
所
持
之
外
音
信
贈
答
相
成
候
続
合
之
者
者
相
招
候
而
も

　

不
苦
候
参
掛
り
者
指
シ
留
候
義
且
翌
日
客
も
好
身
出
入
之
外
者
無
用

　

之
事

　
　
　

但
シ
右
之
続
合
之
者
無
之
尤
も
不
相
招
候
而
も
指
支
之
筋
ニ

　
　
　

有
之
者
者
其
趣
意
ヲ
以
可
被
相
伺
候

一
右
同
断
之
節
縁
女
絹
布
着
用
可
為
勝
手
次
第
色
直
シ
ヨ
リ
綿

　

服
可
為
無
用
事

一
右
同
断
之
節
道
具
遣
候
義
左
之
通
り

　
　
　

長
持　

一
棹　
　

小
袖
匱　

一
荷

　
　
　
　
　

但
シ
箪
笥
遣
候
も
櫃
無
用
乗
物
蓙
包
ニ
限
り
候
事

一
右
同
断
之
節
引
手
物
遣
候
も
白
鞘
可
遣
候
事

一
法
事
料
十
五
匁
ヨ
リ
三
十
目
迄
応
録
ニ
可
遣
候
斎
非
時
之

［
一
〇
〇
丁
裏
］

　

節
施
主
斗
可
罷
越
候
事

　
　
　

但
シ
宅
江
相
招
候
も
音
信
贈
答
相
成
候
続
者
不
苦
候
尤
も
当
主

　
　
　

之
続
ニ
者
無
之
此
外
主
家
ヨ
リ
出
候
者
或
ハ
家
別
之
者
ハ
続
合
ニ

　
　
　

不
抱
不
苦
右
之
節
贈
答
勝
手
次
第
た
る
へ
き
事

一
吉
凶
并
無
拠
義
ニ
而
出
会
之
節
料
理
者
一
汁
二
菜
吸
物
壱
ツ
肴
弐
種
ニ

而

　

義
無
用
之
事

［
九
九
丁
表
］

　
　
　

但
シ
大
身
ヨ
リ
給
人
之
面
々
迄
年
始
五
節
句
或
ハ
格
立
候
節

　
　
　

是
迄
之
通
り

一
寒
暑
見
舞
之
義
近
親
之
者
者
格
別
支
配
役
た
り
共
無
用
之
事

一
門
松
大
身
ヨ
リ
寄
合
格
迄
三
堦
松
弐
門
其
外
者
可
為
枝
松
給
人

　

ヨ
リ
御
厩
方
迄
三
階
松
一
門
其
外
者
可
為
枝
松
事

一
雛
者
八
寸
以
下
之
内
内
裏
一
組
其
余
者
可
為
紙
雛
小
幟
者
木

　

綿
不
相
成
候
紙
幟
弐
本
立
候
義
不
苦
候
事

　
　
　

但
シ
小
幟
出
シ
無
用
其
外
花
鑓
壱
□
破
魔
弓
壱
□
羽
子
板

　
　
　

壱
□
ハ
不
苦
候
事

一
孫
出
生
之
節
産
着
遣
候
義
都
而
品
物
遣
候
義
無
用
祝
義
等
ニ

　

付
無
拠
遣
候
ニ
も
左
之
続
合
有
之
ま
て
為
樽
肴
料
銀
札
壱
匁
以
下

　

為
肴
代
同
五
分
以
下
可
遣
候
事

［
九
九
丁
裏
］

　
　
　

但
シ
仏
事
等
之
節
も
右
ニ
准
シ
尤
吉
凶
之
事
ニ
付
赤
飯
餅
等

　
　
　

贈
候
義
左
之
続
合
者
不
苦
候

　
　

親
子　

兄
弟　

祖
父　

孫　

聟
舅

　
　

伯
父　

甥

　

右
之
外
師
匠
医
師
江
軽
品
物
遣
候
義
不
苦
候
無
拠
世
話
ニ
預
り
候

　

者
江
為
答
礼
軽
品
物
遣
候
義
被
相
届
候
上
者
不
苦
候

一
他
処
往
来
之
節
為
餞
別
品
物
贈
候
義
一
切
可
致
無
用
平
日
贈
答

　

之
通
可
被
心
得
罷
帰
候
節
土
産
之
義
者
贈
答
料
物
ニ
准
シ
候
品

　

遣
候
義
被　

仰
出
候
続
合
迄
者
勝
手
次
第
た
る
へ
き
事
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一
隠
居
并
医
師
羽
織
惣
裏
下
着
壱
ツ
ハ
不
苦
候
事

　
　

但
シ
夏
羽
織
絹
以
下
之
事

一
妻
女
并
男
子
六
拾
才
以
上
者
絹
布
下
着
壱
ツ
者
不
苦
尤
妻

　

女
越
後
縮
者
不
苦
候
事

　
　
　

但
シ
夏
衣
類
絹
糸
入
金
糸
縫
入
不
相
成
候
事
且
絹
布

　
　
　

下
着
之
外
惣
而
裏
絹
以
下
之
事

［
一
〇
二
丁
表
］

一
七
才
迄
之
男
女
上
着
絹
者
不
苦
候

　
　
　

但
シ
下
着
無
垢
者
無
用
之
事

一
女
帯
縮
緬
以
下
ニ
限
り
候
事

　
　
　

但
シ
呉
服
ハ
不
苦
紋
呉
服
紋
縮
緬
者
不
相
成
候
尤
持

　
　
　

来
之
襦
子
鈍
子
厚
板
之
類
来
子
壱
ヶ
年
不
苦
候

　
　
　

持
来
り
共
金
糸
入
其
外
高
価
之
品
者
不
相
成
候

　
　
　

尤
来
ル
丑
年
ヨ
リ
者
本
文
被
仰
出
候
通
之
事

一
腰
帯
右
同
断
之
事

一
長
襦
半
裾
除
可
為
無
用
事

［
一
〇
二
丁
裏
］

一
櫛
笄
簪
金
銀
鼈
甲
類
無
用
之
事

　
　
　

但
シ
銀
流
シ
た
り
共
無
用
之
事

一
女
子
縮
緬
紬
等
を
以
髪
ヲ
結
候
義
無
用
之
事

一
召
仕
着
用
物
之
義
者
被　

仰
出
ニ
随
絹
類
可
為
無
用

　

其
主
人
之
心
得
可
有
之
事
故
一
々
不
仰
出
候
事

一
普
請
之
義
者
銘
々
之
分
限
ニ
応
シ
手
軽
可
致
候
事

一
三
味
線
昼
夜
共
無
用
門
弾
不
苦
候
尤
座
中
ニ
而
弾
候

　

可
招
此
外
取
肴
斗
者
指
出
シ
候
而
も
不
苦
候
事

　
　

但
シ
仏
事
之
節
酒
指
出
シ
候
義
無
用
之
事

一
諸
祝
義
之
節
客
可
致
候
も
随
分
軽
可
致
候
無
拠
相
招
候
も
当
主

　

続
合
者
勿
論
祝
義
致
候
者
之
続
合
も
不
苦
候
且
又
都
而
出
会
之

　

義
質
素
専
一
た
る
へ
き
事

一
御
用
寄
合
之
節
も
湯
漬
指
出
候
義
無
用
之
事

　
　
　

但
シ
同
役
相
番
仲
ヶ
間
等
始
而
参
会
前
々
之
通
り
堅
無
用
之
事

一
惣
而
組
支
配
在
之
面
々
者
年
始
組
之
者
酒
肴
等
指
出
候
義
無
用
之
事

［
一
〇
一
丁
表
］

　
　
　

但
シ
取
肴
斗
ニ
而
盃
遣
候
義
勝
手
次
第
且
具
足
飾
切
餅
ニ
而
弐
片

　
　
　

宛
遣
候
義
是
又
勝
手
次
第
た
る
へ
き
事

　
　
　

附
組
之
者
江
初
而
盃
遣
候
節
役
人
た
り
共
酒
肴
出
候
義
無
用
可
致
取

　
　
　

肴
斗
ニ
而
盃
遣
候
義
ハ
不
苦
候
事

一
惣
而
綿
服
着
用
可
致
夏
衣
類
越
後
縮
無
用
之
事

　
　
　

但
シ
襟
袖
口
も
絹
類
不
相
成
候
唐
更
紗
無
用
尤
も
襦
半
襟
斗

　
　
　

絹
不
苦
候
事

　
　
　

附
振
裂
羽
織
惣
裏
不
苦
候

一
麻
上
下
横
麻
迄
者
不
苦
御
紋
付
者
龍
門
た
り
共
不
苦
候

一
袴
肩
衣
羽
織
裏
□
キ
迄
者
不
苦
候
夏
袴
川
越
平
者
不

　

相
成
候
其
以
下
之
品
可
相
用
事

　
　
　

但
シ
羽
織
惣
裏
不
相
成
候
事

［
一
〇
一
丁
裏
］

　
　
　

附
払
裂
羽
織
惣
裏
不
苦
候
事

一
火
事
装
束
并
野
袴
有
来
ハ
何
品
ニ
而
も
不
苦
候
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ニ
押
移
り
末
々
之
者
ハ
別
而
分
限
不
相
応
之
義
も
有

之
候
哉
ニ
相
聞
候
ニ
付
此
節
者
厳
敷
御
ヶ
条
を
以
倹

約
被
仰
出
候
間
堅
可
相
相マ

マ

守
候
表
立
之
義
前
条
之
通

被
仰
出
候
得
共
都
而
費
者
平
日
飲
食
等
其
外
内
々

之
事
ニ
多
有
之
候
事
ニ
候
得
共
内
々
之
義
者
夫
々
ニ
被

仰
候
義
も
難
被
成
候
事
故
ヶ
条
を
以
被
仰
出
准
シ

［
一
〇
四
丁
裏
］

心
掛
相
用
随
分
省
略
可
被
致
候
且
又
以
来
者
同
役

或
ハ
仲
ヶ
間
切
申
合
を
以
被
仰
出
ヶ
条
相
背
キ
候
者
は

勿
論
其
外
之
事
た
り
共
奢
ヶ
間
敷
義
致
候
者
有

之
候
ハ
ヽ
相
互
ニ
心
ヲ
添
倹
約
堅
可
被
相
守
候
若
不
要
者

於
有
之
ハ
御
目
付
之
者
迄
可
被
申
出
候
右
之
趣
急
度
相

心
得
候
様
被
仰
出
候

一
支
配
有
之
面
々
者
被
仰
出
随
厳
敷
可
申
渡
候
別
而

　

軽
者
は
飲
食
之
費
多
哉
ニ
相
聞
候
是
等
之
義
も
厳

　

敷
可
申
付
候

［
一
〇
五
丁
表
］

　
　

但
し
申
渡
候
ヶ
条
出
来
候
ハ
ヽ
可
被
指
出
候
尚
指
圖
可
致
義

　
　

も
可
有
之
候

一
肩
衣
津
戻
子
以
下
相
用
可
申
事

　

義
無
用
不
相
成
候
事

［
一
〇
三
丁
表
］

一　
　

但
シ
病
気
保
養
之
た
め
弾
候
ハ
ヽ
伺
之
上
三
ヶ
月
限
り
可

　
　
　

被
仰
付
候
事

一
花
火
立
候
義
無
用
之
事

　
　
　

但
シ
相
図
者
稽
古
之
義
故
伺
之
上
可
被
仰
付
候
事

一
町
在
寺
院
并
町
家
在
中
江
罷
越
遊
興
ヶ
間
敷
義

　

堅
無
用
之
事

一
頼
母
子
之
義
者
焼
失
其
外
表
江
顕
レ
無
拠
儀
ニ
而

　

相
催
候
義
勝
手
次
第
之
事

［
一
〇
三
丁
裏
］

　
　

但
し
申
合
候
者
名
前
親
立
ヨ
リ
御
勘
定
所
江
対
談
在
之
候
ハ
ヽ

　
　

引
取
可
相
渡
候
書
物
年
切
落
手
之
者
へ
可
相
渡
候

右
之
條
々
改
而
被
仰
出
候
間
御
沙
汰
有
之
候
迄
堅
可

被
相
守
候
此
節
厳
敷
倹
約
被
仰
出
候
義
者
累
年

上　

御
暮
向
別
而
御
六
ヶ
敷
既
ニ
御
蔵
元
御
改
ニ
及
候
程

之
御
時
合
ニ
而
無
御
処
五
ヶ
年
之
間
御
借
上
ヶ
米
被　

仰

出
候
依
而
ハ
御
家
中
末
々
迄
兼
而
難
渋
之
上
必
止
ニ
指

支
候
義
与
被
思
召
候
間
此
上
専
倹
約
致
質
素
第

［
一
〇
四
丁
表
］

一
之
義
与
可
被
相
心
掛
候
先
年
綿
絹
勝
手
次
第

と
被
仰
出
候
者
銘
々
倹
約
筋
ニ
も
可
相
成
と
被
思
召
候

處
却
而
心
得
違
ニ
而
も
有
之
衣
食
住
共
ニ
華
美
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︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱

1　

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
中
津
藩
医
大
江
春
塘
に
つ
い
て
」（
同
氏
編
『
中

津
市
歴
史
民
俗
資
料
館　

分
館　

医
家
史
料
館
叢
書
Ⅳ
』
中
津
、
二
〇
〇
七
年
三

月
、
五
九
〜
七
七
頁
）
参
照
。

2　

大
江
満
氏
作
成
「
大
江
医
家
系
図
」
な
ど
参
照
。

3　

同
表
紙
（
図
一
）
参
照
。

4　

二
〇
丁
裏
、「
御
家
中
先
祖
書
抜
書
」（
中
津
市
立
小
幡
記
念
図
書
館
所
蔵
、
請
求
番

号
五
四
八
）
に
よ
る
と
、「
明
和
二
（
一
七
六
五
）
酉
七
月
二
日
本
道
表
御
醫
師
被

召
出
（
中
略
）
同
七
寅
七
月
朔
日
眼
科
兼
帯
被　

仰
付
（
以
下
略
、
括
弧
内
補
足

筆
者
）」
と
あ
る
。

5　

中
津
市
立
小
幡
記
念
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
五
八
〇・一
八・四
四
。

6　

同
書
、
一
三
三
〜
一
三
七
頁
。

7　

中
津
藩
史
料
叢
書
『
中
津
藩　

歴
史
と
風
土
』（
全
一
八
巻
）
中
津
市
立
小
幡
記
念

図
書
館
、
中
津
市
、
一
九
八
一
〜
一
九
九
七
年
、
所
収
。

8　

一
六
丁
裏
〜
一
七
丁
裏
、
参
照
。

9　

中
津
惣
町
大
帳
刊
行
会
編
『
惣
町
大
帳　

後
編
（
一
七
）』
中
津
市
、
二
〇
〇
六
年
。

【
参
考
文
献
及
び
史
料
】

参
考
文
献

▲
中
津
市
史
刊
行
会
編
『
中
津
市
史
』、
中
津
市
史
刊
行
会
、

一
九
六
五
年
。

▲
中
津
惣
町
大
帳
刊
行
会
編
『
惣
町
大
帳　

後
編
（
一
七
）～（
一
九
）』

中
津
市
、
二
〇
〇
六
～
二
〇
〇
九
年
。

▲
半
田
隆
夫
校
訂
・
解
説
『
中
津
藩　

歴
史
と
風
土
』
第
一
～
十
八
輯

（
中
津
藩
史
料
叢
書
）、
中
津
市
立
小
幡
記
念
図
書
館
、
一
九
八
一
～

一
九
九
八
年
。

▲
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
中
津
藩
医
大
江
春
塘
に
つ
い
て
」

（
同
氏
編
『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館　

分
館　

医
家
史
料
館
叢
書

Ⅳ
』
中
津
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、
所
収
）。

▲
「
御
家
中
系
図　

嘉
永
三
年
改
」
中
津
市
立
小
幡
記
念
図
書
館
蔵
、

請
求
番
号
五
八
〇
・
一
八
・
四
四

▲
「
御
家
中
先
祖
書
抜
書
」
中
津
市
立
小
幡
記
念
図
書
館
所
蔵
、
請
求

番
号
五
四
八

史
料

▲
「
文
政
８
・
９
年
記
録
」（
旧
ラ
ベ
ル
番
号　

二
〇
・
一
）
文
政
一
〇

年
（
以
降
）
写
、
表
紙
と
も
一
〇
六
丁
、
二
七
、五
糎
×
一
八
、三
糎

（
竪
帳
）。
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元
禄
二
（
一
六
九
〇
）
年
来
日
し
た
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
医

師
ケ
ン
ペ
ル
（Engelbert Kaem

pfer

、
一
六
五
一
〜
一
七
一
六
）

は
こ
の
一
世
紀
の
間
に
四
回
も
流
行
し
た
疱
瘡
に
関
し
て
日
本
人
の
話

を
記
録
し
、「
七
疱
瘡
の
神
つ
ま
り
七
疱
瘡
霊
」（VII Foso no Cam

i 
id est 7

Pock G
eister

）
と
い
う
貴
重
な
記
述
を
残
し
た
。
ケ
ン
ペ

ル
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
神
、
ま
た
は
児
童
疱
瘡
の
霊
」
は
「
た
い
て
い

が
悪
性
」
で
、
患
者
に
は
次
の
病
状
を
示
す
一
種
の
前
兆
と
し
て
現
れ

る
。「
山
伏
神
」
は
一
般
に
非
常
に
悪
性
で
あ
り
、「
盲
神
」
は
盲
目
者

の
よ
う
な
姿
で
現
れ
、
さ
ら
に
悪
性
で
あ
る
。
次
に
続
く
の
が
「
坊

主
」（Boos, Pfaffen

）
と
、「
爺
」（dsii, alt M

an

）
と
「
婆
」

（Baba, alt W
eib

）
で
、
こ
の
三
種
は
不
吉
な
前
兆
と
な
り
、
目
前

に
迫
っ
た
死
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
若
衆
」（w

akas, 
Juengling

）
か
娘
（M

usm
e, junge Tochter

）
が
姿
を
現
す
と
、

ま
も
な
く
回
復
す
る
。
七
福
神
に
似
せ
て
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
こ
の

疱
瘡
神
に
つ
い
て
の
日
本
の
資
料
は
あ
ま
り
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。
ケ

ン
ペ
ル 

が
描
写
し
た
の
は
発
病
の
日
に
よ
っ
て
病
の
な
り
ゆ
き
を
占

う
図
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
江
戸
期
の
版
画
な
ど
に
見
ら
れ
る
七

疫
神
（
魁
神
、
兵
神
、
刑
神
、
早
神
、
石
神
、
役
神
、
寛
神
）
の
姿
及

び
特
徴
は
ほ
ぼ
ケ
ン
ペ
ル
が
書
い
て
い
る
通
り
で
あ
る

2

。

　

一
、
は
じ
め
に

　

天
然
痘
は Variola vera
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ
る
感
染

力
の
強
い
伝
染
病
で
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
に
天
平
七
（
七
三
五
）
年
に

「
幼
い
子
供
が
多
数
死
ん
だ
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
天
然
痘
は
天
平
年

間
に
大
陸
か
ら
侵
入
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
以
降
天
然
痘
は
一
九
世
紀

ま
で
大
流
行
を
繰
り
返
し
た
。
一
八
五
七
年
か
ら
五
年
間
長
崎
海
軍
伝

習
所
の
医
学
教
授
を
務
め
て
い
た
ポ
ン
ペ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル

フ
ォ
ー
ル
ト
（J. L. C. Pom

pe van M
eerdervoort

、
一
八
二
九

〜
一
九
〇
八
）
は
「
日
本
ほ
ど
痘
瘡
の
あ
る
人
が
多
い
国
は
な
い
。
住

民
の
三
分
の
一
は
痘
痕
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
」
と
書
い
て
い
る
。

　

疱
瘡
は
当
初
、
人
間
の
穢
れ
を
怒
る
神
の
祟
り
と
思
わ
れ
て
い
た

が
、
後
に
仏
教
の
影
響
下
で
、
疱
瘡
神
が
襲
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
神
は
犬
と
赤
色
を
嫌
う
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
患

者
の
衣
類
な
ど
を
赤
色
ず
く
め
に
す
る
風
習
が
広
ま
っ
た
。
郷
土
玩
具

に
は
痘
瘡
の
護
符
に
由
来
す
る
も
の
が
多
い
。
江
戸
期
に
な
る
と
、
小

児
が
母
親
か
ら
受
け
継
い
だ
胎
毒
及
び
天
行
が
原
因
で
あ
る
と
い
う
中

国
医
学
に
基
づ
く
説
が
一
世
を
風
靡
し
た
が
、
疱
瘡
神
を
祀
る
習
慣
は

民
衆
の
間
で
幕
末
ま
で
続
い
て
い
た

1

。

中
津
の
辛
島
医
家
に
伝
え
た
池
田
流
「
痘
瘡
唇
舌
鑑
図
」

細
田
冨
多
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痘
瘡
の
伝
染
性
に
つ
い
て
啓
蒙
し
た
の
は
、
甲
斐
国
の
橋
本
伯は

く

寿じ
ゅ

だ
っ
た
。
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
に
発
表
し
た
『
断
毒
論
』
で
、
長

崎
で
西
洋
医
学
を
学
ん
だ
白
寿
は
、
伝
染
説
を
論
述
し
、
隔
離
の
必
要

性
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
三
年
後
、
さ
ら
な
る
普
及
の
た
め
の
『
国

字
断
毒
論
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
人
ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
開
発
し
た
牛
痘
種
痘
か
ら
始
め
る
著
者

が
多
い
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
人
痘
種
痘
を
抜
き
に
し
て
予
防
接
種
の
歴

史
は
十
分
に
語
れ
な
い
。
昔
か
ら
人
々
は
一
度
天
然
痘
に
か
か
る
と
二

度
は
か
か
ら
な
い
こ
と
を
経
験
的
に
知
っ
て
お
り
、
中
近
東
で
軽
い
天

然
痘
に
か
か
ら
せ
る
方
法
が
考
え
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
西
と
東
へ

伝
わ
っ
た
こ
の
人
痘
種
痘
は
、
予
防
接
種
と
い
う
概
念
を
広
げ
、
東
西

両
洋
に
お
け
る
研
究
の
土
台
と
な
っ
た

3

。

表
一　

江
戸
・
明
治
期
に
お
け
る
天
然
痘
を
め
ぐ
る
動
き

４

一
七
世
紀

一
六
五
三

一
七
四
四

一
七
五
二

一
七
六
六

一
七
八
九

一
七
九
〇

承
応
二

延
享
一

宝
暦
二

明
和
三

寛
政
一

寛
政
二

天
然
痘
が
こ
の
一
世
紀
の
間
に
四
回
も
流
行
す
る
。

明
の
僧
医
戴
曼
公
が
来
日
し
、
治
痘
法
を
伝
授
す

る
。

中
国
か
ら
来
日
し
た
種
痘
科
李
仁
山
が
長
崎
で
人
痘

種
痘
を
実
施
す
る
。

清
代
の
代
表
的
な
医
学
叢
書
『
医
宗
金
鑑
』（
呉
謙

等
編
、
乾
隆
年
頃
刊
）
が
日
本
に
伝
来
。
第
六
〇
巻

が
痘
科
の
部
で
「
種
痘
心
法
要
旨
」
と
な
っ
て
い

る
。

上
江
州
倫
完
が
琉
球
に
て
人
痘
種
痘
を
実
施
す
る
。

筑
前
秋
月
で
天
然
痘
が
流
行
す
る
。

筑
前
秋
月
藩
医
緒
方
春
朔
が
『
医
宗
金
鑑
』
な
ど
に

基
づ
き
、
独
自
の
鼻
旱
苗
法
を
開
発
し
、
天
野
甚
左

一
七
九
三

一
七
九
三

一
七
九
五

一
七
九
六

一
七
九
六

一
七
九
八

一
八
二
〇

一
八
二
三

一
八
四
九

一
八
四
九

一
八
四
九

一
八
四
九

一
八
五
〇

一
八
六
一

寛
政
五

寛
政
五

寛
政
七

寛
政
八
年

五
月

寛
政
八

寛
政
一
〇

文
政
三

文
政
六

嘉
永
二
年

七
月

嘉
永
二
年

嘉
永
二
年

一
一
月

嘉
永
二
年

一
一
月

嘉
永
二
年

一
二
月

文
久
元
年

二
月

衛
門
の
二
児
に
人
痘
種
痘
を
実
施
し
、
成
功
す
る
。

緒
方
春
朔
が
「
種
痘
必
順
辨
」
を
著
す
。

緒
方
春
朔
が
長
崎
で
五
児
に
種
痘
を
実
施
す
る
。

緒
方
春
朔
が
江
戸
で
種
痘
法
を
実
施
し
、
種
痘
法
を

伝
授
す
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
医
師
ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
初
め
て
牛
痘
苗
に

よ
る
種
痘
を
実
施
す
る
。

緒
方
春
朔
が
「
種
痘
緊
轄
」
及
び
「
種
痘
證
治
録
」

を
著
す
。

幕
府
が
医
学
館
に
痘
科
を
創
設
す
る
。

蘭
学
者
馬
場
佐
十
郎
が
ロ
シ
ア
語
の
牛
痘
書
を
訳

す
。
こ
の
「
遁と

ん

花か

秘ひ

訣け
つ

」
は
日
本
初
の
牛
痘
書
で
あ

る
。

シ
ー
ボ
ル
ト
が
来
日
。
彼
が
持
参
し
た
牛
痘
苗
で
日

本
人
に
接
種
す
る
が
、
成
功
し
な
か
っ
た
。

楢
林
宗
建
が
牛
痘
苗
を
三
男
と
通
詞
の
子
二
人
に
接

種
し
、
三
男
の
み
善
感
。
牛
痘
苗
に
よ
る
種
痘
に
初

め
て
成
功
す
る
。

中
津
藩
医
辛
島
正
庵
を
筆
頭
と
す
る
一
〇
名
の
医
師

が
痘
苗
を
貰
う
た
め
に
長
崎
に
赴
い
た
。

蘭
学
者
緒
方
洪
庵
ら
が
大
坂
で
除
痘
館
を
開
設
す

る
。

蘭
学
者
伊
東
玄
朴
が
佐
賀
藩
よ
り
送
ら
れ
た
痘
苗

で
、
江
戸
の
藩
邸
で
接
種
を
行
う
。

神
尾
雄
策
、
藤
野
東
海
（
啓
庵
）
は
中
津
藩
主
奥
平

昌
服
に
種
痘
許
可
の
請
願
状
を
提
出
す
る
。

中
津
の
医
師
村
上
玄
秀
、
西
千
枝
、
神
尾
雄
朔
、
藤

野
東
海
、
藤
本
玄
岱
、
原
岡
平
泉
、
久
松
方
庵
ら
が

中
心
に
な
っ
て
種
痘
を
行
う
。
医
師
の
教
育
を
も
行

う
医
学
館
の
設
立
が
提
案
さ
れ
た
。



－  90 －

一
八
六
一

一
八
五
八

一
八
六
一

一
八
六
八

一
八
八
五

一
八
八
五
〜

八
七

一
八
九
二
〜

九
四

一
八
九
六
〜

九
七

文
久
元
年

安
政
五

文
久
一

明
治
一

明
治
一
八

明
治
一
八

〜
二
〇

明
治
二
五

〜
二
七

明
治
二
九

〜
三
〇

中
津
の
上
勢
溜
に
医
学
館
開
設
。

江
戸
の
蘭
方
医
が
、
神
田
お
玉
ヶ
池
に
種
痘
所
を
開

設
す
る
。

種
痘
所
が
「
西
洋
医
学
所
」
と
改
称
さ
れ
る
。

旧
幕
府
医
学
館
が
「
種
痘
館
」
と
な
る
。

種
痘
法
の
制
定
。

天
然
痘
が
大
流
行
。
死
者
三
万
二
千
人
。

天
然
痘
が
大
流
行
。
死
者
二
万
四
千
人
。

天
然
痘
が
大
流
行
。
死
者
一
万
六
千
人
。

轄
』、『
種
痘
證
治
録
』
を
発
表
し
た
。
そ
の
後
、
彼
の
名
は
全
国
に
知

れ
わ
た
り
、
九
州
各
地
、
京
都
、
江
戸
な
ど
か
ら
入
門
を
希
望
す
る
医

師
が
秋
月
に
集
ま
っ
た
。
春
朔
流
の
鼻
旱
苗
法
は
種
痘
と
い
う
概
念
の

普
及
に
大
い
に
貢
献
し
、
後
の
牛
痘
種
痘
法
が
急
速
に
受
容
さ
れ
る
基

盤
と
原
動
力
に
な
っ
た
。

　

一
八
世
紀
初
頭
、
ト
ル
コ
駐
在
イ
ギ
リ
ス
公
使
夫
人
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー

（Lady M
ary W

ortley M
ontague

、
一
六
八
九
〜
一
七
六
二
）
は
、

軍
外
科
医
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
に
命
じ
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル
で
観
察

し
た
人
痘
種
痘
を
自
分
の
子
ど
も
に
実
施
さ
せ
た
。
そ
れ
が
成
功
し
た

の
で
、
夫
人
は
帰
国
後
そ
の
普
及
を
積
極
的
に
す
す
め
、
と
り
わ
け
上

流
階
級
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
一
七
二
一
年
に
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド

は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
王
女
の
依
頼
を
受
け
、
死
刑
を
免
除
す
る
と
い
う
条
件

で
死
刑
囚
七
名
に
種
痘
を
行
っ
た
。
死
亡
例
は
な
か
っ
た
の
で
、
ド
イ

ツ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
医
師
た
ち
は
症
状
の
軽
い
天
然
痘
患
者
の
膿
疱

か
ら
抽
出
し
た
液
を
健
康
な
人
に
注
射
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
予
防
効
果
が
な
い
、
死
亡
者
が
出
る
、
小
流
行
が
起
こ
る
な
ど
、

安
全
性
の
問
題
は
決
し
て
小
さ
く
な
か
っ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
地
方
医
師
ジ
ェ
ン
ナ
ー
（Edw

ard Jenner

、
一
七
四

九
〜
一
八
二
三
）
は
、
牛
痘
（cow

 pox

）
に
か
か
っ
た
者
は
天
然
痘

に
か
か
ら
な
い
と
い
う
農
民
の
話
を
聞
き
、
一
連
の
事
例
を
追
究
し
た

上
で
、
一
七
九
六
年
、
健
康
な
少
年
に
牛
痘
接
種
を
行
っ
た
。
回
復
し

た
後
に
天
然
痘
を
接
種
し
た
が
、
少
年
は
天
然
痘
に
は
か
か
ら
な
か
っ

た
。
翌
年
英
国
学
士
院
に
送
っ
た
報
告
に
対
す
る
反
応
は
冷
や
や
か

だ
っ
た
。
ジ
ェ
ン
ナ
ー
は
事
例
を
増
や
し
、
一
七
九
八
年
に
『
牛
痘
の

　

中
国
の
乾
隆
帝
の
勅
に
よ
り
、
呉
謙
ら
医
官
が
乾
隆
一
四

（
一
七
四
九
）
年
に
刊
行
し
た
『
医
宗
金
鑑
』
に
は
、
い
わ
ゆ
る
旱
苗

法
を
描
写
し
た
「
種
痘
心
法
」
が
あ
る
。
痘
痂
を
粉
末
に
し
、
こ
れ
を

銀
管
中
に
盛
り
鼻
腔
内
に
吹
き
入
れ
る
方
法
で
あ
る
。
人
痘
種
痘
法
は

一
七
世
紀
前
半
以
降
、
中
国
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
た
が
、
そ
の
危
険
性

と
不
確
か
な
成
果
の
た
め
、
普
及
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
、
秋
月
藩
の
八
代
藩
主
長
舒
に
召
し
抱
え

ら
れ
た
久
留
米
藩
医
緒
方
元
斉
の
養
子
春し

ゅ
ん

朔さ
く

（
一
七
四
八
〜

一
八
一
〇
）
は
、
同
年
秋
月
で
流
行
し
て
い
た
疱
瘡
に
悩
ま
さ
れ
た
。

彼
は
『
医
宗
金
鑑
』
の
第
六
十
巻
（「
種
痘
心
法
要
旨
」）
に
見
ら
れ
る

鼻
旱
苗
法
を
改
良
し
、「
こ
れ
を
用
い
る
に
百
発
百
中
、
応
ぜ
ざ
る
は

一
つ
も
な
し
」
と
い
う
独
自
の
種
痘
法
を
開
発
し
た
。
翌
年
の
流
行
で

そ
の
方
法
の
有
用
性
を
確
認
し
た
春
朔
は
『
種
痘
必
順
辨
』、『
種
痘
緊
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僧
侶
載た

い

曼ま
ん

公こ
う

（
独
立
性
易
、
一
五
九
六
〜
一
六
七
二
）
は
、
周
防
岩
国

城
主
吉
川
家
の
家
臣
池
田
正ま

さ

直な
お

（
一
五
九
七
〜
一
六
七
七
）
に
唇
、
舌

の
色
、
形
状
な
ど
に
基
づ
く
緻
密
な
分
類
法
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
病
態
に

適
す
る
薬
品
な
ど
の
治
療
治
痘
法
を
教
授
し
た

7

。
観
察
と
経
験
を
重

要
視
す
る
「
曼
公
先
生
」
の
教
義
は
、
一
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
も
、

写
本
と
し
て
普
及
し
て
い
た

8

。

　

辛
島
家
五
代
目
正
庵
と
六
代
目
長
徳
が
蓄
積
し
た
治
療
と
知
識
で
、

辛
島
家
は
中
津
に
於
い
て
痘
瘡
治
療
の
先
頭
に
立
っ
て
お
り
、
嘉
永
二

（
一
八
四
九
）
年
に
モ
ー
ニ
ッ
ケ
が
牛
痘
苗
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
時

は
、
そ
の
有
用
性
を
い
ち
早
く
認
識
し
牛
痘
の
導
入
に
力
を
注
い
だ
。

七
代
目
辛
島
春
帆
（
一
八
一
八
〜
一
八
五
九
）、
種
任
、
丈
庵
、
正
庵

と
も
い
い
、
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
、
家
督
を
継
い
だ
。
彼
は
、
嘉

永
二
（
一
八
四
九
）
年
九
人
の
医
師
と
共
に
子
ど
も
た
ち
を
長
崎
に
連

れ
て
、
種
痘
を
行
っ
た

9

。
そ
の
背
景
に
は
養
父
の
強
い
要
望
も
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
同
行
医
師
と
し
て
西
周
哲
、
横
井
玄
伯
、
神
尾
雄

策
、
藤
野
東
海
（
啓
庵
）、
藤
本
玄
泰
、
小
幡
竜
洲
、
松
川
清
庵
、
原

岡
平
泉
、
久
松
方
庵
が
い
た
。
同
年
一
二
月
、
神
尾
雄
策
、
藤
野
東
海

（
啓
庵
）
は
藩
主
奥
平
昌
服
に
種
痘
許
可
の
請
願
状
を
提
出
し
た

11

。
文

久
元
（
一
八
六
一
）
年
二
月
、
村
上
玄
秀
、
西
千
枝
、
神
尾
雄
朔
、
藤

野
東
海
、
藤
本
玄
岱

11

、
原
岡
平
泉
、
久
松
方
庵
ら
が
中
心
に
な
っ
て

種
痘
を
行
い
、
中
津
地
方
の
医
師
の
教
育
の
た
め
に
上か

み

勢せ
い

溜だ
ま
るに

医
学
館

が
建
設
さ
れ
た
。

原
因
お
よ
び
作
用
に
関
す
る
研
究
』
と
い
う
著
書
を
自
費
で
発
表
し

た
）。
こ
の
と
き
、
ラ
テ
ン
語
のvacca

（
牛
）
に
基
づ
きvaccine

（
痘
苗
、
ワ
ク
チ
ン
）
と
い
う
用
語
が
誕
生
し
た
。
以
降
、
牛
痘
法

は
、
短
期
間
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
広
ま
っ
た
。
ジ
ェ
ン
ナ
ー
は
イ
ギ
リ

ス
議
会
よ
り
賞
金
を
贈
ら
れ
た
が
、
医
学
界
が
こ
の
控
え
め
な
田
舎
医

師
の
歴
史
的
功
績
を
認
め
る
ま
で
に
は
か
な
り
時
間
が
か
か
っ
た
。

　

一
八
二
三
年
来
日
し
た
ド
イ
ツ
人
医
師
シ
ー
ボ
ル
ト
（Philipp 

Franz von Siebold
、
一
七
九
六
〜
一
八
六
六
）
は
牛
痘
法
を
実
施

し
た
が
、
長
い
航
海
で
痘
苗
が
腐
っ
て
い
た
た
め
成
功
し
な
か
っ
た
。

嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
来
任
し
た
同
胞
オ
ッ
ト
ー
・
モ
ー
ニ
ッ
ケ
博

士
（O

tto G
ottlieb Johann M

ohnike
、
一
八
一
四
〜
一
八
八
七
）

は
、
一
八
四
九
年
に
長
崎
の
阿
蘭
陀
通
詞
会
所
に
伝
習
所
兼
種
痘
所
を

置
き
、
持
参
し
た
牛
痘
苗
で
、
阿
蘭
陀
通
詞
兼
蘭
方
医
吉
雄
圭
斎
、
長

崎
在
住
の
佐
賀
藩
医
楢
林
宗
建
、
長
崎
遊
学
中
の
水
戸
藩
医
柴
田
方
庵

な
ど
の
協
力
を
得
て
同
年
末
ま
で
に
三
九
一
人
に
接
種
し
成
功
し
た
。

先
見
の
明
を
持
つ
蘭
方
医
・
蘭
学
者
は
こ
の
画
期
的
な
予
防
接
種
に
飛

び
つ
い
た
。5

　

中
津
藩
で
代
々
藩
医
を
勤
め
て
き
た
辛
島
家
は
、
村
上
家
・
大
江
家

と
並
ぶ
家
柄
で
あ
っ
た
。
そ
の
五
代
目
辛
島
正
庵
蔵
春
（
一
七
七
九
〜

一
八
五
七
）
は
、
長
男
の
章
司
が
六
歳
の
時
に
痘
瘡
で
死
去
、
そ
れ
を

契
機
と
し
て
痘
瘡
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
天
保
一
一
（
一
八
四
〇
）

年
養
子
の
六
代
目
長
徳
を
岩
国
の
中
村
一
安
の
所
に
送
り
、
明
の
僧
侶

戴
曼
公
が
池
田
家
に
伝
え
た
治
痘
法
を
学
ば
せ
た

6

。

　

中
国
の
戦
乱
を
逃
れ
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
に
来
日
し
た
医
師
・
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そ
の
史
料
に
は
表
表
紙
と
裏
表
紙
（
と
も
に
九
、〇
糎
×
一
五
、二

糎
）
が
あ
っ
て
、
表
表
紙
に
は
一
枚
目
の
本
文
が
糊
付
け
さ
れ
て
い

る
。
本
文
は
二
つ
折
り
に
な
っ
て
い
て
、
広
げ
る
と
「
八
、九
糎
×

三
〇
、三
糎
」
の
大
き
さ
で
、
一
六
枚
あ
る
。
始
め
か
ら
八
枚
目
ま
で

は
序
文
と
図
解
で
、
九
枚
目
か
ら
一
七
枚
目
ま
で
に
「
戴
蔓
公
唇
口

訣
」
と
「
戴
蔓
公
舌
口
訣
」
が
書
か
れ
て
い
る
。
序
文
に
よ
れ
ば
、
写

本
は
「
天
保
庚
子
夏
」
つ
ま
り
一
八
四
〇
年
に
作
成
さ
れ
た
、
と
あ

る
。

【
原
文
】

【
箱
書
き
】

東
都
池
田
瑞
仙
先
生
家
蔵

　

痘
瘡
唇
舌
鑑
圖

　
　
　
　
　
　
　

辛
島
蔵

【
文
書
】

［
一
丁
表
］

［
姓
名
印
「
辛
島
徳
印
」］　
［
雅
号
印
「
蓬
齋
」］

明
戴
曼
公
所
傳
于
池
田
家
痘

瘡
十
八
唇
三
十
六
舌
五
死
舌
并
面

部
八
偶
三
停
諸
位
配
合
六
十
部
位
明

辨
順
險
逆
三
症
之
真
秘
圖
鑑
矣

　

二
、
写
本
の
書
誌

　

辛
島
家
よ
り
中
津
市
に
寄
贈
さ
れ
た
五
百
冊
の
書
籍
に
、
五
代
目
長

徳
が
岩
国
の
池
田
家
で
写
っ
た
写
本
「
痘
瘡
唇
舌
鑑
図
」
が
あ
る
。
桐

の
箱
（
外
側
・
縦
二
〇
、五
糎
×
横
一
六
、五
糎　

高
さ
四
糎
）
の
蓋
に

は
、「
東
都
池
田
瑞
仙
先
生
家
蔵　

痘
瘡
唇
舌
鑑
図　

辛
島
家
蔵
」
と

書
か
れ
て
い
る
。

図一　「痘瘡唇舌鑑図」の木箱。
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不
侫
徳
天
保
庚
子
夏
遊
于
防
州

岩
國
由
卒
市
邑
中
村
一
安
子
門

［
一
丁
裏
］

而
盡
受
其
奥
秘
以
爲
治
痘
庇
益

非
継
跡
子
不
敢
傳
烏
深
禁
他
洩

矣
　
　
　
　
　
　

辛
島
長
徳
識 

天
保
歳
舎
庚
子
四
月

　
　
「
辛
島
徳
印
」「
蓬
齋
」

図二　[ 二丁表 ]

図三　[ 二丁裏 ]図四　[ 三丁表 ]
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図七　[ 四丁裏 ]図八　[ 五丁表 ]

図五　[ 三丁裏 ]図六　[ 四丁表 ]



－  95 －

図一一　[ 六丁裏 ]図一二　[ 七丁表 ]

図九　[ 五丁裏 ]図一〇　[ 六丁表 ]
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図一三　[ 七丁裏 ]図一四　[ 八丁表 ]

戴
蔓
公
唇
口
訣

滋
潤　
　

唇
口
者
、
肌
肉
之
本
也
。
与
五
肉
相
通
。
故
觀
此
可
以

預
爲
内
症
之
吉
凶
矣
。
痘
毒
之
發
、
凡
唇
口
舌
之
三
要
、

紅
潤
身
熱
、
聲
音
清
、
睡
臥
安
常
、
睡
中
微
悸
、
吐
瀉

一
兩
行
、
神
氣
清
爽
、
熱
微
稀
、
必
不
可
過
表
散
。

［
八
丁
裏
、
九
丁
表
（
欠
）］

「
池
田
痘
書　

舌
鑑　

舌
」（
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
所
蔵
、
マ
五
五
）

よ
り
補
足
（
傍
線
部
分
）。

紅
潤　
　

唇
色
紅
活
而
不
燥
裂
惟
紅
潤
者
熱
軽
而
毒
少
也
若
唇
黄
白
或

紫
赤
而
不
潤
澤
者
凶
也
。

淡
紅　
　

唇
淡
紅
或
淡
白
赤
合
格
者
気
虚
也
如
汗
多
者
表
裏
倶
虚
也
不

可
用
攻
発
之
剤
候
其
於
苗
紅
白
宜
補
托
。

赤
如
火　
　

唇
之
四
角
赤
如
火
或
如
塗
朱
而
双
唇
発
紫
黒
点
者
此
乃
脾

経
熱
極
也
此
名
曰
赤
珠
繞
唇
冝
急
清
火
解
毒
。

鎻
口　
　

唇
赤
色
或
紫
赤
当
嘴
角
現
一
粒
黒
痘
或
見
異
痘
獨
虚
大
此
曰

單
鎻
口
若
上
下
一
圏
成
串
者

此
名
騰
蛇
鎻　
　

皆
悪
候
也
又
両
嘴
倶
現
一
粒
者
此
名
双
鎻
口
又
名
白

虎
鬚
瘡
最
悪
候
也
如
両
角
倶
現
一
粒
餘
証
未
現
獨
嬌
大
者
此
曰
鎻
口
必

凶
多
。

水
光　
　

痘
出
而
諸
証
順
候
無
レ
故
倶
至
六
七
日
口
角
当
於
卯
寅
戌
酉

之
兆
也
急
宜
温
補
遅
則
作
溏
泄
而
表
瘡
必
倒
陥
九
日
十
二
日
死
。

［
九
丁
裏
］

純
紫　
格
離
者
脾
絶
也　
　

發
熱
氣
血
平
、
則
唇
舌
鮮
紅
滋
潤
。
而
肌

膚
發
黄
紅
色
者
、
爲
平
和
、
否
、
唇
紅
變
赤
、
甚
則
爲
以
爲
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［
一
一
丁
表
］

或
淡
白
帶
水
光
、
濺
流
濁
水
者
、
若
与
舌
共
合
格
淡

白
者
、
虚
寒
之
至
極
也
。
急
宜
峻
補
。

黄
熟　
格
離　
　

唇
上
痘
出
相
連
、
諸
痘
未
漿
、
而
唇

痘
先
黄
者
、
亦
内
潰
已
成
、
他
症
亦
難
成
漿
矣
、
更
有

氣
血
下
陷
毒
攻
脾
胃
死
。

格
離　
胃
絶　
　

唇
白
至
舌
者
、
爲
内
潰
、
三
日
死
者
爲
實
熱
、

九
日
十
二
日
死
者
、
爲
虚
寒
、
治
者
可
知
異
其
症
。

乾
渋　

格
離　
　

唇
乾
澁
、
或
紫
黒
色
、
或
紫
縮
如
魚
口
者
、
不
治
。

［
一
一
丁
裏
］

戴
蔓
公
舌
口
訣 

紅
赤　
　

薄
胎
通
明
之
象
也
。
發
熱
一
二
日
候
也
。

諸
舌
胎
從
是
而
始
也
。

淡
紅　
　

一
發
熱
舌
淡
紅
而
潤
者
、
氣
虚
也
。
不
可

發
其
表
、
若
便
利
而
後
淡
紅
者
、
宜
補
益
温
補
。

乾
燥　
　

一
發
熱
舌
乾
燥
者
、
内
火
太
甚
。
急
宜

清
涼
涼
血
。
若
大
便
秘
者
、
双
解
之
。

［
一
二
丁
表
］

紫
赤　
　

一
發
熱
、
血
胎
紫
赤
者
、
熱
毒
熾
盛
。
或

血
熱
血
毒
、
太
甚
。
宜
清
涼
解
毒
。
若
大
便
秘
者
攻
レ
之
。

灰
紫　
　

發
熱
四
五
日
、
雖
大
便
秘
結
、
妄
不
可

下
之
。
在
後
、
多
易
虚
寒
。

青
白　
　

發
熱
、
悠
々
出
苗
淡
白
者
、
向
來
諸
症
、

爲
虚
。
先
可
知
三
禁
。
惟
宜
補
脾
温
補
。

紫
、
虚
則
紅
變
淡
、
甚
則
爲
青
爲
白
、
實
則
爲
乾
澁
、
爲
燥

裂
、
爲
濺
血
、
虚
寒
則
爲
褐
純
紫
、
青
純
藍
、
純
黒
者
死
矣
。

陽
氣
已
欲
脱
、
兼
水
之
化
、
經
曰
、
純
陰
者
死
矣
。

崩
裂
腫
大　
　

唇
嘴
崩
裂
、
或
腫
大
口
出
臭
氣
者
、
是

胃
爛
發
斑
也
。
不
治
。
如
唇
紫
赤
堆
崩
、
口
中
腥
臭
衝
人

者
、
此
邪
火
煎
熬
、
腫
爛
、
胃
貶
也
。
必
死
。

［
一
〇
丁
表
］

唇
如
嘴　
　

發
熱
唇
上
、
先
腫
大
如
嘴
尖
、
紫
赤
乾
燥

者
、
實
熱
毒
盛
也
。
先
用
雙
解
清
涼
之
剤
。
猶
加
口
臭
者
、

不
治
。

濺
黒
血　
　

唇
紫
黒
燥
裂
濺
黒
血
而
出
、
瘡
如
小

疱
子
者
、
至
八
九
日
、
如
蓼
花
死
。
或
乾
枯
焦
黒
死
。

出
瘡
如
堆
粟　
格
離
死　
　

唇
先
發
瘡
如
堆
粟
者
、
脾
氣

破
敗
死
、
莫
治
、
若
唇
上
牙
牀
先
出
痘
、
不
見
他
痘
者
死
。

板
實　
　

方
廣
大
庭
板
黄
、
而
他
處
潤
活
、
癰
毒

［
一
〇
丁
裏
］

必
結
下
胸
、
項
腮
瞼
板
黄
、
而
四
体
潤
美
、
痘
癰
必
發
于

肩
阜
、
肚
腹
板
黄
者
、
癰
啓
於
曲
池
三
里
、
背
脊
板

黄
者
、
癰
結
下
兩
軸
尻
骨
、
遍
身
板
黄
者
死
、
兩
脇
陽

球
板
黄
者
死
、
觀
此
而
痘
裳
之
膿
、
固
欲
其
充
黄
、
尤
宜

潤
活
。

黄
硬　
格
離　
　

瘡
出
而
稠
密
、
至
六
七
日
期
、
諸
瘡
欲
膿

而
唇
上
痘
、
先
黄
硬
者
、
脾
絶
也
。
不
治
。

虚
寒
水
色　
格
離
死　
　

唇
水
色
者
、
至
膿
期
、
唇
淡
紅
、
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解
之
兆
也
。
急
宜
補
托
。

黄
黒
胎　
　

黄
黒
胎
者
、
從
白
而
黄
、
從
黄
而
黒
、
則

熱
毒
愈
盛
也
。
黄
中
帶
黒
色
乾
燥
者
、
清
涼
、
如
滑

潤
者
忌
之
。

兩
白
胎　
　

兩
白
胎
者
滋
潤
、
則
裏
毒
已
解
、
表
実
未
除
。

［
一
三
丁
表
］

二
三
日
雖
便
秘
、
必
忌
妄
下
、
四
日
以
後
下
、
則
多
虚
寒
。

灰
紫
黒　
　

灰
紫
黒
者
、
三
圍
赤
色
。
中
央
乾
紫
黒
者
、
屬
熱
、

宜
清
涼
。
若
三
囲
淡
白
中
英
乾
紫
黒
、
則
津
液
謁
之
兆
也
。
宜
温
補
。

兩
黄
舌
根
灰
黒　
　

兩
黄
舌
根
灰
黒
者
、
二
三
日
大
便
秘

者
微
利
之
。
如
泄
而
後
宜
補
托
温
補
之
、
須
四
日
後
忌
下
、
有
訣
。

三
積
舌　
　

黄
紫
黒
灰
白
者
、
倶
皆
乾
燥
不
潤
。
舌
尖
赤

色
爲
熱
實
。
若
便
泄
後
、
漏
舌
滑
潤
者
爲
虚
。

黄
老　
　

黄
老
而
乾
燥
者
、
内
火
未
解
也
。
出
斎
後
黄
中

［
一
三
丁
裏
］

帶
微
黒
、
三
囲
紅
潤
、
中
英
滑
潤
者
、
邪
火
自
解
矣
。
急
宜
参

補
托
、
有
訣
。

斑
点
舌　
　

斑
点
舌
、
痘
中
不
見
此
症
。
痘
後
往
々
有
此
。

必
屬
脾
熱
餘
炎
未
除
、
宜
清
涼
、
預
防
走
馬
疳
。

舌
上
黒
痘　
　

舌
上
黒
痘
者
、
梟
毒
熾
盛
、
邪
火
伏
テ
心
中

不
洩
。
則
先
舌
上
生
黒
珠
。
至
出
斎
期
又
没
。
爲
此
症
者
、
十
無
一

生
、
至
七
八
日
而
失
血
、
必
十
二
日
死
不
治
。

清
潔　
　

舌
清
潔
者
、
痘
中
首
尾
成
美
候
血
雜
症
必
莫

［
一
四
丁
表
］

白
胎
通
明　
白
胎
通
明
者
、
内
火
太
甚
峻
。
宜
清

涼
解
毒
、
若
大
便
秘
者
下
之
。
慎
忌
投
参
蓍
、
殺

［
一
二
丁
裏
］

人
。
有
訣
。

芒
刺　
　

見
点
一
二
日
熱
毒
熾
者
、
白
胎
主
黄
刺
、

内
火
愈
太
甚
、
則
自
黄
而
変
紫
黒
。
宜
清
涼
。

乾
紅　
　

乾
紅
無
胎
者
、
血
也
。
瘡
色
内
地
必
赤
色
、
而
掀

腫
、
治
宜
清
熱
涼
血
之
剤
。
如
大
小
便
秘
者
、
微
利
之
。

燥
裂　
　

燥
裂
者
、
大
毒
在
血
中
。
如
火
盛
則
血
燥

亡
津
液
渇
。
肉
肌
乾
枯
瘡
色
乾
滯
枯
渋
、
胃
液
焇

燥
之
兆
也
。

［
一
二
丁
表
］

舌
炕　
　

舌
三
囲
赤
色
如
火
、
中
英
白
胎
如
積

粉
。
中
心
凹
而
焦
黒
者
、
五
内
梟
炎
燔
灼
。
急
峻
宜

寒
涼
之
剤
。
候
大
便
利
有
訣
。

焦
紫　
　

焦
紫
者
、
梟
毒
肆
逆
、
表
裏
倶
實
。
誤

失
下
則
必
死
此
氣
血
自
爲
火
熱
。
所
煎
熬
、
急
宜
清
涼

攻
下
。

白
胎
乾
黒　
　

白
胎
乾
黒
者
、
梟
火
熾
盛
五
内
七

竅
共
実
、
急
宜
清
涼
攻
毒
。
如
大
便
秘
者
解
之
。
至
五
日
而
不

［
一
二
丁
裏
］

潤
者
不
治
。

黄
胎　
　

自
白
而
變
黄
者
、
胎
之
常
也
。
如
黄
胎
未
老

則
毒
火
甚
。
如
出
斎
後
胎
中
微
黄
色
滋
潤
者
、
内
火
自
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舌
心
微
黒　
　

舌
心
微
黒
、
而
滋
潤
者
、
出
齋
後
、
預

防
泄
瀉
、
如
膓
鳴
下
氣
者
、
不
可
虧
温
補
。

痩
薄　
　

舌
痩
薄
者
、
出
瘡
稠
密
、
諸
症
變
爲

［
一
五
丁
裏
］

膿
、
雖
氣
血
困
沈
、
調
理
不
失
節
、
故
漸
免
鬼
録
、
雖
得
生
氣

血
未
復
之
兆
也
。
不
可
虧
補
益
、
十
五
日
後
少
加
解
毒
。

青
藍
色　
　

舌
三
圍
紅
淡
、
中
央
青
藍
色
者
、
水
氣

壯
而
剋
土
、
向
來
防
泄
瀉
之
危
、
惟
宜
調
養
脾
胃
、
如
痘

色
淡
白
、
急
宜
峻
補
。

蜂
窠　
　

舌
如
蜂
窠
者
、
原
出
痘
稠
密
、
舌
上
爲
堆

栗
者
、
至
五
六
日
期
、
口
内
咽
喉
出
瘡
密
、
必
發
嗆
水
錯
、
唯
食

飲
不
入
者
死
。

［
一
六
丁
裏
］

腐
熟　
　

舌
腐
熟
如
煮
者
、
舌
心
紅
者
、
十
救
二
三
、

如
醤
色
、
或
濁
色
或
淡
白
不
。

失
榮　
　

舌
失
榮
血
者
、
痘
中
不
見
之
痘
後
氣
血

虚
耗
心
肝

受
傷
、
或
痘
前
失
血
、
或
婦
人
堕
胎
者
間
有

是
症
、
宜
補
養
氣
血
。

純
白　
　

舌
純
白
者
、
爲
内
潰
、
唇
白
至
舌
、
舌
白
至
唇
、

雖
有
先
後
、
心
死
勿
治
、
三
日
六
日
死
、
實
、
熱
也
、
九
日
十
二
日
死
者
、

爲
虚
寒
。

用
陽
剤
、
如
誤
失
治
、
則
其
變
易
虚
寒
。
三
四
日
宜
補
托
、

五
六
日
後
宜
温
補
、
如
唇
舌
滋
潤
者
、
雖
有
急
症
切
忌
妄

下
、
殺
人
。

淡
白　
　

舌
淡
白
而
滋
潤
者
、
初
發
不
拘
於
時
、
宜
補

益
、
又
忌
用
攻
發
、
至
四
五
日
、
失
起
發
之
勢
者
、
欲
虚
寒
之
兆
也
。

急
宜
温
補
、
如
加
溏
泄
者
、
宜
峻
補
。

中
央
微
灰
色　
　

舌
中
央
微
灰
色
、
三
囲
紅
潤
者
、
氣
血
津
液

微
虚
之
兆
也
。
當
五
六
日
期
、
爲
此
舌
者
、
必
無
妨
、
惟
宜
補
益
温

補
。

［
一
四
丁
裏
］

淡
紫　
　

舌
淡
紫
者
、
二
三
日
微
用
清
解
、
四
日
已
後
宜
補

益
、
六
日
後
、
宜
加
温
補
候
、
一
泄
則
必
虚
陷
矣
。

淡
白
點　
　

舌
滋
潤
生
淡
白
點
者
、
於
是
苗
出
斎
之
間
、
大
便

一
泄
、
則
必
虚
寒
之
兆
也
。
便
一
泄
則
神
氣
自
虚
、
熱
氣
自
散
、

此
痘
之
常
候
也
。
如
六
七
日
期
、
加
咬
牙
者
、
宜
温
補
、
如
瘡
色

灰
白
、
急
宜
峻
補
。

淡
白
虚
冷　
　

舌
淡
白
虚
冷
者
、
内
氣
虚
寒
宜
温
補
、

如
淡
白
虚
冷
者
、
内
外
共
虚
寒
、
六
七
日
後
、
如
寒
戰
咬
牙
者
、

［
一
五
丁
表
］

全
體
髪
膚
無
所
不
寒
、
此
名
純
隂
無
陽
、
峻
用
温
補
之
剤
、

而
陽
氣
猶
脱
者
、
不
治
、
無
他
治
法
矣
。

灰
黒　
　

舌
三
囲
紅
潤
、
中
央
灰
黒
者
、
一
二
日
發
之
、
出
斎

後
、
唇
舌
滋
潤
者
、
宜
補
益
温
補
、
如
三
囲
淡
白
、
中
央
滑
潤

者
、
急
宜
峻
補
。
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現
は
す
。
或
は
異
痘
を
見
て
獨
り
虚
大
。
此
を
單
鎻
と
曰
ふ
。
若
し
上

下
一
圏
、
串
を
成
す
者
は
、
此
を
騰
蛇
と
名
づ
く
。
鎻
口
は
皆
悪
候
な

り
。
如
し
両
嘴
倶
に
一
粒
を
現
は
す
者
は
、
此
を
双
鎻
口
と
名
づ
く
。

又
白
虎
鬚
と
名
づ
く
。
瘡
は
最
悪
の
候
な
り
。
如
し
両
角
倶
に
一
粒
を

現
は
さ
ば
、
餘
証
は
未
だ
現
は
れ
ず
。
獨
り
嬌
大
者
は
此
を
鎻
口
と
曰

ふ
。
必
ず
凶
多
し
。

水
光　
　

痘
出
で
て
諸
証
順
に
て
候
、
故
無
く
し
て
倶
に
六
七
日
に
至

る
に
、
口
角
卯
寅
戌
酉
に
当
た
る
の
兆
な
り
。
急
ぎ
宜
し
く
温
補
す
べ

し
。
遅
け
れ
ば
則
ち
溏
泄
を
作
し
て
表
瘡
は
必
ず
倒
陥
し
て
九
日
十
二

日
に
て
死
す
。

純
紫
格
離
者
脾
絶
也　
　

發
熱
し
氣
血
平
な
れ
ば
、
則
ち
唇
舌
は
鮮
紅

に
し
て
滋
潤
な
り
。
而
し
て
肌
膚
黄
紅
色
を
發
す
る
者
は
、
平
和
爲
り

や
。
否
な
り
。
唇
の
紅
赤
に
變
ず
る
こ
と
、
甚
し
け
れ
ば
則
ち
以
爲
ら

く
紫
と
爲
り
、
虚
な
れ
ば
則
ち
紅
は
淡
に
變
ず
。
甚
し
け
れ
ば
則
ち
青

と
爲
り
白
と
爲
る
。
實
な
れ
ば
則
ち
乾
澁
と
爲
り
、
燥
裂
と
爲
り
、
濺

血
と
爲
る
。
虚
寒
な
れ
ば
則
ち
褐
純
紫
と
爲
る
。
青
純
藍
に
し
て
、
純

黒
な
る
者
は
死
す
。
陽
氣
已
に
脱
せ
ん
と
欲
し
、
水
の
化
を
兼
ぬ
。
經

に
曰
く
、
純
陰
な
る
者
は
死
す
と
。

崩
裂
腫
大　
　

唇
嘴
崩
裂
し
、
或
は
腫
大
き
く
口
よ
り
臭
氣
を
出
す
者

は
、
是
れ
胃
の
爛
斑
を
發
す
る
な
り
。
治
ら
ず
。
如
し
唇
の
紫
赤
の
堆

崩
れ
、
口
中
腥
臭
人
を
衝
く
者
は
、
此
邪
火
煎
熬
し
、
腫
爛
れ
、
胃
貶

　
【
読
み
下
し
】

「
戴
蔓
公
唇
口
訣
」

滋
潤　
　

唇
口
は
、
肌
肉
の
本
な
り
。
五
肉
と
相
通
ず
。
故
に
此
を
觀

て
以
て
内
症
の
吉
凶
を
爲
す
に
預
か
る
べ
し
。
痘
毒
の
發
は
、
凡
そ
唇

口
舌
の
三
要
な
り
。
紅
潤
に
し
て
、
身
は
熱
く
、
聲
音
は
清
く
、
睡
臥

は
安
常
な
り
。
睡
中
は
微
悸
に
し
て
、
吐
瀉
一
両
行
。
神
氣
は
清
爽
に

し
て
、
熱
は
微
稀
。
必
ず
表
散
よ
り
過
ぐ
べ
か
ら
ず
。

紅
潤　
　

唇
の
色
、
紅
活
に
し
て
燥
裂
な
ら
ず
、
惟
だ
紅
潤
な
る
者

は
、
熱
軽
く
毒
少
き
な
り
。
若
し
唇
黄
白
、
或
紫
赤
に
し
て
潤
澤
な
ら

ざ
る
者
は
凶
な
り
。

淡
紅　
　

唇
の
淡
紅
、
或
は
淡
白
亦
合
格
な
る
者
は
気
虚
な
り
。
如
し

汗
多
き
者
は
表
裏
倶
に
虚
な
り
。
攻
発
の
剤
を
用
ふ
べ
か
ら
ず
。
其
の

苗
に
於
て
紅
白
を
候
ひ
て
、
宜
し
く
補
托
す
べ
し
。

赤
如
火　
唇
の
四
角
、
赤
き
こ
と
火
の
ご
と
く
、
或
は
塗
朱
の
ご
と
く

し
て
双
唇
、
紫
黒
点
を
発
す
る
者
は
、
此
乃
ち
脾
経
熱
の
極
な
り
。
此

を
名
づ
け
て
赤
珠
唇
を
繞
ふ
と
曰
ふ
。
冝
し
く
急
に
清
火
解
毒
す
べ

し
。

鎻
口　
　

唇
の
赤
色
、
或
は
紫
赤
に
て
嘴
角
に
当
り
、
一
粒
の
黒
痘
を
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虚
寒
水
色
格
離
死　
　

唇
の
水
色
な
る
者
は
、
膿
期
に
至
れ
ば
、
唇
は

淡
紅
に
、
或
は
淡
白
に
し
て
水
光
を
帶
ぶ
。
濺
ぎ
て
濁
水
に
流
る
る
者

は
、
若
し
舌
と
共
に
格
に
合
し
淡
白
な
る
者
は
、
虚
寒
の
至
極
な
り
。

急
に
宜
し
く
峻
補
す
べ
し
。

黄
熟
格
離　
　

唇
上
の
痘
出
で
て
、
諸
痘
未
だ
漿
せ
ず
。
而
し
て
唇
の

痘
先
づ
黄
な
る
者
も
、
亦
内
潰
已
に
成
り
、
他
症
も
亦
漿
と
成
り
難

し
。
更
に
氣
血
の
下
り
て
毒
に
陷
る
有
り
て
、
脾
胃
を
攻
め
て
死
す
。

格
離
胃
絶　
　

唇
の
白
舌
に
至
る
者
は
、
内
潰
と
爲
る
。
三
日
に
し
て

死
す
者
は
實
熱
を
爲
す
。
九
日
十
二
日
に
死
す
者
は
、
虚
寒
を
爲
す
。

治
る
者
は
其
の
症
に
異
な
る
を
知
る
べ
し
。

乾
渋
格
離　
　

唇
の
乾
き
澁
く
、
或
は
紫
黒
色
、
或
は
紫
の
縮
み
て
魚

口
の
ご
と
き
者
は
、
治
ら
ず
。

「
戴
蔓
公
舌
口
訣 

」

紅
赤　
　

薄
く
通
明
を
胎
む
の
象
な
り
。
發
熱
一
二
日
の
候
な
り
。
諸

舌
胎
是
よ
り
し
て
始
ま
る
な
り
。

淡
紅　
　

一
の
發
熱
に
て
舌
淡
紅
に
し
て
潤
ふ
は
、
氣
虚
な
り
。
其
の

表
に
發
す
る
べ
か
ら
ず
、
若
し
便
利
に
し
て
後
に
淡
紅
な
る
者
は
、
宜

し
く
補
益
し
温
補
す
べ
し
。

る
な
り
。
必
ず
死
す
。

唇
如
嘴　
　

熱
を
唇
上
に
發
し
、
先
ず
腫
大
き
く
嘴
の
ご
と
く
尖
り
、

紫
赤
に
乾
燥
す
る
者
は
、
實
に
熱
毒
盛
ん
な
り
。
先
ず
雙
を
用
ひ
て
清

涼
の
剤
を
解
く
。
猶
ほ
口
臭
を
加
ふ
る
が
ご
と
き
者
は
、
治
ら
ず
。

濺
黒
血　
　

唇
は
紫
黒
に
し
て
燥
裂
し
黒
血
を
濺
ぎ
て
出
づ
。
瘡
の
小

疱
子
が
ご
と
き
者
は
、
八
九
日
に
至
り
て
、
蓼
の
花
の
ご
と
く
死
す
。

或
は
乾
枯
焦
黒
に
て
死
す
。

出
瘡
如
堆
粟
格
離
死　
　

唇
の
先
に
瘡
を
發
し
堆
粟
の
ご
と
き
者
は
、

脾
氣
破
れ
敗
死
し
、
治
る
莫
し
。
若
し
唇
上
の
牙
牀
に
先
づ
痘
を
出

し
、
他
痘
を
見
ざ
れ
ば
死
す
。

板
實　
　

方
廣
の
大
庭
板
黄
に
し
て
、
他
處
潤
活
な
る
は
、
癰
毒
必
ず

下
胸
を
結
ぶ
。
項
腮
瞼
板
黄
に
し
て
、
四
体
潤
美
な
る
は
、
痘
癰
必
ず

肩
阜
に
發
す
。
肚
腹
板
黄
な
る
者
は
、
癰
は
曲
池
三
里
を
啓
く
。
背
脊

板
黄
な
る
者
は
、
癰
は
下
の
兩
軸
尻
骨
を
結
ぶ
。
遍
身
板
黄
な
る
者
は

死
す
。
兩
脇
陽
球
板
黄
な
る
者
も
死
す
。
此
を
觀
て
痘
裳
の
膿
、
固
よ

り
其
の
充
黄
た
ら
ん
と
欲
す
る
は
、
尤
も
宜
し
く
潤
活
す
べ
し
。

黄
硬
格
離　
　

瘡
出
で
て
稠
密
に
し
て
、
六
七
日
の
期
に
至
り
、
諸
瘡

膿
ま
ん
と
欲
し
て
唇
上
の
痘
、
先
づ
黄
硬
な
る
者
は
、
脾
絶
つ
な
り
。

治
ら
ず
。
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必
ず
赤
色
な
り
。
而
し
て
腫
を
掀
ぐ
。
治
は
清
熱
涼
血
の
剤
に
宜
し
。

大
小
便
秘
の
ご
と
き
者
は
、
微
に
し
て
之
を
利
と
す
。

燥
裂　
　

燥
裂
は
、
大
毒
血
中
に
在
り
。
火
盛
な
る
が
ご
と
け
れ
ば
則

ち
血
は
燥
亡
し
津
液
は
渇
く
な
り
。
肉
肌
は
乾
枯
し
瘡
色
は
乾
滯
枯
渋

な
る
は
、
胃
液
は
焇
燥
す
る
の
兆
な
り
。

舌
炕　
　

舌
の
三
圍
は
赤
色
に
し
て
火
の
ご
と
く
、
中
は
英
白
胎
に
し

て
積
粉
の
ご
と
し
。
中
心
は
凹
に
し
て
焦
黒
な
る
者
は
、
五
内
梟
炎
に

し
て
燔
灼
な
り
。
急
峻
な
る
は
寒
涼
の
剤
に
宜
し
。
便
利
を
候
ふ
に
訣

有
り
。

焦
紫　
　

焦
紫
な
る
者
は
、
梟
毒
肆
逆
に
し
て
、
表
裏
倶
に
實
な
り
。

誤
ま
り
て
失
下
す
れ
ば
則
ち
必
ず
死
す
。
此
の
氣
血
は
自
ら
火
熱
を
爲

す
。
煎
熬
す
る
所
な
り
。
急
に
宜
し
く
清
涼
に
し
て
下
を
攻
む
べ
し
。

白
胎
乾
黒　
　

白
く
し
て
乾
黒
を
胎
む
者
は
、
梟
火
熾
盛
に
し
て
五
内

七
竅
共
に
實
な
り
。
急
に
宜
し
く
清
涼
に
し
て
毒
を
攻
む
べ
し
。
大
便

秘
の
ご
と
き
者
は
之
を
解
く
な
り
。
五
日
に
至
り
て
潤
な
ら
ざ
る
者
は

治
ら
ず
。

黄
胎　
　

白
よ
り
し
て
黄
に
變
ず
る
者
は
、
胎
の
常
な
り
。
如
し
黄
胎

に
し
て
未
だ
老
い
ざ
れ
ば
則
ち
毒
火
甚
し
。
如
し
出
斎
の
後
に
胎
中
微

黄
色
に
し
て
滋
潤
な
る
者
は
、
内
の
火
自
ら
之
を
解
く
の
兆
な
り
。
急

乾
燥　
　

一
の
發
熱
に
て
舌
乾
燥
す
る
は
、
内
の
火
太
甚
し
。
急
に
宜

く
清
涼
涼
血
す
べ
し
一
。
若
し
大
便
秘
す
る
は
、
双
な
が
ら
之
を
解
く

べ
し
。

紫
赤　
　

一
の
發
熱
に
て
、
血
紫
赤
を
胎
む
者
は
、
熱
毒
熾
盛
な
り
。

或
は
血
熱
血
毒
に
し
て
、
太
甚
し
。
宜
し
く
清
涼
解
毒
す
べ
し
。
若
し

大
便
秘
な
る
者
は
之
を
攻
む
べ
し
。

灰
紫　
　

發
熱
四
五
日
に
し
て
、
大
便
秘
結
す
と
雖
も
、
妄
り
に
之
を

下
す
べ
か
ら
ず
。
後
に
在
り
て
、
多
く
虚
寒
し
易
し
。

青
白　
　

發
熱
し
て
、
悠
々
苗
出
で
て
淡
白
な
る
者
は
、
向
來
諸
症

は
、
虚
と
爲
る
。
先
づ
三
禁
を
知
る
べ
し
。
惟
だ
脾
を
補
ふ
に
宜
し
。

温
め
て
補
ふ
。

白
胎
通
明　
　

白
く
通
明
を
胎
ら
む
者
は
、
内
の
火
太
甚
だ
峻
な
り
。

宜
し
く
清
涼
解
毒
す
べ
し
、
若
し
大
便
秘
す
る
は
之
を
下
す
。
忌
を
慎

し
み
参
蓍
を
投
ず
。
人
を
殺
す
に
、
訣
有
り
。

芒
刺　
　

見
点
一
二
日
に
し
て
熱
毒
熾
な
る
者
は
、
白
胎
は
主
に
黄
刺

に
変
り
、
内
の
火
愈
々
太
甚
し
。
則
ち
黄
よ
り
し
て
紫
黒
に
変
ず
。
宜

し
く
清
涼
す
べ
し
。

乾
紅　
　

乾
紅
に
し
て
胎
む
無
き
者
は
、
血
な
り
。
瘡
の
色
は
内
の
地



－  103 －

り
。
出
斎
の
後
に
黄
中
微
黒
を
帶
び
、
紅
潤
を
三
圍
し
て
、
中
英
滑
潤

な
る
者
は
、
邪
火
自
ら
解
く
。
急
に
宜
し
く
参
茋
補
托
す
べ
し
。
訣
有

り
。

斑
点
舌　
　

斑
点
舌
は
、
痘
中
此
の
症
を
見
ず
。
痘
後
往
々
に
し
て
此

有
り
。
必
ず
脾
熱
に
屬
し
て
餘
炎
未
だ
除
か
ず
。
宜
し
く
清
涼
な
る
べ

し
。
走
馬
疳
を
預
防
す
。

舌
上
黒
痘　
　

舌
上
黒
痘
な
る
は
、
梟
毒
熾
盛
に
し
て
、
邪
火
心
中
に

伏
し
て
洩
れ
ず
。
則
ち
先
づ
舌
上
に
黒
珠
を
生
ず
。
出
斎
期
に
至
り
て

又
没
す
。
此
の
症
を
爲
す
者
は
、
十
に
一
生
も
無
し
。
七
八
日
に
至
り

て
失
血
す
。
必
ず
十
二
日
に
し
て
死
し
て
治
ら
ず
。

清
潔　
　

舌
の
清
潔
な
る
は
、
痘
中
首
尾
美
を
成
し
、
候
血
雜
症
、
必

ず
陽
剤
を
用
ふ
る
莫
か
れ
。
如
し
誤
れ
ば
治
を
失
ふ
。
則
ち
其
の
變
易

は
虚
寒
な
り
。
三
四
日
宜
し
く
補
托
す
べ
し
。
五
六
日
後
宜
し
く
温
補

す
べ
し
。
如
し
唇
舌
滋
潤
な
れ
ば
、
急
症
切
有
り
と
雖
も
忌
妄
れ
下

る
。
人
を
殺
す
。

淡
白　
　

舌
の
淡
白
に
し
て
滋
潤
な
る
は
、
初
發
は
時
に
拘
は
ら
ず
、

宜
し
く
温
益
す
べ
し
。
又
忌
し
み
用
ひ
て
發
を
攻
め
、
四
五
日
に
至
り

て
、
起
發
の
勢
を
失
ふ
者
は
、
虚
寒
を
欲
す
る
の
兆
な
り
。
急
に
宜
し

く
温
補
す
べ
し
。
如
し
溏
泄
を
加
ふ
れ
ば
、
宜
し
く
峻
補
す
べ
し
。

に
宜
し
く
補
托
す
べ
し
。

黄
黒
胎　
　

黄
黒
胎
な
る
は
、
白
よ
り
し
て
黄
に
、
黄
よ
り
し
て
黒

に
、
則
ち
熱
毒
愈
々
盛
ん
な
り
。
黄
中
黒
色
を
帶
び
、
乾
燥
す
る
者

は
、
清
涼
な
り
。
如
し
滑
潤
な
る
者
は
之
を
忌
む
。

兩
白
胎　
　

兩
白
胎
な
る
は
滋
潤
な
れ
ば
、
則
ち
裏
の
毒
已
に
解
け
、

表
は
實
に
未
だ
除
か
ず
。
二
三
日
便
秘
す
と
雖
も
、
必
ず
忌
妄
れ
下

る
。
四
日
以
後
下
れ
ば
、
則
ち
虚
寒
多
し
。

灰
紫
黒　
　

灰
紫
黒
な
る
は
、
赤
色
を
三
圍
す
。
中
央
乾
き
紫
黒
な
る

は
、
熱
に
屬
し
て
、
宜
く
清
涼
な
る
べ
し
。
若
し
淡
白
を
三
圍
し
て
中

英
乾
き
紫
黒
な
れ
ば
、
則
ち
津
液
之
に
謁
す
る
の
兆
な
り
。
宜
し
く
温

補
す
べ
し
。

兩
黄
舌
根
灰
黒　
　

兩
黄
舌
根
灰
黒
な
る
は
、
二
三
日
大
便
秘
な
る
者

は
微
に
之
を
利
と
す
。
如
し
泄
し
て
後
宜
し
く
之
を
補
托
し
温
補
す
べ

し
、
須
ら
く
四
日
の
後
忌
下
る
べ
し
、
訣
有
り
。

三
積
舌　
　

黄
紫
黒
灰
白
な
る
は
、
倶
に
皆
乾
燥
し
て
潤
は
ず
。
舌
尖

赤
色
に
し
て
熱
實
を
爲
す
。
若
し
便
泄
後
、
舌
を
漏
し
て
滑
潤
な
る
者

は
虚
を
爲
す
。

黄
老　
　

黄
老
に
し
て
乾
燥
す
る
者
は
、
内
の
火
未
だ
解
け
ざ
る
な
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舌
心
微
黒　
　

舌
心
微
黒
に
し
て
、
滋
潤
な
る
者
は
、
出
齋
後
、
泄
瀉

を
預
防
す
。
如
し
膓
鳴
下
氣
な
る
者
は
、
温
補
を
虧
く
べ
か
ら
ず
。

痩
薄　
　

舌
の
痩
薄
な
る
者
は
、
瘡
を
出
す
こ
と
稠
密
に
し
て
、
諸
症

變
じ
て
膿
と
爲
る
。
氣
血
困
れ
沈
む
と
雖
も
、
調
理
節
を
失
は
ず
。
故

に
漸
く
鬼
録
を
免
る
。
氣
血
を
生
ず
る
を
得
と
雖
も
未
だ
之
を
復
せ
ざ

る
兆
な
り
。
補
益
を
虧
く
べ
か
ら
ず
。
十
五
日
の
後
、
少
し
解
毒
を
加

ふ
。

青
藍
色　
　

舌
、
紅
淡
を
三
圍
す
、
中
央
青
藍
色
な
る
者
は
、
水
氣
壯

に
し
て
土
に
剋
ち
、
向
來
泄
瀉
の
危
を
防
ぐ
。
惟
だ
宜
し
く
脾
胃
を
調

養
す
べ
し
。
如
し
痘
色
淡
白
な
れ
ば
、
急
ぎ
宜
し
く
峻
補
す
べ
し
。

蜂
窠　
　

舌
の
蜂
窠
の
ご
と
き
一
者
は
、
原
は
痘
の
稠
密
な
る
に
出

づ
。
舌
上
堆
栗
を
爲
す
者
は
、
五
六
日
期
に
至
り
て
、
口
内
咽
喉
に
瘡

の
密
な
る
を
出
だ
し
て
、
必
ず
嗆
水
を
發
し
て
錯
る
。
唯
だ
食
飲
の
入

ら
ざ
る
者
は
死
す
。

腐
熟　
　

舌
の
腐
熟
し
て
煮
る
が
ご
と
き
者
に
し
て
、
舌
の
心
紅
な
る

者
は
、
十
に
二
三
を
救
ふ
。
醤
色
の
ご
と
き
、
或
は
濁
色
、
或
は
淡
白

な
る
は
不
ら
ず
。

失
榮　
　

舌
、
榮
血
を
失
ふ
者
は
、
痘
中
之
を
見
ず
。
痘
後
氣
血
虚
し

中
央
微
灰
色　
　

舌
の
中
央
は
微
な
る
灰
色
に
し
て
、
紅
潤
を
三
圍
す

る
者
は
、
氣
血
津
液
微
な
る
虚
の
兆
な
り
。
五
六
日
の
期
に
當
り
、
此

の
舌
を
爲
す
者
は
、
必
ず
妨
無
し
。
惟
だ
宜
し
く
補
益
温
補
す
べ
し
。

淡
紫　
　

舌
の
淡
紫
な
る
者
は
、
二
三
日
微
用
清
解
す
。
四
日
已
後
宜

し
く
補
益
す
べ
し
。
六
日
の
後
、
宜
し
く
加
温
補
候
す
べ
し
。
一
た
び

泄
す
れ
ば
則
ち
必
ず
虚
陷
す
。

淡
白
點　
　

舌
の
滋
潤
に
し
て
淡
白
點
を
生
ず
る
者
は
、
是
に
於
て
苗

出
斎
の
間
、
大
便
一
た
び
泄
れ
ば
、
則
ち
必
ず
虚
寒
の
兆
な
り
。
便
一

た
び
泄
れ
ば
則
ち
神
氣
自
ら
虚
に
し
て
、
熱
氣
自
ら
散
る
。
此
痘
の
常

候
な
り
。
如
し
六
七
日
の
期
に
、
咬
牙
を
加
ふ
る
者
は
、
宜
し
く
温
補

す
べ
し
。
如
し
瘡
色
灰
白
な
れ
ば
、
急
ぎ
宜
し
く
峻
補
す
べ
し
。

淡
白
虚
冷　
　

舌
の
淡
白
虚
冷
な
る
者
は
、
内
氣
虚
寒
に
し
て
宜
し
く

温
補
す
べ
し
。
如
し
淡
白
虚
冷
な
る
者
は
、
内
外
共
に
虚
寒
な
り
。

六
七
日
後
、
如
し
寒
戰
咬
牙
な
る
者
は
、
全
體
髪
膚
寒
か
ら
ざ
る
所
無

し
。
此
の
名
は
純
陰
無
陽
に
し
て
、
峻
く
温
補
の
剤
を
用
ふ
。
而
る
に

陽
氣
猶
ほ
脱
す
る
者
は
、
治
ら
ず
。
他
の
治
法
無
し
。

灰
黒　
　

舌
紅
潤
を
三
圍
し
て
、
中
央
灰
黒
な
る
者
は
、
一
二
日
之
を

發
し
、
出
斎
後
、
唇
舌
滋
潤
な
る
者
は
、
宜
し
く
補
益
温
補
す
べ
し
。

如
し
淡
白
を
三
圍
し
て
、
中
央
滑
潤
な
る
者
は
、
急
に
宜
し
く
峻
補
す

べ
し
。
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ら
伝
染
病
へ
」
ヴ
ォ
ル
フ

ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル / 

田
村
隆
編
『
東
西
の
古
医
書
に
見
ら
れ
る
病

と
治
療　

附
属
図
書
館
の
貴
重
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
』、
福
岡
、

九
州
大
学
附
属
図
書
館
、
二
〇
〇
七
年
、
一
〇
〜
一
一
頁
。

▲
Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
・
鳥
井
裕
美
子
・
川
嶌
眞
人
共
編
『
九
州
の
蘭
学 

く
し
て
耗
す
。
心
肝
倶
に
傷
を
受
け
、
或
は
痘
前
に
血
を
失
ひ
、
或
は

婦
人
の
堕
胎
す
る
者
は
、
間
是
の
症
有
り
。
宜
し
く
氣
血
を
補
養
す
べ

し
。

純
白　
　

舌
の
純
白
な
る
者
は
、
内
潰
を
爲
す
。
唇
の
白
き
は
舌
に
至

り
、
舌
の
白
き
は
唇
に
至
る
。
先
後
有
り
と
雖
も
、
心
の
死
は
治
す
る

勿
し
。
三
日
六
日
に
し
て
死
す
。
實
は
、
熱
な
り
。
九
日
十
二
日
に
し

て
死
す
者
は
、
虚
寒
を
爲
す
。
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点
の
背
景
」
参
照
。

9　
「
奥
平
藩
臣
略
譜
集
録
」
に
よ
り
。
川
嶌
眞
人
「
辛
島
正
庵 

─ 

種
痘
に
生
涯
を
か

け
た
医
師
た
ち
」
参
照
。

10　
「
惣
町
大
帳
」
に
よ
り
。
川
嶌
眞
人
「
辛
島
正
庵 

─ 

種
痘
に
生
涯
を
か
け
た
医
師

た
ち
」
参
照
。

11　

神
尾
雄
朔
、
藤
本
玄
岱
に
つ
い
て
、
大
島
明
秀
「
青
木
周
蔵
の
中
津
滞
在
期 

─ 

冨

永
家
所
蔵
史
料
を
中
心
に
」
参
照
。

─ 

越
境
と
交
流
』、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
二
〇
〇
九
年
。

▲W
olfgang M

ichel: Engelbert Kaem
pfer und die M

edizin 
in Japan In: D

etlef H
aberland (ed.): Engelbert 

Kaem
pfer. W

erk und W
irkung. Stuttgart, Boethius-

Verlag, 1993, pp. 248-293. 

▲
梁
嶸
「
中
日
伝
統
医
学
の
舌
診 

ー 

相
違
点
の
背
景
」『
漢
方
の
臨

床
』
第
五
五
巻
（
二
〇
〇
八
）、
第
二
号
、
二
四
五
〜
二
五
二
頁
。

史
料

▲
「
痘
瘡
唇
舌
鑑
図
」
中
津
市
大
江
医
家
史
料
館
蔵
。

▲
「
池
田
痘
書　

舌
鑑　

舌
」
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。

　　
︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱

1　

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
疫
病
か
ら
伝
染
病
へ
」、
一
〇
頁
。

2　

W
olfgang M

ichel: Engelbert Kaem
pfer und die M

edizin in Japan, 
pp. 248-293. 

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
大
英
図
書
館
蔵
の
ケ
ン
ペ
ル
資

料
に
見
る
日
本
の
病
名
お
よ
び
病
気
」、
九
頁
。
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル

「
疫
病
か
ら
伝
染
病
へ
」、
一
一
頁
。

3　

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
疫
病
か
ら
伝
染
病
へ
」、
一
一
頁
。

4　

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
疫
病
か
ら
伝
染
病
へ
」、
一
二
頁
。

5　

牛
痘
接
種
法
の
移
入
史
に
つ
い
て
、
深
瀬
泰
旦
『
天
然
痘
根
絶
史
』
及
び 

深
瀬
泰

旦
『
我
が
国
は
じ
め
て
の
牛
痘
法　

楢
林
宗
建
』
参
照
。

6　

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
疫
病
か
ら
伝
染
病
へ
」、
一
三
〜
一
四
頁
。

7　

川
嶌
眞
人
『
中
津
藩
蘭
学
の
光
芒　

豊
前
中
津
医
学
史
散
歩
』、
四
〜
七
頁
。

8　

載
曼
公
の
思
想
に
つ
い
て
、
及
び
西
巻
明
彦
「
戴
曼
公
唇
舌
図
訣
の
思
想
に
つ
い
て

(

抄)

」
参
照
。
ま
た
、
舌
診
に
館
し
て
、
梁
嶸
「
中
日
伝
統
医
学
の
舌
診 

─ 

相
違
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ABSTRACTS

Wolfgang MICHEL　　

　On the “Dutch-style Medical License” of Hirata Chôdayû
and its Background
　After the birth of the so-called ‘redhead-style of external medicine’ (kômôryû 
geka) during the 1650s, a growing interest among Japanese physicians and 
feudal lords in Western drugs, herbs, instruments and treatment methods can be 
observed. As Western texts and terminology had not yet become accessible even 
to Japanese interpreters, the instructions and demonstrations given in the Dutch 
trading post at Dejima played a key role in conveying European knowledge to 
Japan. For about three decades, certificates issued by the surgeons of the Dutch 
East India Company turned out to be useful when pursuing a career as a 
‘redhead-style physician’. This social breakthrough goes back to 1657, when 
Hatano Gentô, who was leaving for Edo, asked for a certificate to prove that he 
had been educated by a Dutch surgeon. Especially during the latter half of the 
1660s, several such certificates were issued, but only a few have survived. Based 
on extensive investigations of Dutch and Japanese source materials, twelve 
licenses have been identified.

	 Year	 　　　　　　Physician	 Source
	 1658	 Hatano Gentô	 diary of the Dejima trading post
	 1665	 Handa (Arashiyama) Hoan	 preserved original license
	 1665	 Asaeda Kibyôe	 description of the license in 
			   Japanese primary sources
	 1666	 Hirata Chôdayû	 Japanese manuscript copy (1717)
	 1667	 “physician of the lord of Chikugo”	 diary of the Dejima trading post
	 1668	 Seo Shôtaku	 preserved original license
	 1668	 Nishi Kichibyôe (Genpo)	 photograph of the original 
			   license from 1914
	 1668	 Ôtaguro Gentan	 preserved original license
	 1673	 “physician of the lord of Chikugo”	 diary of the Dejima trading post
	 1674	 “physician of the lord of Chikugo”	 diary of the Dejima trading post



－  108 －

	 1675	 Etô Kôan	 Japanese manuscript copy
			    (Edo period, in part only)
	 1685	 Hara Sanshin	 preserved original license

　These licenses, as well as newly found additional materials, provide valuable 
information about the circumstances under which medical instructions were 
imparted, as well as their contents.
　The most prominent among a number of new discoveries is a complete, 
handwritten copy of a license granted to Hirata Chôdayû in 1666 by the 
surgeons Arnold Dirckz. and Cornelis de Layen and confirmed by the vice-chief 
of the trading post on Dejima, Nicolaes de Roij, and his assistant Louis Rondel. 
The copy was made in 1717 by Chôdayû’s son Hirata Dôba, a physician of Lord 
Ogasawara in Nakatsu, and handed over to his former disciple, Karashima 
Shôan. During that same year, the domain was handed over to Lord Okudaira.
　Formal pledges to the Nagasaki Commissioner (Nagasaki bugyô), genealogies 
and entries in diaries show a close interaction between feudal lords and 
physicians in order to absorb and spread Western external medicine during 
these early decades. Obviously, Western medicine entered Japan from the top of 
the social pyramid.
　In 1673, the central government appointed Nishi Genpo, a veteran interpreter 
who had received an extraordinarily detailed and euphemistic surgical certificate 
in 1668, as Portuguese interpreter and Western-style surgeon at the court in Edo. 
This was the most high-ranking acknowledgement of the new “Dutch-style” 
medicine. Gradually, the interest in licenses from Dutch trading post surgeons 
faded away while physicians in all regions of the archipelago started to grant 
certificates to qualified pupils in their own right.

Akihide OSHIMA　　

　On the Draft "Treatise on the Division of Heaven and
Earth" by the Physician Murakami Gensui (1781–1843)
Murakami Gensui, personal physician to the lord of Nakatsu, is well known for 
his pioneering, semi-public dissection of a human cadaver in 1819, but research 
in the materials kept by the Murakami Medical Archive has shown that he had 
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also a strong interest in other fields, such as military strategy, Chinese poetry, 
Dutch language, geography, botany, economy and physics. A recently found 
manuscript has been identified as the draft of his “Treatise on the Division of 
Heaven and Earth”. It reveals his opposition to traditional Buddhist astronomy 
as well as his thoughts on the physiology of scurvy and deserves a prominent 
place among sources to achieve a better understanding of the scope of this 
outstanding regional physician.

Yoichi YOSHIDA　　

　A Bunsei-period Manuscript from the Ôe Medical Archive
　Nakatsu (Oita prefecture), a city of about 85,000 inhabitants in the north-
eastern part of Kyushu, is known as the birth place of Fukuzawa Yûkichi (1825–
1901), one of the pioneers of Japan’s modernization. During the Edo period, the 
feudal domain of Nakatsu covered roughly the same area as the city today. From 
1717, the Okudaira family ruled here for about one and a half centuries. Lord 
Okudaira Masataka (1781–1855) in particular developed a strong interest in 
Dutch learning (rangaku), which had a lasting influence on policies in this 
region.
　Throughout the Edo period, the two branches of the Ôe family in Nakatsu 
produced physicians serving the local rulers in official positions. A preliminary 
register of the manuscripts and books preserved in the Ôe Medical Archive has 
been drawn up during the last two years, but the contents of most of the 
sources, many of which are difficult to read, is still not known. Recent 
investigations have revealed a promising manuscript covering the years between 
1825 and 1827, when Lord Masataka suddenly decided to retire and entrusted 
the domain to his still very young son, Masanobu (1809–1832). There is no title, 
but the 104 folded sheets contain numerous records of the Ôes and other local 
physicians, as well as notices from the authorities. These shed new light on the 
medical situation within the domain.
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Tomita HOSODA　　

　A Manuscript Copy of Ikeda-style “Tongues and Lips
 Illustrations”
　As in all other countries, smallpox was one of the most feared diseases in 
Japan. Before the introduction of the cowpox vaccine developed by Edward 
Jenner (1749–1823), Japanese physicians were well aware of the old Chinese-
style inoculation with human smallpox, but as this was extremely risky they 
usually confined themselves to supportive treatment methods and intensive 
studies into the causes and progress of this disease.
　After his own child fell victim to smallpox, Karashima Shôan (1779–1857), 
physician to Lord Okudaira of Nakatsu, devoted himself to the study of this 
disease and collected more than 500 books on the subject. He also sent his 
adopted son to the Ikeda family in Iwakuni in order to copy manuscripts going 
back to the teachings of Taimankô (Chinese: Dài Màngōng). Taimankô (alias 
Dokuryû Shôeki, 1596–1672) was a monk from Ming China who had immigrated 
to Japan in 1653. One of his disciples, the physician Ikeda Masanao (1597–
1677), arranged his teachings and created lavishly illustrated manuscripts that 
show the characteristic pustules and the rash on the tongue. While traditional 
Chinese writings focus on principles, Ikeda pays great attention to symptoms, 
using coloured illustrations and even creates a three dimensional impression by 
putting on multiple layers of colours. As these illustrations are difficult to 
reproduce, only very few Edo-period copies are known and none has been 
reproduced up to now.
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